









































ハイスクールＤ×Ｄ DX.2




マツレ☆龍神少女！








石踏一榮







富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















口絵・本文イラスト　みやま零







　目次









Life.1　太陽がおっぱい！

Life.2　生徒会の所存

Life.3　冒ぼう険けんでいこう！

Life.4　マツレ☆龍りゆう神じん少女！

Life.5　ねこまた☆忍にん法ぽう帳ちよう

Life.6　マニアの殿でん堂どう

Life.EX　百ひやつ鬼き夜や行こうとパンデモニウム







　あとがき




















──また我と遊んでくれるとうれしい。

──うむ！　私とフィス殿どのはお友達じゃ！　また、私と遊ぼう！







　　　Life.1　太陽がおっぱい！







「ねえ、イッセー。悪あく魔まの人魚って知ってる？」

　かの一件は、部長のその一言から始まった。




　修学旅行から帰ってきたばかりのとある日の放課後。

　俺たち二年生が部室で一年生の小こ猫ねこちゃんとギャスパーに京都の土産みやげ話ばなしをしていたら──、

「じゃあ、やっぱり絶たれたところの──」

「会長もよく見つけましたわね」

　と、生徒会主しゆ催さいのクラブ会議に参加していた部長と朱あけ乃のさんが話し込みながら帰ってきた。

　会議で使ったプリント用紙をテーブルに置くと、部長は俺たち全員を見み渡わたす。

「皆みんな、学園祭がもうすぐなのに悪いのだけれど、ちょっとした活動報告書の作成を手伝ってちょうだい」

　活動報告書？　それって──。

「……部長が人間界で生活する上で冥めい界かい側に出されている課題ですか？」

　挙手しながら小猫ちゃんがそう質問した。

　そう、部長は本来冥界の上流階級の学校に通うところなんだけど、特待生枠わくで駒く王おう学がく園えんに来ている。あちら側で本来取得しなければならない単位を人間界での活動で得なければならない。悪魔稼か業ぎようの契けい約やくしかり、人間界で生活する怪かい物ぶつの研究レポートしかり。

　小猫ちゃんもそれに気づいて質問したんだろう。

　部長が質問に笑え顔がおでうなずいた。

「ええ、ソーナからおもしろい情報を得たの。もしかしたら、単位どころか、冥界に良い情報を送れそうなのよ。部活動的にも『ＵＭＡについてのレポート』として学内新聞のオカルトコーナーに良い発表ができるかもね」

　おおっ、おもしろい情報ですか。しかも冥界と部活動に有益なもの？　部長ったら、ずいぶんと楽しそうな顔をしている。よほど興味のある話を会長から得たようだ。

「と、言いますと？」

　俺が聞き返すと、冒ぼう頭とうのように返されたんだ。

「ねえ、イッセー。悪魔の人魚って知ってる？」

　と、ね。……しかし、人魚と言われて脳のう裏りに浮うかぶのは魔ま物もの使いの安あ倍べ先せん輩ぱいが使し役えきしていた──足のついた魚類だ！　あの幻げん想そうを破は壊かいする容姿は思い返すだけで涙なみだが出てくる！　人魚っていったら、美女の上半身！　キレイな鱗うろこに包まれた魚の下半身！　これだと思うんだ！　それがどう世界の理ことわりが反転したかわからないが、この業界では人魚といえば巨きよ大だいなマグロにごっつい足がついた、いかつい生物だというから泣きたくなる。

　あれを見たとき、俺は心底落ち込んだよ！　だって、世界はあまりに残ざん酷こくなんだもん！

「はぁ……人魚、ですか……」

　俺は気のない返事でそう言う。部長は俺の落らく胆たんした様子を見て苦く笑しようされた。

「そういえば、イッセーはあの人魚を見てずいぶん落ち込んでいたわね。そうね、お話のなかに登場する人魚は美しい姿をしているわ」

　部長は落ち込む俺の頰ほおを手でなでながら言う。

「というわけで、皆でＵＭＡとの遭そう遇ぐうといきましょうか」

　と、部長は言うけど……。うーむ、いまいちテンションが上がらない。

「ＵＭＡか。たいていそういうのは魔物なんだが。魔物退治になっても、まあ、退たい屈くつしないかな」

「人魚さんと会ってみたいですね！」

「釣つり竿ざおとか必ひつ須すかしら？」

　ゼノヴィア、アーシア、イリナの教会トリオも人魚と聞いてノリノリになったぞ！　てか、釣るなよ、イリナ！

　……こういう流れの場合、いいことなんて無かった！　絶対にろくでもないＵＭＡ──人魚に違ちがいないよ。

　あまり気乗りしない俺だが、オカルト研究部は次の休日に某ぼう国こくの海辺へ行くこととなったのだった。




　　　　─○●○─




　そんなわけで休日。俺たちは転移型魔ま方ほう陣じんで何度かジャンプして、常とこ夏なつのとある海岸に来ていた。

　空にはまばゆいばかりの太陽！　どこまでも続く白い砂すな浜はま！　底まで見えそうな青い海！　俺たち以外、誰だれもいないぜ！

　……いま日本は秋だってのに、国によってはこういう夏模様なんだから世界は広い。

「うーみーっ！」

　ウキウキ声で砂浜を駆かけていき、海に入っていくのは水着姿のイリナだ。続いてアーシアとゼノヴィアが海に足を浸つけていく。

「海もたまにはいいな、アーシア」

「はい、ゼノヴィアさん！　良いお天気ですし、海水も冷たくて気持ちいいです。というよりも海に入ること自体初めてです。プールとは全然違いますね」

　そっか、教会暮らしだったアーシアにとって、海水浴は無かったものなんだな。

　てなわけで、トリオの水着チェック！　イリナとゼノヴィアはビキニ！　ゼノヴィアはともかく、天使のイリナがビキニだなんて……！　二人とも良いおっぱいの持ち主なんで、海ではしゃぐたびにバインバイン動いて……これはたまらん！　白い肌はだがまぶしいぜ！

　アーシアのほうはおとなしめのかわいい水色のワンピース型。肌の露ろ出しゆつは少ないが、これはこれで癒いやされる！

　ちなみに俺も水着。トランクス型のやつだけどね。

「……海」

　おっとっと、小猫ちゃんも俺の横を通り過ぎて海に入っていく。泳ぎが不得意な小猫ちゃんは浮き輪を持っての入にゆう水すいだ。こちらはスクール水着！　似合ってるを通り越こして「やっぱり、これじゃなきゃ！」と言わんばかりに必見のお姿！

　うふふ、女性陣は皆水着なんで眼福でございます。俺たち以外誰もいない砂浜だから、遠えん慮りよなんてしなくていいよね！

　考えてみりゃ、俺たち、この夏に海水浴とか行かなかったもんな。夏休みは冥界に行ってたしさ。貴重な青春の日々、俺は山にこもってドラゴンと修しゆ行ぎようしてたよ……。

　そう思うと、これは失った高二の夏を取り戻もどせる絶好の機会なのかもしれん！

　夏だ！　失われた夏が返ってきたって、本格的に思えてきたぞ！

「さて、僕も少しばかり堪たん能のうしようかな。イッセーくん、あとで皆とボール遊びでもやろうか？」

　と、木き場ばがトランクス型の水着姿で登場。細い体だけど、無む駄だのない筋肉のつき方をしているから、すらりとしていながらもガッチリしてるんだよな。

　……俺は鍛きたえればそれだけ筋肉がつくタイプだから、どんどん体格が良くなって服のサイズに困るときがある……。部長はガッチリした体をたくましいと褒ほめてはくれるけど、木場の体型に憧あこがれる！

「……な、なに？　僕の体をそんなに見てきて……」

　若じやつ干かん、反応に困った口調の木場！　こ、この野や郎ろう！　何勘かん違ちがいしてやがる！

「バカか！　ただ、おまえの無駄のない体つきにちょっと憧れただけだい！　ビーチバレーとかはあとで俺も参加するから、先に海に入ってろ！」

「ふふふ、わかったよ」

　木場は苦笑すると、海のほうに向かっていった。……ったく、ギャスパーもそうだが、うちの男子どもは俺の視線に違う方面で反応して困る！

「ほら、あなたたち、泳ぐ前に悪魔用の特製オイルを体につけたの？　平気と言っても太陽光も強いからいちおうやっておかないとバテちゃうかもしれないわよー？」

「あらあら、若いわね。お弁当もありますから、お腹なかが空すいたら帰ってくるんですよ？」

　部長と朱乃さんのお姉さま二人はパラソルの下で休んでいた。お二人とも「海に来たからといって今いま更さらはしゃぎません」という落ち着きっぷり！　言動も保護者のそれだ！

　そして、二人の水着ときたら……！　赤色で面積の少ないビキニを着る部長！　ち、乳がはみ出ててえらいことになっとる！　下もきわどい角度でこれがまた！　ああ、スベスベの白いおみ足が極ごく上じようです！

　代わって朱乃さんは白い水着！　こちらも布の面積が少なく、乳が溢あふれんばかりの状態になっております！　お二人はおっぱいをどこまで出せるかギリギリの勝負でもしているんですか!?　たまりません！　ありがとうございます！

「さあ、イッセー。オイル塗ぬってくれる？」

　部長はそう言うやいなや、水着のトップを外しビニールシートに横たわる！　オ、オ、オ、オイル塗りぃぃぃぃぃっ！

　男子の夢！　海といえばこれ！　最大のイベントといっても過言じゃないオイル塗りですかぁぁぁぁっ!?

「喜んでっ！」

　俺は高速でパラソルに入り、部長のそばに座る！　プールのとき以来だぜ！

「じゃあ、私も」

　今度は朱乃さんまで！　同様にトップを取り払はらい、部長の隣となりで横になる！

　むにゅぅぅぅっと、うつ伏ぶせになった状態でおっぱいが潰つぶれて横にはみ出してるぅぅぅっ！　はみ乳、最高です！　しかも二人も！

　よし！　よぉぉぉぉぉしっ！　俺、オイル塗り職人にジョブチェンジするぜっ！

　乳が四つもはみ出しているこのビニールシートはオイル塗り職人にとって最高の職場だと思うんだ！

　普ふ段だんから部長と朱乃さんの体に触ふれているから、今更オイル塗りなんて……ってことは一いつ切さいないぜ！　それはそれ！　これはこれですよ！　オイル越ごしの女体の肉感は男の脳みそにあり得ない刺し激げきを与あたえるぐらいにすごいものなのだ！

　俺は瓶びんを取ると、オイルを手のひらに落とし、両手によくなじませる。そして、部長の背中にぴたりと手を触れた。手を滑すべらせながら、柔やわ肌はだにオイルをスーッと塗っていく。

　ブッ！　鼻血が少し噴ふき出た。いやー、部長の女体は相変わらず最高だぜ！　スッベスベのむにむに感！　背中をていねいに塗りおえると次は──太もも！

　むにゅっむにゅっと無敵の弾だん力りよくを手に与えてくれる！　あまりのやわらかさに脳みそが吹ふき飛びそうになるが、我が慢まん我慢！　まだこれからだ！　次は朱乃さんだからだ！

「よろしくお願いしますわ」

　朱乃さんに頼たのまれて、背中に太ももにオイルを塗り塗りしていく。

　くっ……！　このモチモチの肉感は殺人的だ！　もっちもっちで手がお肌に沈しずんでいく感覚はすごいものがある！　崩くずれないプリン！　べたつかないお餅もち！

「ほら、イッセー。こちらに手を戻してちょうだい」

　と、部長に急せかされ、

「部長ばかりずるいですわ。イッセーくんのお手々の感かん触しよくを独ひとり占じめだなんて……」

　朱乃さんにもそう言われて、俺は交こう互ごにオイル塗りをしていくが……。

　手に伝わる感触は最高なのに、急かされると少々厳しいものがある！　しかし、幸せな職場なのは本当なんだ！　うれしい悲鳴ってやつだね！

　シートの隅すみで嘆たん息そくしている人物が一人。──ロスヴァイセさんだ。

「悪あく魔まに転生しているのだから、光は肌にやさしくないでしょう。こんな陽光きらめく海辺で動き回ったら、嫁よめ入いり前の大事な肌にしみができてしまうかも……怖こわい怖い」

　パラソルの下で一人オイルを塗りながらぶつぶつとつぶやいている。水着は部長と朱乃さんほどじゃないが、なかなか大だい胆たんなビキニ。お乳も脚も見事なものだ！

　……しかし、見た目、俺らとそう歳としは変わらないはずなのに、口にする言葉は二十代、三十代のお姉さんのようだった。

　そんなこと気にしなくても十分に瑞みず々みずしいお体だと思うんだけど……。乙女おとめの考えることは俺には想像もつかない。

　顧こ問もんのアザゼル先生だけど、今日はいない。こういうの好きそうなんだけど、用事があるとかで出張中。堕だ天てん使しの総そう督とくも大変だね。でも、ヒマなときはとことん酷ひどいことをしてくるけどさ。

　……ん？　オカルト研究部、誰かが足りないような……。

　砂浜を見み渡わたしてみるが……やっぱり、いない。──っと、皆みんなの荷物をまとめて置いている場所に見知った段ボール箱の姿……。

　オイル塗りも一段落ついたので、おそるおそる箱に近づく俺。

　そろりと開いてみたら──。

「……ぜーはー……し、死んじゃい……ますぅ……」

　げっそりと青ざめた顔に汗あせをたくさん浮うかばせたギャスパーの姿がっ！

　ギャー助すけ！　こ、こんなところに!?　てか、そうとう顔色悪いぞ！　そっか、悪魔の上にヴァンパイアで、さらに引きこもりだから、こんなにギラギラと照った太陽の下だと死活問題か！

　けど、しっかりと女物の水着を着ているところに強いこだわりを感じるぜ！

「だ、大だい丈じよう夫ぶか、おまえ……？」

　俺は近くにあったペットボトルの水を手に取り、ギャスパーにかけてやろうと──。

「あ、イッセーさん。そのペットボトル……」

　海から上がってきたばかりのアーシアが俺の手にするボトルを見て何か言ってくる。

「何が起きてもいいように用心のため持ってきた……聖水です」

「え？」

　間の抜ぬけた声を出す俺。しかし、時すでに遅おそし、ボトルから水が……。

　じゅぅぅぅぅぅっ！　段ボール箱から聞こえてきたのは何かが焼かれるような音！　同時に煙けむりも箱から上がる！　聖水は悪魔にとってもヴァンパイアにとっても有害だ！　弱ってるこいつにとっちゃ倍プッシュの必殺アイテムじゃないか！

「ぐっふぅぅぅぅぅっ！…………もう、ダメ……ですぅ……」

　ギャスパーが悲鳴をあげたあと、力なく首をがくりと落としてしまった。その表情は苦しみから魂たましいが解き放たれた安らかなものだった！

「ギャー助ぇぇぇぇぇえっ！　ゴメン！　帰ってこぉぉぉぉいっ！」

　抜け出た魂を呼び戻すように俺は奴やつの肩かたをゆする！

　などという悲しい出来事はあったものの、俺たちは過ぎ去りし夏の再来を堪能したのだった。

　って、そうじゃない。俺たちがここに来たのは人魚に会うため！

　……正直、気乗りしない俺だが、部長と朱乃さんにオイルを塗れただけでも収しゆう穫かくアリとしますか。

　そう感じながら、俺たちは砂すな浜はまでくつろいだあと、目的の人魚に遭そう遇ぐうすることとなる。




　　　　─○●○─




「こっちよ」

　部長先導のもと、俺たちは浜はま辺べから少し進んだ先にある岩がん礁しようへと向かっていた。

　ザッパーンっと波の打つ岩礁。その一角に何やら人ひと影かげが……。

　俺たちがそこに向かうと岩いわ肌はだに──美少女の姿が！　い、いや、美少女なのは上半身だけだ！　か、下半身は……お魚！　こ、これは……ッ！

　俺は予想外の展開に口を開けたまま、夢か現実か頭のなかで混乱していた！

　だ、だってさ！　俺は人魚といえば、あの安倍先せん輩ぱいが使し役えきしていた大型足つき魚類のことだと……！

　一度、脳のう裏りにこびりついてしまったものはそうそう拭ぬぐえるわけでもなく──。

　目を白黒させている俺を置いて、部長が美少女に話しかける。

「ごきげんよう。あなたが保護を求めているヒトね？」

　部長の問いかけに美少女はキレイな緑色の長ちよう髪はつを指でくりくりといじりながら、恥はずかしそうにうなずく。

「……に、人魚っていたんですね！」

　ようやく理解が完かん了りようした俺は感動の面おも持もちで打ち震ふるえていた！　いた！　いたよ、人魚さん！　マグロに足がついた生物じゃないよ！

　海にいるかもしれない神さま！　本当の人魚も存在させてくれてありがとうございます！

　俺は無意識のうちに涙なみだを流し、海にいるであろう神さまに感謝の言葉を送っていた！

　しかもこの子、チョーかわいいよ！　緑色の髪かみの毛なんて珍めずらしいけど、幻げん想そう的でとても似合ってる！　人魚自体が幻想的だからこそ最高の組み合わせなのかも！

　部長が人魚ちゃんを紹しよう介かいしてくれる。

「この子は、リリティファ・ウェパル。見ての通り、人魚よ。悪魔でもあるの」

「は、はじめまして……」

　おおっ、かわいい声だ！　人魚は美声ってのは本当か！　あのマグロの「ギョギョギョ」って奇き声せいじゃなくてマジで良かった！

「人魚さんです！」

「ああ、神秘的だな」

「これも天の配はい剤ざいだわ！」

　アーシア、ゼノヴィア、イリナのトリオも人魚の姿に目を輝かがやかせていた。

　うん？　俺はいまの紹介に引っかかった。悪魔ってのもそうだけど、問題は名前のほうだ。

「ウェパル家？　えーと、俺の記き憶おくが確かなら、断絶してませんでしたか？」

　そう、ウェパルっていや、上級悪魔の御お家いえのひとつだ。だけど、元七なな十じゆう二ふた柱はしらを暗記させられた俺の脳内では、ウェパルは断絶していたと出てくる。

　俺の問いに部長はうなずき、改めて言う。

「ええ、元は七十二柱に連なる上級悪魔の一族だったのだけれど、先の戦争が原因で御家が断絶してしまったわ。彼女──リリティファはウェパル家の血を引く末まつ裔えいなの。ウェパル家の女性は美しい人魚として有名だったのよ？」

　マ、マ、マジか!?　生きてた!?　これはすげえや！　しかも悪魔で人魚！

　へぇー、こういうふうに絶たれたと思われた一族も末裔とかがひっそり生きていたりもするんだな。そういや、ヴァーリも旧魔ま王おうの血筋だった。

「子はいたものの、先の三大勢力間で起きた戦争での損害で家の経済が立ち行かなくなって、どうしようもなくなった上級悪魔もいたのよ。家が危機に瀕ひんしたなか、旧政府が倒たおれて現政府が設立される間の混乱に巻き込まれて身動きが取れなくなり絶たれてしまったところもあったわ。ウェパルもそのひとつ。軍勢だけではなく、従事してくれた悪魔、大切な財産を消失してしまい、家を保てなくなり、人間界にひっそりと身を寄せるしかなかったと聞くわ。旧魔王派と現魔王派の抗こう争そう時に政府からの支し援えんなんて、そう望めるものではなかったでしょうし。現政府はそのときのことを悔くやんで、断絶した家に末裔がいるかどうか探たん索さくもしているのよ」

　部長がそう付け加えてくれた。

　うーむ、複雑な経けい緯いがあるんだな。そうなると、他ほかの断絶した家々もこんなふうに現存しているところもあるんだろうね。

　部長がコホンと咳せき払ばらいすると話し始める。

「皆に改めて説明するけれど、先日、私はソーナに人魚──ウェパル家の末裔がこの海にいることを知らされたの。絶たれた家の末裔などが発見されたら、保護、または接せつ触しよくして状じよう況きようの把は握あくをするのが人間界に住む上級悪魔の役目でもあるわ。これはレアケースの事情でもあるのだけれどね」

　なんと、そんなことが。そういうレアケースの対応も上級悪魔の仕事ってことか。

　部長の話は続く。

「本来なら海域にも精通されている魔王レヴィアタンさまの領域なのだけれど、あちらもいろいろと仕事が重なっていてセラフォルーさまもソーナも接触する日取りが難しかったらしくて……」

　朱乃さんも続いた。

「会長は、私たちに接触してみて欲しいと言ってきたのです。まあ、部長の単位と部活動の内容と、私たちにとって一石二鳥でもあります。うふふ。その辺り、会長のことだから頼み事ついでに手配してくれたのかもしれませんわね」

　朱乃さんが小さく笑うと部長が、「それじゃ、私がまるで友達に勉強の手配をしてもらった不出来な生徒じゃないの！」と、頰ほおを赤く染め、かわいく異議を申し立てていた。

　なるほど、ソーナ会長って友達想おもいでありながら、人を使うのもうまいってことか。

　部長は「ふーっ」と息をつくと、改めて人魚さんに話しかける。

「それではリリティファにいくつか質問するわ。答えられることだけ、答えてちょうだいね」

　こうして、部長はレアケース用のマニュアル本を片手に人魚さんに御家状況を訊ききだした。

　存続できなくなったあと、どうやってこちらで住んでいるのか。現悪魔業界についてどう感じているか。生活面での不満、不便はあるのか。それらを訊いていく。

　訊いたことを朱乃さんや木場がメモに取っている。現悪魔政府からの保護を受けることも望んでいた。イリナも珍しい案件にメモを取っている。天界に情報を送るのかな？

　そして、「現在、不安に思うこと」を訊いたときだった。人魚──リリティファさんのかわいい顔が曇くもる。

　それを察して部長がやんわりと訊いていく。

「いいのよ。なんでもいいの。言ってみて」

　部長のやさしげな口調にリリティファさんが口を開く。

「……え、えっと……実は……怖こわいヒトに脅おどされてまして……」

　もじもじしながら、そう口にした。なんと！　こんなかわいい人魚さんを脅す輩やからがいるとな！

「怖いヒト？　それは──」

　部長が訊こうとしたときだった。突とつ如じよ、周囲を黒いモヤ……霧きりのようなものが覆おおう。

　……なんだ、これ。魔力をピリピリと感じるぞ。

　霧を感じて、リリティファさんが「……いや」と震えだした。

「……生なま臭ぐさい」

　小猫ちゃんが嫌いやそうな顔で鼻を押さえていた。生臭い？　疑問に感じる俺の耳に入ってくる奇きっ怪かいな音！

　ゴゴゴゴゴゴ……。不気味にきしむ音が辺り一帯に木霊こだまする。

『見つけたぞ、ウェパルの人魚』

　おそろしげな声こわ音ねと共に霧の向こうから現れたのは──大型の船！

　お、お、おおおおお、大型帆はん船せんだーっ！　海かい賊ぞく船せん!?　いや、幽ゆう霊れい船せん!?　古風で雰ふん囲い気きのある大型帆船が岩礁近くに停留する！

「我こそはキャプテン・グラッグ！」

　船首に身を乗り出して声高々に吼ほえるのは海賊服に身を包んだ──怪物顔の怪人だった！　深海魚みたいな顔してる！　顔つきや帽ぼう子しからひょっこり出ている触しよつ角かくらしきものから察するにチョウチンアンコウの怪人？　左眼に眼帯。手にはサーベルを持っていた。

　船の大きな帆ほに描えがかれているのはドクロではなく──魔ま方ほう陣じん！　それを見て木場がつぶやく。

「……フォルネウス」

　木場のつぶやきに部長がうなずく。

「ええ、あの魔方陣の紋もん様ようから察するにそのようね。上級悪あく魔まのフォルネウス家だわ」

「また上級悪魔っスか！」

　驚おどろく俺！　フォルネウス……！　俺の記憶が正しいなら、部長と同じ元七十二柱に連なる一族だ！　今日は七十二柱によく会う日だな！

　おおっ、こういう怪人タイプの悪魔は新しん鮮せんだぜ！　怪物的な姿の悪魔も存在しているのは知っているんだけどね、周囲にいる悪魔は人間と見た目が変わらない方ばかりだからさ！

　海賊怪人──フォルネウスが船員姿の下げ僕ぼくらしき者たちを引き連れて、堂々と不敵に物申してくる！

「ここが我がフォルネウス家の領域と知っての狼ろう藉ぜきか!?　反応からすると、我らと同じ悪魔だな？」

　同どう胞ほうと知っても態度はあまり変わらず。しかし、下僕の一言に表情を変えた。

「キャプテン！　この魔力の質は上級悪魔のものですよ！」

　部長の髪を見るフォルネウス。赤く光る目を細めた。

「うぬぬぬ。紅あかい髪……グレモリーか……。グレモリー家の者とお見受けする。これは失礼した。私はフォルネウス家のグラッグ・フォルネウス」

　おおっ、グレモリーの名はここでも効果バツグンだな。あの怪人キャプテンが態度を若じやつ干かん和やわらげたよ。

　それを見て部長もあいさつをする。

「ごきげんよう、グラッグ・フォルネウス。ええ、あなたの言う通り、私はグレモリー家のリアス・グレモリーよ」

　それを聞き、フォルネウスは「フン」と鼻息をあげた。

「ふむ。悪いのだが、そちらの人魚は私たちが捜そう索さくしていた者なのだ。話し込んでいるなか申し訳ないが、引き渡わたしてもらえぬだろうか。今日こそはその者を我が眷けん属ぞくに迎むかえようと思うのだ。ぐふふふふ」

　部長が人魚さんから大切なお話を聞いているところだったのに、その一言。しかも下品な笑いつき。いやらしい笑い声だったよ！　絶対に下心あるだろう！　スケベの俺の目は誤ご魔ま化かせない！

「…………怖いです」

　リリティファさんも部長の背後に隠かくれてしまう。それを見て、脅しているという怖いヒトの正体も容易に想像できてしまう。まあ、この怪人さんのことだよね。

　部長もリリティファさんを庇かばいながら片かた眉まゆをぴくりと吊つり上げる。

「いきなりその物言いだなんて……フォルネウス家は語学に秀ひいでていて、物の命名に優すぐれていると聞いていたのだけれど、例外もあるのかしら？　なんとなく、この領域の主あるじであるフォルネウスではなく、私にお願いしてきたソーナの思おも惑わくが理解できたわ」

　嘆なげくように息をつきながらそう言う部長。

　俺もわかってきたよ。確かにこの辺を縄なわ張ばりにしているこのフォルネウスよりも部長に頼たのんだほうが人魚さんにとって安全だ。現に人魚さんはこの強こわ面もての怪人に怯おびえているし。

　つーか、こんな海周辺を縄張りにして、稼か業ぎようはうまくやれているのか？　この辺、島が多いみたいだし、島民相手に契けい約やくか？　それとも海賊みたいな格好しているし、案外あくどいことをしているのかもしれない。
















　部長の言い方に怒いかり心しん頭とうのご様子なフォルネウスが歯をむき出しにする。

「お、おのれ……！　言わせておけば小こ娘むすめが……！　他ひ人と様さまの縄張りに土足で踏ふみ込んでその態度とは……！　乳ばかりではなく、態度もデカいか！」

「…………」

　フォルネウスの言い方に部長は笑え顔がおのままだが……。徐じよ々じよに体を覆うオーラの量も濃こくなっていく！　あらら!?　なんだか、怒りのオーラを感じるよ!?

　スイッチ姫ひめの名を体現し始めてから、部長は胸の話になるとたまに不ふ機き嫌げんになるんだ！

　フォルネウスの言い方がマズかったせいか、触ふれてはいけないスイッチに触れたか！

「キャプテンキャプテン！」

　取り巻きの下僕悪魔がフォルネウスに進言する。

「なんだ、我が下僕よ」

「あ、あの方、グレモリーのなかでも有名なリアス・グレモリーですよ！　ま、魔王サーゼクスさまの妹君です！」

　そう言われ、フォルネウスは得心したようで、俺たちに指をさしてくる。

「なんと！　あの妹君か！　胸に謎なぞの魔力が秘められているという！」

「キャプテン！　あ、あいつら、旧魔王の一派を退けたり、北ほく欧おうの神を倒したりでチョー有名人っス！　別名『乳ちち龍りゆう帝てい＆スイッチ姫と七人の愉ゆ快かいな仲間たち＋[image: ]』っス！」

　そ、そんなふうにも言われてんだ、俺たち……。

「……『乳龍帝＆スイッチ姫と七人の愉快な仲間たち＋[image: ]』って何よ……！」

　ぶ、部長が歯をギリッと鳴らしてぼそりとつぶやいていた。全身をわなわなと震ふるわせながら！　お、怒おこってる！　怖いよ！

「＋[image: ]って私のこと？」

「そうだろうな。イリナは私たちにずいぶん馴な染じんでいるぞ」

　と、イリナが自身に指を向け首をかしげながらゼノヴィアに訊いていた。ま、まあ、そうだろうけどさ。

　フォルネウスは途と端たんにうんざりした態度で言う。

「……その有名人が私の獲え物ものを横取りしようというわけか」

　部長は不機嫌極きわまりない口調で返した。

「……横取りとは聞き捨てならないわね。このウェパル家の者を私たちが保護しようと思っていただけよ。どうやら、怪あやしげな連中に狙ねらわれているみたいだし？　というよりも！　さっきから黙だまって聞いていれば、スイッチスイッチって！　私の胸が赤せき龍りゆう帝てい活性化装置ってどういうこと!?」

　ついに部長が爆ばく発はつしちまった！　部長、そこまで言われてませんって！

　フォルネウスは叫さけぶ。

「そのウェパル家の者は私が先に目をつけたのだ！」

「いえ、私たちが守るわ！」

　部長も負けてない！　にらみ合う両者。なんとなく、お互たがいの眷属同士の間にも妙みような空気が流れ、戦せん闘とうに向けたかまえを取るように──。

　と、そのときだった。

　ザッパーン！　と、海が大きく水柱を立てる！　な、何事だ!?　あ！　海から何かが飛び出てきたーっ！

　空中で何回転もして岩がん礁しように下りてきたのは──頭に王おう冠かん、手に三みつ叉またの矛ほこを持った、ふんどし姿のヒゲオヤジだった！

「海でケンカはいかぁぁぁぁぁぁんっっ！」

　などと、この一帯に響ひびき渡るほどの大声を張り上げる！　なんつー声だ！　耳がキーンってなったぞ！　皆みんなも耳を押さえてた！

「何者だ!?」

　フォルネウスが指を突つきつけると、ふんどしヒゲオヤジは三叉の矛を器用にくるくると回して豪ごう快かいな笑い声を発する！

「ふはははははははははははっ！　天にゼウス、冥めい府ふにハーデス！　誰だれが呼んだか、海の帝てい王おう！　我こそは海の守り神ポセイドォォォォォォンッ！」

『ポセイドン!?』

　その名乗りに俺以外の全員が度ど肝ぎもを抜ぬかれた様子だった！

　部長が驚きよう愕がくの声音を出す。

「ポ、ポセイドンさま!?　ど、どうして、ここへ!?」

「ふははははははっ！　海は我が領域！　各神話体系を相手にテロ活動が頻ひん繁ぱんになる昨今！　パトロールは当然なのだぁぁぁぁああああっ！」

「神自らですか!?」

　部長が驚き、俺も驚いた！

　神さまなんですか、このふんどしオヤジ!?　あ、思いだした！　ギリシャ神話にそんな神さまいたわ！　てか、ドライグにも京都で説明してもらったかも！　俺の必殺技わざの元ネタになったトリアイナ──トライデントこと三叉の矛を持った海の神！

　こ、この方がポセイドン!?　ただの筋骨隆りゆう々りゆうなふんどしヒゲオヤジじゃねぇか！

　まさか、俺が人魚との出会いに感謝した念がこの方を呼んだ!?　いや、そんなこと考えたくもない！

「神だって、安全パトロールぐらいする！　偶ぐう然ぜんここを通りかかったら、悪魔同士のいざこざを発見したのだぁぁぁっ！　仲間内でケンカなぞ、いかん！　いかんぞぉッ！」

　三叉の矛を振ふりかざして怒っているご様子だった。俺たちもフォルネウスたちも突とつ然ぜんの神さま登場に呆あつ気けに取られるしかなかった。

　しかも何やらうんうんとうなずきだして、勝手に話を進行し始めた。

「よくわからんが、そちらの人魚を巡めぐってケンカを始めたのだな？　よぉぉぉぉしっ！　それなら悪魔らしくゲームで勝負をつけたらいいではないかぁぁぁぁぁいっ！」

「「ゲーム!?」」

　部長とフォルネウスがその提案にビックリしていた。

　そ、それって、レーティングゲームってこと？　ゲームで勝ったほうがリリティファさんと接せつ触しよくできると？

「私はまだ正式に参加していないので本格的なものには……」

　そう言う部長の頭を豪快に撫なでて笑うふんどし神。

「ふははははははは！　悪魔のくせに細かいことにこだわる娘むすめだ！　そんなのそれっぽいものでよいではないか！　ようは勝負じゃ勝負！　このポセイドォォォォォンが見届け人として仲ちゆう介かいしようではないかぁぁぁぁっ！　いざ、尋じん常じようにゲームで人魚をゲットしろぉぉぉぉぉぉっ！　ふははははははははっ！」

　テンション高っ！　暑苦しすぎる！　つーか、勝手に決まりつつありますか!?

「キャ、キャプテン！　とんでもないことになってきましたよ！　どうするんですか!?」

　フォルネウス側も当とう惑わくしているようだが……。

「うぬぬぬぬ……！　ポセイドンさままで登場されては引くにも引けんし、引く気もないのだが……！　よーし！」

　フォルネウスは意を決したのか、部長に挑ちよう発はつしだす。

「グレモリーの娘め！　そのウェパル家の人魚をどちらが手に入れるか勝負といこうではないかっ！」

　挑発された部長は大きく息をついたあと、覚かく悟ごを決めた面おも持もちで叫んだ。

「何やら、すごいことになってきたけれど、売られたケンカは買うわ！　この子は私たちが必ず保護する！　さあ、やりましょうか、ゲームを！」

　おおっ！　なんだか、勝手に決まっちまった！

「……私、どうなるんでしょうか？」

　不安げなリリティファさん。

「……ま、なんとかなります」

　小猫ちゃんはそう言いながら持参のおやつ──バナナを食べていた。

　かくして、ポセイドンさまが見届けるなか、グレモリー対フォルネウスという予想外の一戦が始まろうとしていた！




　　　　─○●○─




　移り変わって海上。

　俺たちは複数人が乗れるヨットの上でそのときを待っていた。前方には大型帆はん船せん！

　両陣じん営えいの仲を取り持つポセイドンさまは、でっかい亀がめの上でリリティファさんと一いつ緒しよにいた。その近くには天使の羽を広げて空に浮うくイリナ。眷けん属ぞくじゃないので見学となった。

「がんばって、皆！」

　応おう援えんをくれるイリナ。はいはい、がんばりますよ……。

「このポセイドンが合図を出したら戦闘開始だ！　ルールは簡単！　全ぜん滅めつしたほうの負け！　殺し合いにならぬようその辺だけは気をつけいっ！」

　と、ポセイドンさまは声高々に説明をくれた。

　……俺の夏を取り戻もどす海水浴だったはずが、一転してバトルモード。ふふふ、悪あく魔まって本当に大変ですよね。

「うーんうーん……海は嫌いやですぅ……」

　いまだ体調の悪いギャスパーはヨットの隅すみで段ボール箱に入りっぱなし。正直、今回は戦力にならんだろう。小猫ちゃんが「……だいじょうぶ、ギャーくん？」と、うちわであおいであげていた。

「海水浴でほどよく体もほぐれたし、暴れるぞ」

「やれやれ、僕たちはどこにいっても戦闘ばかりだね」

　やる気十分のゼノヴィアと苦笑いしている木場。二人の『騎士ナイト』は水着姿で剣けんを抜き放ち、いつでもＯＫな臨戦態勢だった。

「はぁ……。この戦闘、私に何か利益あるのかしら……。このお天てん道とうさまだと、お肌はだが荒あれそうで怖こわいんですよね」

　日ひ傘がさを差しながら嘆たん息そく気味なのはロスヴァイセさん。明らかにやる気が感じられないよ！

「うふふ、どうやってあの船壊こわそうかしら」

　Ｓな表情で危険な笑えみを見せるのは朱乃さん！　久しぶりにクラッシャーな部分が見えてますよ！

「イッセーさん、私はどうしたら？」

　怪け訝げんな様子のアーシア。俺は彼女の頭をなでながら、「ま、うちのオフェンス陣に任せておけばなんとかなるよ」と言っておいた。相手がよほどの使い手でもなければ、マジでなんとかなるだろうし。

　各おの々おのにテンションの上下がある俺たちグレモリー眷属を見たフォルネウスが言う。

「グレモリーの乳デカ娘！　我が眷属は海上でのバトルに秀ひいでた猛も者さ揃ぞろいよ！　怖くなったら帰ってもいいのだぞ！　乳がデカくても小娘だろうからな！　ぐはははははは！」

　大だい胆たん不ふ敵てきに高笑いするフォルネウス。部長は──ぷるぷると全身を怒いかりに震わせていた！　怖い！　濃のう密みつで危険な色のオーラを全身から[image: ]ほとばしらせてるよ！

「……あのチョウチンアンコウ、滅めつするわ！」

　ひぃぃぃぃぃっ！　なんて鬼おにの形相！　紅べに色の髪かみがオーラと共にうねうねと不気味にうごめいていた！

「イッセー！」

「は、はいぃぃ！」

「容よう赦しやしなくていいわ！　禁手バランス・ブレイカーになって、どデカいドラゴンショットをお見み舞まいしなさい！」

「イエスマム！」

　と、返事するしか選せん択たく肢しはなかった！　ええい、ままよ！　俺もロスヴァイセさん同様、若じやつ干かん乗り気ではないが、かわいい人魚さんがあの怪かい人じんに破は廉れん恥ちな真ま似ねをされてはエロ学生的におもしろくない！

「とりあえず、ぶったたくか！」

　気合も入れたところで、ポセイドンさまが大声を張り上げた。

「はじめーいっ！」

　ドォォォンッと開幕の一声と同時に帆船の大たい砲ほうから弾たまが発射される！　弾は近くの海面に着ちやく弾だんして、大きな水柱と水しぶきをあげた！

「船の大砲とは……！　祐ゆう斗と、ゼノヴィア！　突とつ貫かんよ！」

　部長の豪快な指示に二人とも「了りよう解かい！」と応じて悪魔の羽を生やして、敵の船に飛びこんでいく！　空中から剣の波動を撃うちだして船の破は壊かいを始めた！　部長もヨットから魔ま力りよくの弾を撃ち込んでいる！

　ドゴォォォォンッと大きな破は砕さい音を立てて、船が破壊されていった！　帆ほ柱ばしらが易やす々やすと折れて、海かい賊ぞく旗きが一いつ瞬しゆんでボロボロとなっていく！

「ぬがぁぁぁっ！　私の大事なフライング・ダッチマン号がぁぁぁっ！」

　フォルネウスもご自じ慢まんの船を破壊されて、目玉が飛び出るほど驚おどろいていた。

「おのれ！　やれぃぃぃぃっ！」

　フォルネウスがサーベルを上空の木場とゼノヴィアに向ける！　すると、下げ僕ぼくの眷属悪魔たちが手を突きだした！

「水よ！　蛇へびとなって奴やつらを咬かめ！」

　剣士風の下僕Ａの剣から撃ちだされた水の波動が蛇の形となってゼノヴィアに向かう！

「はっ！　いでよ、烈れつ風ぷうの魔ま獣じゆう！」

　魔法使い風の下僕Ｂは自分の影かげからモンスターを召しよう喚かんして、木場へ旋せん風ぷうを撃ちだすよう命じる！　水と風の攻こう撃げきってのは海賊にお似合いかもね！

「この程度で！」

「あまいね！」

　二人とも難なく対応して、船上に降り立ち、剣で素す早ばやく相手を切り払はらってしまった！　フォルネウスの下僕たちは為なす術すべもなく、倒たおれ伏ふしてしまう！　当たり前だが、殺してはいない。峰みね打うちってやつだ。こんな奴らでも殺したら御お家いえ間で問題になりそうだもんな。

「二人とも離はなれて！」

　朱乃さんの声を聞き、木場とゼノヴィアが再び翼つばさを羽ばたかせて空に飛ぶ。

　そこへ──。「カッ！」と天空で雷らい光こうが走る！

　そして特大の雷かみなりが帆船に落ちた！　大きな船は一瞬で雷に包み込まれて、あちらこちらから煙けむりを上げ始める！　いまの一撃で相当な被ひ害がい出てるぞ！　炎ほのおも上がってるし、船の上にいた相手の眷属たちがまともにあの雷撃を食らって丸まる焦こげになってるもん！

　雷撃が船に当たる寸前に海へ逃にげ込んだ残りのフォルネウス眷属もロスヴァイセさんの追撃魔法を食らって気を失い、海にぷかぷかと浮いてしまった。

　うーん、やっぱり、うちのチームは強いわ。

「俺が禁手バランス・ブレイカーになる前に終わっちゃった……？」

　なんて思っていたら……船の上に怪人フォルネウスがいない!?　姿がまるで見あたらないぞ！　朱乃さんが放ったいまの一撃でやられていたら、船の上に倒れているはずだ！

　きょろきょろと俺と部長が相手の行方ゆくえを捜さがしていたら──。

「きゃーっ！」

　女性の悲鳴があがる！　見れば人魚のリリティファさんが巨きよ大だいなタコだかイカだかの足に巻かれていた！

「ぐはははははははっ！」

　あの下品な笑い声！　ザパーン！　と水柱を立てて登場したのは巨大なイカらしき怪物と、その怪物の頭上に立つフォルネウス！

「こいつは我が忠実なる使い魔、クラーケン！　海の魔物よ！　ぬふふふ、この人魚はもらい受けるぞ！」

「フォルネウス！　ポセイドンさまの前でリリティファに手を出すなんて万死に値あたいするわ！」

　部長の言う通りだ！　って、なんでポセイドンさまもリリティファさんを黙だまって奪うばわれているんだよ！

　抗こう議ぎしようとポセイドンさまのほうを見やれば──。

「ぐごごごぉぉぉぉぉ……」

　立ったままいびきかいて寝ねてるーっ!?　亀の上で立って寝てるよ、この海神さま！

「お疲つかれの様子ね。神の仕事も大変だわ」

　部長、それでＯＫなんですか!?

「神が見ていないので隙すきありということだ！　こんなふうにな！」

　フォルネウスがクラーケンに指示を出すと、巨大なイカの足の数々がグレモリー眷属の女子をぐるぐる巻きにしていく！　ついでに空中にいたイリナまで捕つかまった！

「いやぁ……」

「くっ！　ぬめぬめする！」

　クラーケンの足を気味悪がる涙なみだ目めのアーシアと、顔を引きつらせているゼノヴィア。

「あらあら、水着が……」

　朱乃さんが言うように女子の水着が足のぬめぬめにやられて、取れていくーっ！　乳が！　尻しりが！　ぬるっとずれて、すごいことに！

　ぶーっ！　噴ふき出る鼻血！　クラーケン先生、いい仕事しますね！

「僕は見ません。僕は見ません」

　紳しん士しの木場は視線をずらしていた。ムッツリのくせにいい子ぶりやがって！

「イッセー！　カウントが終わっているなら、このクラーケンごとフォルネウスを倒しなさい！」

　部長が生乳をぶるんと出しながらも俺に指示をくれる！　乳に目がいってしまいがちだが──。

「了解です！　おりゃぁぁああっ！　禁手化バランス・ブレイク！」

　俺は素早く鎧よろいを装着し、両手に魔力の一撃を生みだす！　そして──！

『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブースト!!』

「ドラゴンショット・海版！」

　内容的には特に変へん更こうはない技わざ名を叫さけんでクラーケンへどデカい魔力の塊かたまりを撃ちだした！

「なんてデカさの魔力弾だっ！」

　驚きよう愕がくするフォルネウスごと、俺の特大ドラゴンショットはクラーケンにぶち当たった！

「ぎゃぁあぁぁぁっ！」

　チュドォォォンッと大きく海を弾はじけさせて、クラーケンは海のもくずとなって消えていったのだった。空中に投げ出された人魚さんをヨットの上でうまくキャッチする俺。

「お嬢じようさん、だいじょうぶですか？」

　決め顔でカッコ良く言うと、リリティファさんは顔を真っ赤にして、「はい……」と返してくれた！　かわいい！　人魚最高じゃねぇか！

　うふふ、フォルネウスもいまの一撃で海にぷかぷかと浮ういていた。あ。あの眼帯、噓うそだったんだな！　隠かくしてたほうの目、ケガも何もないじゃないか！　海賊の真似事して楽しんでいたんだな！　なんて悪わるだ！　倒して良かった！　人魚さんも無事だし！

「一件落着。よし、リリティファさん、俺と一いつ緒しよにあの浜はま辺べに戻もどりましょう。一緒にボール遊びでもしましょうよ」

　と、誘さそう俺だが……。

「……イッセー？」

　背後から部長の声が。振ふり返ればボロボロの様子のグレモリー眷けん属ぞく女性陣じんが！　皆みんな、水着が消し飛んで手で大事な部分を隠していた！

「最後の一手を決めてくれたのはいいけれど」

「私たちをおいて、人魚ちゃんと仲良くしているなんて」

　ニコニコしながらも危険なオーラを[image: ]らせている部長と朱乃さん！

「……せっかくの水着がおじゃんだ」

「あーあ、私も巻き込まれちゃった」

「うぅ、酷ひどいです、イッセーさん」

「水着を弁べん償しようしてもらわないと……」

　ゼノヴィア、イリナ、アーシア、ロスヴァイセさんも不満の声をあげていた！　あれ？　あれれれれれ？　皆、俺に負のオーラを向けてないか……？

　人魚さんを抱だっこしたまま、この場をおそるおそる離れようとしたが、がっしりと小猫ちゃんに腕うでをつかまれてしまった！

「……お約束なんで、とりあえず、やられてください」

「そんな殺せつ生しようなーっ！」

　お約束な愛のムチを受けることになった俺！

　そんなこんなでフォルネウス戦を制した俺たちは、ウェパル家の末まつ裔えいの保護に成功したのだった。




　後日、冥めい界かい政府の正式な保護を受けることになったリリティファさんは、本人の希望もあり、グレモリー領にある湖でひっそりと暮らすこととなった。冥界は海ないもんな。

　人魚のレポートも取れたことで、オカルト研究部でのＵＭＡ記事と冥界での単位、両方ともうまくいきそうとのことだった。

　そういや、ポセイドンさまはいつの間にか消えていた。……何をしに来たんだ、あのふんどしヒゲオヤジ！

「……先せん輩ぱいは変人に好かれやすい。この場合は変神？」

　小猫ちゃん！　シャレにならないよぉぉぉぉぉおっ！　ポセイドンさまを呼び寄せたのも俺のせい!?　とほほ……。俺、変神も呼びやすいのかな？







　　　Life.2　生徒会の所存







　とある日の放課後。修学旅行から少し経たった頃ころの話だ。

　将しよう棋ぎ部の部室前に立つ俺こと──兵ひよう藤どう一いつ誠せいと、生徒会女子の面々。

「ご用改めである！　生徒会だ！」

　俺がそう叫びながら勢いよく部室の扉とびらを開け放った。

　なかでは半はん裸らで将棋をさす男子部員の姿が！

「噂うわさは本当だったか！　脱だつ衣い将棋なんていかがわしいことは生徒会が許さん！」

「ま、待ってくれ！　これには理由が！」

　俺たちの突とつ然ぜんの登場に慌あわてふためいたメガネ男子が言い訳をしようとするが、俺と生徒会女子メンバーは容よう赦しやなく半裸の男子部員どもをとっちめる！

「言い訳は聞かん！　生徒会室まで同行願うぞ！」

　と、まあ、俺はなぜか生徒会の仕事をしていた。

　なぜって？　いやはや、いろいろあったんですよ……。







　遡さかのぼること数時間前。放課後──オカルト研究部の部室にて。

「兵藤くんを貸していただけないかしら？」

　突然の来訪者は開口一番にそう切りだしてきた。──ソーナ会長だった。

「突然どうしたの？」

　怪け訝げんそうにうかがう部長。

　会長はソファに座り、朱あけ乃のさんの淹いれた紅茶を一口含ふくんだあとに話し始めた。

「サジが風か邪ぜをひきました。悪あく魔まのかかるタイプのものです。しかもドラゴンがひく風邪も併へい発はつしました」

「……以前、イッセー先輩がかかったやつですね」

　俺の膝ひざ上うえに座る小こ猫ねこちゃんがそう言う。あー、あれか。あれには参ったね。辛つらくて何もできなかった。世の中広いもので、悪魔やドラゴンしか感かん染せんしない風邪もあるんだ。

「あらあら。部長と会長がごひいきにされている共通卸おろし業ぎよう者しやさんからまたうつったのでしょうか？」

　朱乃さんが頰ほおに手をやりながら心配げにそう言う。そういや、そういう経けい緯いで俺は風邪をひきましたね。へー、会長のところも部長と同じ悪魔アイテムの業者を使っていろいろ仕入れているんだな。俺のようにそこからうつった？

「原因は現在究明中ですが、サジが動けないのが現状です」

　いつも気合いっぱいに学園を走り回っていたあいつもさすがに風邪には勝てなかったか。あの風邪、マジで辛いもんな。

　会長はメガネを光らせると俺に視線を向けながら言った。

「そこで、兵藤一誠くんを貸していただこうと思ってここに来たのです」

　……匙さじの代わりってこと？　疑問に思う俺だが、会長は話を続ける。

「単純に言うと、男手が足りないと言ったところでしょうか。まあ、私たちは悪魔ですから人間の女生徒と比べると力はあります。けれど、日常の学校生活でその点を隠していた私たちが、サジがいなくなった途と端たん、突然力持ちになって作業をしていては不自然な面があります」

　確かにそうだ。悪魔のパワーを隠して日常生活を送っていたのに、男手の匙がいなくなったら女子の腕わん力りよくが上がって力作業をこなしていたんじゃ、不自然すぎる。

「そこで男手の代役として兵藤くんに少しの間だけ生徒会の仕事にご協力願えないかと思ってここに来たしだいです。生徒会の裏事情──悪魔のことを知っていて、活動もしやすいという点もあります」

　男手を頼たよるなら同じ悪魔のオカルト研究部ってことか。

　部長がそれを聞き、俺と、木き場ば──ギャスパーを見み渡わたした。

「ギャスパーでは……見た目、パワーが無さそうね」

「ひ弱でゴメンなさいぃぃ！」

　部長の無情な一言にギャスパーが謝っていた。今度鍛きたえような、ギャスパー。

「でも、祐ゆう斗とではダメなの？」

　部長の問いに会長は淡たん々たんと答える。

「木場くんだとうちの一部眷属女子が自然に仕事をこなせないかもしれません。極きよく端たんな話、風紀が乱れる可能性もあります。木場くんを疑っているわけではありません。うちの女子がいささか問題を起こしそうなのです。教育はしていますが、それでもまだ彼女たちは女子高生です。ハメを外したくなる衝しよう動どうが働くかもしれません」

　そういや、シトリー眷属には木場のファンが何人かいたな。憧あこがれの木場が近くにいちゃ冷静に仕事ができないかもしれないと会長は思ったのか。

　木場もそれを聞いて「まいったね」と苦笑いしていた。クソ！　うらやましい悩なやみをお持ちでよろしいですね！

　会長の視線が再度俺に向く。

「そこで安全な兵藤くんです。ギャスパーくんよりも力強く、木場くんよりも風紀が乱れそうにありません」

「……でも、イッセー先輩はエロエロ」

　膝上の小猫ちゃんから容赦ない一言！　はい！　小猫さまの言う通り、俺はエロエロですよ！

　会長もうなずいた。

「それは重々承知です。けれど、私は問題ないと思っています」

　…………。よ、予想外の答えに俺は驚おどろいた。会長が俺を推おしてくれた？

「あら、イッセーへの信しん頼らい度どが高いわね」

　部長が意外そうにそうつぶやく。

「ええ、あなたが選んだヒトだもの。私は信じるわ」

「なっ……なななな……何を突然言うのよっ！」

　ソーナ会長の一言を聞き、途端にお顔を真っ赤に上気させる部長。……何事？　なぜにお顔が真っ赤に？

「でも、イッセーくんならきっと生徒会の力になれると思います。彼、こう見えてもとても生き真ま面じ目めなので」

　にこやかにそう言う木場。「こう見えても」は余計だ、この野や郎ろう！

　部長は息を整えたのちにうなずいた。

「……わ、わかったわ。イッセー、ソーナの助けをよろしくね」

「はい！　では、よろしくお願いします、会長！」

　会長が微び笑しようを浮うかべる。

「ええ、こちらこそ、よろしくお願いします、兵藤一誠くん。ありがとう、リアス。彼を借ります」

　俺としても生徒会の手助けはやぶさかじゃない。いつも世話になっているところだし、会長は部長のお友達だ。困ったときはお互たがい様ということでお手伝いします！




　　　　─○●○─




　──と、生徒会室に着いた早々、俺は匙の席に座らされて、会議に参加することとなった。

「では、臨時の会議を始めたいと思います」

　会長がそう言うと、俺に視線を送り一言漏もらす。

「先に言っていたように病欠のサジに代わって、オカルト研究部の兵藤一誠くんに男手を借りることになりました。不慣れなことが多いでしょうが、学園祭も近いので兵藤くんと力を合わせるように」

「「「「「「はい」」」」」」

　静かな返事。部屋もしんと静まりかえっていて、オカ研の雰ふん囲い気きとは真逆だ。あっちは皆みんなで和わ気き藹あい々あいと談だん笑しようしてたもんな。

「よ、よろしくお願いします！」

　俺も立って一礼したあと、素す早ばやく座った。緊きん張ちようするぜ！　何この真面目な空間は！　室内を見渡してみても無む駄だなものが一いつ切さいない。メンバー分の机と椅い子す、書類を収める棚たな、ホワイトボードがあるぐらいだ。机の上も整理整せい頓とんがされていて散らかっている様子もない。

　あとはあまり使われていなさそうな薄うす型がたテレビが一台とパソコンが数台。いちおう、お茶用具一式は揃そろってはいるが……。お菓か子しはなさそうだ。

　メガネに長い黒くろ髪かみの副会長──真しん羅ら椿姫つばき先せん輩ぱいが立ち上がると、ホワイトボードの前に『僧侶ビシヨツプ』の一人──おさげをした二年の草くさ下かさんが立った。

　真羅先輩が書類を読みあげる。

「それでは、学園祭での各部活の活動予定をまとめたいと思います」

　その一言を聞いて、草下さんがホワイトボードにマーカーを走らせていく。

　皆も手元の書類をめくりだした！　お、俺も急いで手元の書類を広げる！

「まずはスポーツ系の部活からいきます。野球部ですが──」

　こうして、俺とは最高に縁えんの遠かった凄すさまじく真面目な会議が始まった！







　三十分後──。

　…………。お、終わった！

　会議を終えた俺はテーブルに顔を突つっ伏ぷし、息をついていた。

「ふはー……こんなに緊張する会議もないな……」

　オカルト研究部でも会議はするし、場合によっては緊張する場面もあるが、ここまで下腹が痛くなりそうなものはなかった。ちょっとした筆記ミスでも咎とがめられそうな雰囲気はたまらないものがある！　……匙はこんな会議をいつもしているのか。あいつ、すげえな。

　メンバーは会長を含めほとんどが次の仕事のため、生徒会室をあとにした。残ったのは俺を含め数人。

　ウェーブのかかった長ちよう髪はつをした二年の『僧侶ビシヨツプ』花はな戒かいさんと、長い髪をふたつに縛しばった一年の『兵士ポーン』仁に村むらさんが退室際ぎわに──、

「元げんちゃんの代わりなんですから、きちんとこなしてくださいね」

「匙先輩の代わりをよろしくお願いします。さぼったらダメですよ？」

　と、念を押された。うーん、匙の野郎、眷けん属ぞくの女子に信しん頼らいされてんな。

　長身の女子──『戦車ルーク』で二年の由ゆ良らさんが俺の肩かたを叩たたいた。そのうしろには『騎士ナイト』で二年の巡めぐりさん。由良さんが言う。

「兵藤、さあ、行こうか」

「い、行く？　どこに？」

　問う俺。どこに行くのさ？

　中身の入った竹刀しない袋ぶくろを手に持つ巡さん。キリッとした目つきで言った。

「見回りと雑務処理よ。元ちゃんの仕事分、キッチリやってもらうわ」

　……どうやら、脳みそ使ったあとは肉体労働らしい。

　俺と由良さんと巡さんの三人で放課後の校内を見回ることになったが……。二人ともキレイな姿勢で歩くので俺もそれに合わせて背筋をピンと伸のばした。

　……こ、これは予想以上に疲つかれるかも。

「兵藤は頭を使うのは苦手だろう？　私も苦手なんだよ」

　由良さんがぶっきらぼうにそう言う。この娘こ、見た目が美少年だからか口調も男っぽいところがある。ゼノヴィアっぽいな。背の高いゼノヴィア？　でも、由良さんもキレイだよな。

「ま、由良さんのお察し通り俺は肉体系のほうが合うけどね」

　由良さんの言うことに同意した。雑務や書類作業より体動かすほうが楽だ。

「いい返事だね。というわけで物運びなどをこなそう。それと、私のことは由良でいいよ」

　なるほど、物運び。わかりやすくていいや。って、生徒会はそんなことまでやるんだな。

　由良さ……由良と巡さんと共に俺は職員室の先生の命令を受けて、荷物を指定の場所に運びまくった。







「よし、これでいいかな」

　大量の荷物の運うん搬ぱんも終わり、由良は息をついていた。俺もひと休み。別段疲れ切ったわけじゃないが、生徒会の仕事をしているってだけでやけに気疲れするような気がする。誰だれかに見られているからだろうか。臨時とはいえ、生徒会の一員だから変なこともできないって緊張感がまとわりついて仕方ない。

　肩やら腕うでをほぐす由良と巡さん。由良が俺に言った。

「さて、ここからが本番だよ」

「本番？」

　怪け訝げんそうにうかがう俺に由良は不気味な笑えみを浮かべた。

「私たち体を使うメンバーはここからが勝負なのさ、兵藤。さあ、各部活の部室へ行こうか」

　巡さんが続ける。

「各部活で不ふ穏おんな噂うわさが流れたらそれを確かく認にんしに行くのも生徒会の役目なの。特に今回は学園祭前だからね。学園祭で不正なことをしそうな部活も事前に見回らないといけないわ」

「こういうのは抜ぬき打ちが一番効くんだよ。ふふふ、まずは文化系から調べてみようかな」

　なんだか、妙みように楽しげな由良。巡さんが嘆たん息そくする。

「彼女、こういうの好きだからねー」

　そ、そうなんですか。うちの部活も文化系だけど、生徒会的に大だい丈じよう夫ぶなのかな？

　そんなわけで俺は由良と巡さんのあとについていき、文化系の部活に抜き打ちの殴なぐり込みをすることになる。

「生徒会だぞ！　ご用改めだ！」

　と、宣言しながら──。




　　　　─○●○─




　──で、冒ぼう頭とうに戻もどる。

　俺は由良と巡さんと共に文化系の部活に抜き打ち訪問をしていた。良くない噂のある部にいってみると──まあ、これが見つかる見つかる。冒頭の将しよう棋ぎ部もそうだが、学園祭を前にして規則破りが密ひそかに横行していた……。

　お、俺たちも言える立場じゃないが、他ほかのところも結構好き勝手にやっているよな。

　スポーツ系の部活にも抜き打ちで訪問してその場で拘こう束そく。逃にげだそうとした者もいたが、俺たちが素早く捕ほ縛ばく。巡さんも携けい行こうしていた竹刀で打ち込んでいた。

　……常人じゃ俺たち悪あく魔まに勝てるわけないもんな。

　その後、顧こ問もんの先生に報告して訪問は終わる。生徒会の訪問には抵てい抗こうしても無駄なことが大半の生徒はわかりきっているようで由良と巡さんの姿を見た瞬しゆん間かんに諦あきらめモードで絶望しきった奴やつらが多かった。まあ、たまに抵抗してきたり、逃げたりするんだけどね。

　俺を見て「匙じゃないのか！」と驚おどろく奴もいたけどね。今日は匙の代わりなんだ、悪いな皆。……あとで恨うらまないでくれよ！

　こういうのは定期的にやるのはダメらしく、抜き打ちが一番らしいんだ。週一、月一と日を決めてしまうと、その日だけきちんとして、それ以外で彼らはだらける。生徒会は突とつ然ぜん来るという認識を植え付けることが大事なのだと由良と巡さんは語った。

　しかし、由良が楽しいと言っていたことが俺も少しだけわかった。

　いや、この気持ちが由良と同様のものかは知らないが、生徒会の看板を掲かかげて他の部活の不正を暴あばく仕事はなんていうか、快感を覚える！　権力を持ったがゆえの強みといえばいいんだろうか。

　よくない感情かもしれないが、俺はこの生徒会パワーがちょっとだけ楽しくなってきたかも！

　次は漫まん画が研究部だった。

「漫画研究部は裏でいかがわしい漫画を一般生徒によく見せているようだよ」

　と、由良が言う。

　そ、そんなエロい噂、駒く王おう学がく園えんのエロ情報に詳くわしい俺でも聞いたことなかったぞ!?　松まつ田だと元もと浜はま、その他エロネットワークを共有する連中も知らなかったのでは？　……恐るべし生徒会！　凄まじい情じよう報ほう網もうだ！

　去年の学園祭でも裏展示会を開いていたようで、即そく売ばい会かいになっていたと聞く。学園祭でのエロ漫画即売会なんてとんでもないな。……俺も見たい買いたい！

　と、まあ、生徒会は「今年もやるのではないか？」と目を光らせているわけだ。

　新校舎三階の奥まった場所にある漫画研究部の部室に足を運ぶ。扉とびらの前に立ち、由良が俺と巡さんに目配せしてうなずいたあと、扉をノックした。

　少しして中から、「はーい」と声が聞こえて扉が開かれる。

　メガネをかけた男子が由良と巡さんを見た瞬間に「ゲッ！　生徒会！」とビックリした声を出した。すると中の連中も慌あわてだしたようだった！

「まずい！　隠かくせ隠せ！」

　と、漫画部の奴らが何かを慌てて隠そうと──。

　由良がメガネ男子を押しのけて叫さけんだ。

「生徒会だ！　ここでいかがわしい漫画が製作されて、一般生徒に流る布ふしていると聞いて参上つかまつった！」

　ズカズカと部室を進む由良。それに俺と巡さんが続く。由良が部長らしき女子に指を突きつけた。

「漫画を検分させてもらうぞ。さあ、部室内の漫画をすべて出してもらおうか」

「……いいわ」

　漫画部の部長は渋しぶ々しぶ応じて、あごで部員に指示を出した。部員たちが恐おそる恐る原げん稿こうを提出してくる。

　俺たち三人はそれをひとつひとつ手に取って確認していく。熱血少年漫画から萌もえ四コマ漫画、少女漫画もあった。しかし──。

「……普ふ通つうの漫画だ」

　それが由良の感想であり、俺の感想でもあった。うん、普通の漫画だ。高校生にしちゃうまいと思う絵え柄がらだし、お色気描びよう写しやぐらいはあったけど、露ろ骨こつなエロエロ作品はなかったぞ？　結構、エロエロなのを期待してたんだが……。漫画部の悪い噂はウソだった？

　と、女子部員たちと巡さんが話している声が聞こえてくる。

「ど、どうして野や獣じゆうの兵藤が……？」

「うちの匙元げん士し郎ろうが風か邪ぜなのよ。だから、彼は匙の代わりとしてオカルト研究部から出張中なの」

「そこは木場きゅんじゃないの!?」

「それはそうなんだけどね」

「抜き打ちの訪問者が木場きゅんならどんなに良かったことか！」

　慟どう哭こくする女子部員たち！　すみませんね、俺で！　これでも会長のお墨すみ付つきをもらっての助すけっ人となんですよ！

　漫画の確認も済んで、手持ち無ぶ沙さ汰た状態の俺たち。漫画部部長の顔もやけに安あん堵どに包まれている。

「ほら、何もなかったでしょう？　ささ、帰ってちょうだい」

　漫画部の部長が俺たちに手をシッシッと忌いま々いましそうに振ふってくる。

　何も見つからず、生徒会の誤認ということで決着しそうだったとき──巡さんの目が光った。床ゆかに置かれた一台のパソコン本体に興味を示した。

　それに近づき、あごに手をやる。

「むむ、翼紗つばさ。ここ怪あやしいかも。このパソコン周辺のホコリにだけ何かを動かしたあとが残ってるわ」

　と、由良を呼ぶ巡さん。あ、由良って翼紗という名前なのか。由良はそれに応じて、パソコンの本体を調べていく。確かにそのパソコン周辺だけホコリの状態が若じやつ干かんおかしいけど……。

「そ、そこは……！」

　部員の一人が悲鳴をあげた。それを漫画部の部長が「バカ！」とたしなめる。これは怪しい！

「その反応……、兵藤！　そいつらを止めておけ！」

「わ、わかった！」

　由良に言われ、俺は部員たちの前に立って、由良と巡さんの調査の盾たてとなる！

　パソコンのカバーが外れ、そのなかから薄うすい本が何冊も現れた。おおっ、こんなところに本が隠されていたとは……！　巡さんの観察眼は鋭するどい！　これが生徒会パワーか！

「いやー、止やめてぇぇぇぇっ！」

　悲鳴をあげる漫画部の部長！　由良は本をチェックしていく。

「……この本を隠していたのか。どれどれ……これは！」

　チェックした由良が本の中身を全員に見えるように突つきだした。

「見つけたぞ、漫画研究部！　これが噂の証しよう拠こだな！」

　そこに描かれていたのは──俺と思われるキャラと木場と思われるキャラが、くんずほぐれつのエロエロ行こう為いをしている漫画だった！　なんじゃこりゃぁぁぁぁぁあああっ！

　俺はあまりの内容に由良から薄い本を奪うばって、ガン見した！　……お、俺と木場がホモホモしいことをしているよ！

　題名には『野獣兵藤×木場きゅん15』と書かれていたっっっ！　15!?　15って、これはナンバリングですか!?　15冊目だと!?　15冊もこんなのが作られていたのか！

　衝しよう撃げきを受ける俺をよそに由良が漫画部に詰つめ寄る。

「明らかに同性愛による性せい描びよう写しやだ。学園の規則に反する漫画だね」

　それを聞いて漫画部の部長が開き直りとも言えることを口走りはじめた。

「表現の自由を奪うつもりなの!?　き、規制反対よ！」

「描くなとは言わない。ただ、これを一般生徒の目に触ふれるようなことをしないで欲しいだけよ」

「で、でも、駒王学園の多くの女子がこれを……野獣とイケメンの愛を待っているのよ！」

　そんな情報、聞きたくもありませんでした！　マジかよぉぉぉぉぉっ！　俺と木場のそういう漫画が駒王学園のなかでまかり通っていたと!?　しかもシリーズもので15冊も！　どんだけ人気作なんだよ！　需じゆ要ようありすぎだろう！

　俺と木場の関係をそういう腐くさった視点で見ておられる女子が一部にいるとは知っていたが、まさか漫画部が漫画にして、それが人気作になっているだなんて……！

　なるほど、エロエロな本が学園で横行していたという情報が俺のもとに届かないわけがわかった。ＢＬ本なんて俺の管かん轄かつ外だから、耳に入ってくるわけがねぇ！　きっと、女子の耳にだけ届いていたんだろう！　なんてこった！　知りたくもなかった裏の事情をいま知っちまったよ！

「何はともあれ、これらは没ぼつ収しゆうだ。顧問の先生にも報告させてもらうからね」

　由良がそう言いながら、薄い本を取り上げていく。ああ、バンバン取り上げていってくれ。もう、燃やしてもいいから。

「くっ……！　無念だわ！　まさか、今年の春からの人気シリーズが15冊目にして権力に屈くつするなんて！」

　涙なみだを流して床に座り込む漫画部部長。他の部員たちも悔くやし涙を浮うかべている様子だった。

　その漫画部の部長が俺に言ってきた。

「お願い！　ひとつだけ教えて！　そうすれば悔くいはないから！　兵藤くん！　私の質問に答えて！」

「えーと、なんスか？」

「実際のところ、あなたと木場きゅん、どっちが攻せめでどっちが受けなの!?　真実が知りたい！」

「知るかぁぁぁぁぁぁっ！」

　滅ほろべＢＬ製作部！　と、心のなかで強く思う俺だった。

　マジでカンベンしてくれ……。







「はぁ……。楽しいような、辛つらいような……」

　俺は生徒会室から一番近い男子トイレの手洗い場でどんよりとしていた。

　……生徒会の仕事、楽しい面もある。けど、知りたくもない事情を知ってショックを受けることもあった。うーん、まだ今日の放課後は終わらないわけで……。

　まあ、今日は匙の代わりなんだ、もう少しがんばってみよう。

　──と、トイレから出たときだった。メガネと長い黒くろ髪かみの真羅副会長と出くわす。

「あら、兵藤くんではありませんか」

「あ、これは副会長」

　会長以上にクールな先せん輩ぱいなんだよな。すごい美人なんだけど、怖こわい。俺が苦手な部類だ。

「生徒会の仕事はきちんとこなしているようですね。私は匙の代わりができるか多少心配だったのですが……」

「そ、それはどうも……」

　いまいち信用されていない？　副会長のメガネがキラリと光る。

「兵藤くん」

「は、はい」
















「あなたは悪あく魔まとして優ゆう秀しゆうだと思います。あのロキや京都での一戦もくぐり抜ぬけるほどの強つわ者ものです」

　あ、褒ほめられた。ちょっと意外。などと思っていたのも束の間、眉み間けんにしわを寄せて副会長が言った。

「しかし、性せい欲よくが強いのはいかがなものでしょうか。男子高校生として、そこは健全に心身を育はぐくむべきだとは思いませんか？　性欲を高めて技わざを開発するなどと、愚ぐの骨こつ頂ちよう。あなたも上級悪魔の眷けん属ぞくとして連なるのなら、主あるじの手前、もっと誠実に、賢けん明めいにしていくのが道理だとは思いませんか？」

「は、はぁ……」

　俺に対してとても不満があるようだ……。ていうか、真羅先輩は典型的な優等生、委員長タイプだな。こ、これは浮いた話とは無む縁えんの女性っぽいな。彼氏とか絶対にいなそうだし。

「だいたいグレモリー眷属は主のリアスさんからして大だい胆たんというか、朗ほがらかすぎるというか、眷属を自由奔ほん放ぽうに解き放ちすぎている面が多分にありますし、眷属のほうもあなただけじゃなく──」

「おや、イッセーくんと……真羅先輩」

　マシンガントークが止まらない真羅先輩と、それを真っ正面から食らっている俺のもとにイケメン男子が現れる。

「あ、木場」

　そう、木場だった。こんなところで会うなんて奇き遇ぐうだな。

　なんて思っていたら、真羅先輩が突とつ然ぜん声を上ずらせた。

「き、き、き、木場きゅ……、お、おほん！　木場祐斗くんではありませんか。こちらにはどういうご用で？」

　声を直したものの、かなり動どう揺ようしているのは見て取れる。……こ、これは新しん鮮せんな反応だな。

　木場は苦く笑しようしながら言った。

「いえ、イッセーくんが心配になりまして、新校舎での用事をこなしたついでに様子だけでも見に来ようかなと思ったしだいです」

　相変わらず律りち儀ぎな奴やつだ。そんなに俺が心配だったのか？

　真羅先輩は無理矢理笑え顔がおを作りながら言う。

「そ、そんな心配なんていりませんよ？　兵藤くんはとてもよくやっています。生徒会は大変助かってます！　本当、オカルト研究部の男子は力強くて頼たよりになりますね！」

　……真羅先輩、さっきと言っていること違ちがいませんか？　つーか、明らかに木場が登場してから様子が変わった。もじもじして顔も赤い。これはもしや……？

　ギクシャクしながらも木場と話す真羅先輩。俺のときと真逆の反応だ。

　真羅先輩が乙女おとめチックに胸の前で両手の人差し指を合わせながら木場に訊きく。

「……ひとつお訊きしたいのだけれど」

「はい、なんでしょうか？」

「……き、木場くんは……いま、お、お、お付き合いしている……方がいらっしゃるのかしら……？」

　おーっ、ストレートに訊くもんだな！　てか、真羅先輩の気持ちが俺でも手に取るようにわかるよ！　わかりやすすぎるよ！　真ま面じ目めで知的な真羅先輩がこうまで乙女だったとは！　ヒトは見た目だけじゃわからないって本当だな。

　木場は笑みを絶やさず、片かた眉まゆだけ困ったように下げる。

「えーと……いないんじゃないでしょうか」

　木場の答えに真羅先輩はパァと表情を輝かがやかせる。あ、この先輩、かわいいぞ。

「そ、そうなのですか！　わ、わかりました！　こ、こほん！　今日は兵藤くんや木場くんとお話しできて光栄でした。わ、私はまだ仕事がありますのでここで失礼致いたします。ごきげんよう」

　真羅先輩は咳せき払ばらいしてそう言ったあと、軽い足取りのまま廊ろう下かの向こうへ消えていった。

　一度振ふり向き、こちらに手を振るほどの上じよう機き嫌げんになっていた。……俺とだけ会ってたときはあんなに厳しい表情と言葉だったのに……。

「ははは、真羅先輩はシトリー戦以降、僕と話すときだけギクシャク気味なんだよね。シトリー戦で先輩に聖せい剣けんの波動を放ったのが悪かったのかな……」

　などと、頰ほおをかきながら的外れのことを言う木場。

　俺は木場の肩かたに手を置き、「知的な美人も悪かないと思うぞ」とうんうんうなずきながら言ってやった。







「ああ、椿姫さんは木場に夢中だよ」

　と、由良がペットボトルに口をつけたあと簡単に答えてくれた。

　あのあと、生徒会室に戻もどると、会長を含ふくむ大半のメンバーが帰ってきていて、ひと仕事を終えたということで休きゆう憩けいとなった。

　俺は由良と『僧侶ビシヨツプ』の草下さんと共に食堂の一角で卓たくを囲んでいた。この時間帯、人ひと気けも少なく席もガラガラだ。巡さんは部活動抜き打ち訪問の活動報告をするため、生徒会室に残った。

「椿姫さん、木場きゅんにレーティングゲームでやられたでしょう？　あれ以来のようなのよね」

　草下さんがそう言う。ああ、木場の言っていたことは本当だったんだな。シトリー戦以降、真羅先輩の木場を見る目が変わったんだな。

　由良がペットボトルをあおると続ける。

「もともと、椿姫さんは年下好きだし、誠実な男がタイプだから、木場はそういう意味でも合がつ致ちしたんだろうね」

「でも、レーティングゲーム前までは好きではなかったんだろう？」

「負けて初めて恋こいすることもあるんじゃないのかな」

　と、由良は言うが……。うーむ、そういうものなのか？　乙女心は俺にはわからん。

「うちで恋のバトルといえば、花戒桃ももちゃんと仁村留る流る子こちゃんだけどね」

　草下さんがにやにやしながらそう言った。花戒さんと仁村さん？

「元士郎を巡めぐっての女同士の攻こう防ぼうがあるんだよ」

「って、由良、元士郎って匙のことか？　匙を巡って……女の攻防!?」

　俺の問いに楽しそうな表情で答えるのは草下さん。

「そうなのよ、兵藤くん。元ちゃんを巡って眷属内で恋模様なのです」

「恋模様って、花戒さんと仁村さんって、匙のこと……？」

　俺の問いに二人がこくりとうなずいた。なんてこった！　生徒会はそんなことになっていたのか！　なんだか、生徒会の面々も俺たちグレモリー眷属みたいに仲間内で打ち解け合って仲良くなったなぁと思っていたら、恋れん愛あい模様だなんて……。

　花戒さんって、ゲームのときに俺の血が入った輸血パックを持っていた『僧侶ビシヨツプ』の女の子だ。ちょっとキツい美少女なんだよな……。

　仁村さんはゲームのときに匙と共に俺と小猫ちゃんの前に立ちふさがった一年生の『兵士ポーン』だ。小猫ちゃんに撃げき破はされた。

　なるほど、彼女たちが匙にねぇ。あ、そういや、さっき俺に一言申してきたのも二人だな。匙の代わりにがんばってくれって、二人とも言ってた。あー、あれはそういう意味も含んでいた？

　草下さんが卓に頰ほお杖づえをつきながら言う。

「でもね、元ちゃんの本命は会長っていう皮肉な恋模様なの。会長も会長で元ちゃんのこと、弟程度にしか思っていないから。ある意味、桃ちゃんと留流ちゃんにとっては吉きちといえば吉なんだけど……」

　そっか。匙の本命は会長だ。会長に憧あこがれているんだよな、あいつ。俺と部長が家で親しん睦ぼくを深めていることを知ったあいつの衝しよう撃げきぶりはいまだ忘れられない。それだけ俺の状じよう況きようが驚おどろきのものだったようだ。

　会長にはまだ弟程度にしか思われていないのか。道程は遠いな、匙。いや、それでも進歩はしているのか？　俺もあまり言えた義理じゃないけど！

「……花戒さんと仁村さん、二人とも匙のどこに惹ひかれたんだろうか。てか、花戒さんって木場のファンじゃなかった？」

　俺の疑問だ。シトリー戦で花戒さんの胸の内を俺の技で聞いたことあったけど、明らかに木場への好意が感じ取れた。仁村さんは……確かに匙に憧れているっていうか、頼りにしている面はたまに出会うときでも感じられたな。

　草下さんが首をひねりながら答えてくれる。

「うーん、留流ちゃんは一年生で、元ちゃんの下で生徒会のお仕事をしていたから世話をしてもらっているうちにっていう典型的なものなんだけど」

　草下さんに由良が続く。

「桃──花戒桃のほうは兵藤の言うように当初、そちらの木場祐斗に夢中だったね。けど、兵藤にライバル心を燃やして切せつ磋さ琢たく磨ましている元士郎を見ていて、つい傾かたむいてしまったようだよ。遠くのイケメンよりも近くの熱血少年を取ったらしい。あいつはアイドルに憧れる乙女な面もありながら、かなり現実的だから」

　はー、なるほど。好み的には木場だったんだけど、近くの匙にいつの間にか心惹かれていたと？　うーむ、やはり女心は難しい。

　草下さんが目を爛らん々らんと輝かせながら言う。

「でも、私は断然木場きゅん！　副会長ほど熱心じゃないけど、木場きゅんは見ていて飽あきないのですよ。最近は以前よりも話しやすくなったというか、接しやすくなったの」

　コカビエル襲しゆう来らい事件以降、木場の感じがやわらかくなったのは確かだな。

「木場かー。あいつはどこでもモテるな。あ、あの、俺とかはどうなの？」

　と、つい弾はずみで俺のことも訊いてしまった。嫌いやな顔されるかなと思ったが、案外真しん剣けんに「うーん」と首をひねってくれていた。あ、これは意外な反応。

「兵藤くんに手を出したら、リアス先せん輩ぱいか姫ひめ島じま先輩に殺されそう……。個人的に顔は悪くないと思うし、将来性は超ちよう有望そうなんだけどね。けど、兵藤くんの周りにいる女子のパワーが強すぎて……。ていうよりも、オカルト研究部の女子って変な子多いよね」

　そ、そっか。俺たちって、そういう風に見られていたんだ。……部長、朱乃さん、お二人とも恐きよう怖ふの対象として見られてますよ……。

　てか、俺！　生徒会のメンバーに嫌きらわれていると思っていたから、普ふ通つうに評価してくれて素す直なおにうれしいんですけど！　部員以外の女子にここまで言ってもらえたのは初めてかもしれん！　やばい！　泣きそう！

　つーか、うちの女子部員って変な子なイメージが強いのか！　ゼノヴィアとかイリナがいるし、それはそうなのかもしれん！

　感動に打ちひしがれている俺に由良が言う。

「私は元士郎や木場よりも兵藤のほうが好みかもしれない」

　──っ！　突とつ然ぜんの告白に俺は度ど肝ぎもを抜ぬかれ、その場で立ち上がって素すっ頓とん狂きような声をあげてしまう。

「マ、マジかよ、由良！」

　俺の言葉に由良はうなずく。

「ああ、私が単に泥どろ臭くさい男が好きなだけなのかもしれないけど……。元士郎や木場よりも圧あつ倒とう的てきに地べたを這はいずっていそうな兵藤のほうが男としては魅み力りよくがある」

「ほめられているのか……？」

　反応に困る俺に草下さんがクスクス笑いながら言う。

「翼紗ちゃんは兵藤くんのことよくほめてるよ。兵藤くんのこと、会長も副会長もほめているしね。おかげで元ちゃんはさらにライバル心を燃やしてるけど」

　そ、そうなのか。会長と、あの副会長もほめてくれていた！　それは……逆に恥はずかしくなるね！

「いやはや……うちの部員以外の女の子から、そんなこと言われるの新鮮だから、なんだか、うれしいような恥ずかしいような……いや、うれしいんだけどさ」

　俺も言葉に困った！　そ、そっか！　俺って、生徒会からの評価は悪くないんだな！　むしろ好印象？　いやー、必死こいて超次元バトルをしていたかいがあったというものだ！

　照れる俺に由良が言う。

「でも、兵藤は私たちよりもリアス先輩や眷けん属ぞくの女子のほうがいいんだろう？」

「そりゃ、そうだけど！　いちおう、訊きいてみただけだよ！」

　眷属女子が大切なのは当たり前だ。生徒会の面々よりも付き合い長いし、常に一いつ緒しよにいるからね。けど、それはそれ、これはこれでうれしいのですよ！

「そうだよ、リアス先輩やアーシアさんを大事にしなきゃダメだよ。この、色しき魔ま！」

　罵ば倒とうではなく、からかい気味に俺にそう言う草下さん。

　由良が顔を近づけ、小さい声で訊いてくる。

「……ところで兵藤はグレモリー眷属の女子で誰だれがいいんだ？」

「え？　あ、ああ、部長もアーシアも朱乃さんも小猫ちゃんもゼノヴィアも好きだぜ？　ロスヴァイセさんも美人だよな。てか、突然なんだよ……？」

　いきなり、そんなことを訊いてくるとは……。

　由良と草下さんが同時に嘆たん息そくした。

「これは……難なん儀ぎだな、彼女たちも」

「そうね、うちの元ちゃんよりも酷ひどいかも」

　な、なんだよ、その反応は！　二人とも半眼で呆あきれるように俺を見やがって！

「それで、もうひとつ気になることを訊きたいんだが……」

「あ、私も兵藤くんに訊きたいことあったの。兵藤くんって──」

　さらに詰つめ寄る二人！　こ、今度は何を訊いてくるんだ？　これ以上、プライベートな事こと柄がらはカンベンしてくれ！　困こん惑わくする俺に二人が言ったことは──、

「兵藤と木場は」

「結局のところ」

「「どっちが攻せめで、どっちが受け？」」

　…………。一いつ瞬しゆん、何を言われたかわからなかったが……。

　理解したのち、俺はぷるぷると体を震ふるわせて叫さけんだ！

「俺と木場はそういうのじゃないってッ！」

　こいつら、腐くさってやがるぜ……！　もうマジで堪かん忍にんしておくれ！




　　　　─○●○─




　それから数日、匙が休みの間、俺は生徒会の一員として放課後、シトリー眷属と共に校内を走り回った。いやー、普ふ段だん話すことも少ない生徒会の面々との仕事は新しん鮮せんだった。案外、談だん笑しようしながら楽しく仕事ができていた。

　厳しい真羅先輩やキツそうな花戒さんや仁村さんも話してみると、そこまで怖こわいヒトたちでもなく、単に生来の厳しさを持った女子なんだとわかった。

　俺とまともに取り合ってくれる女子がまだこんなにもいたんだなって、感動してしまった。明日あした、快復した匙も帰ってくるという。俺の助けも今日で終わりか。この数日、初めてで慣れない仕事も多かったけど、楽しかった！

　若じやつ干かんの寂さびしさを感じながらもその日も仕事を終えて、生徒会室に帰ってみると──そこには巨きよ大だいなケーキが！

「こ、このケーキは……？」

　疑問を口にする俺。ケーキには「兵藤一誠くん、お疲つかれさま」の文字が！

　ソーナ会長がケーキの陰かげから現れ、俺に言う。

「これは兵藤くんのために用意したケーキです」

　なんと！　ケーキとな！　俺のために！

「サジの代わりにがんばってくれましたのでお礼という意味もこめて、ケーキを用意しました」

　なんてこった！　最後の最後でうれしいサプライズだ！　あの厳格なソーナ会長がケーキを用意してくれた！　しかも俺のために！　こんなにうれしいことはない！

　ああ、涙なみだが出てきたぜ！　生き真ま面じ目め集団だと思われた生徒会が、最後の最後にこんなものを用意してくれるだなんて、感動しちゃうじゃないか！

　喜ぶ俺の横で生徒会の女子たちの顔が青ざめていた。

　草下さんが会長に訊く。

「こ、これ、会長のお手製ですか？」

「ええ、そうです」

　会長の答えに俺の隣となりにいた由良が顔を手で覆おおい、「なんてことだ……」と辛つらそうに漏もらしていた。ど、どういうこと……？

　真羅先輩が顔を不満げにしかめながら言う。

「わ、私はいちおう止めましたよ」

　……何その不安げな一言は。一いち抹まつの不安を抱かかえる俺だが、会長は淡たん々たんとケーキを切り分け、お皿に置いてくれる。

「さあ、兵藤くん。どうぞ」

　フォークも渡わたされ、食べる格好となった。いや、見た目最高にいい感じのチョコケーキっぽいんですけど……。

　怪け訝げんに思いながらも俺は「いただきます」と言ってケーキを頰ほお張ばった。刹せつ那な──。

　……………………。

　……口に広がる……痛み!?　痛い！　辛からい！　苦い！　口全体をいろんな味覚がめちゃくちゃに駆かけ巡めぐっていく！

　なんだこれ!?　ケーキか!?　ケーキの味がしないんですけど！　ていうか、甘みがまったく感じられない！　舌に残るこのザラザラした食感はなんだ!?　見た目とてもなめらかなクリーム調なのに！　チョコの味すらしない！　じゃあ、この黒い色はなんだ！　何を食材にしたんだ!?　歯ごたえも「ガギャ！」とか「バギンッ！」って、絶対にケーキから聞こえてきてはいけない音が出てるんですけど！

　マズイ！　それにしてもマズイ！　なんだこの激マズなチョコケーキは!?　会長のお友達であるリアス部長のケーキは最高においしいというのに！　どこでどんな知識を得ればこんなことに!?　襲おそいかかる吐はき気けを懸けん命めいに堪こらえる俺。顔が青ざめ、こみ上げてくる涙と全身から噴ふき出るヤバい汗あせが止まらない！

　草下さんが耳打ちしてくる！

（兵藤くん！　我が慢まんして食べて！　会長のケーキは殺人級の威い力りよくなの！　あり得ない食材を使って、見た目だけおいしそうなケーキに仕上げる天才なのよ！　会長、機き嫌げんがいいとこれを作ってくれるんだけど、私たちの口に合わないと知ると気にしてすごくショックを受けちゃうの！）

　由良も耳打ちしてくる。

（意外に会長は繊せん細さいなんだ！　お菓か子し作りがとても得意だと自分で思い込んでいる！　元士郎も毎回我慢して食べてるんだ！　それに姉君には好評だから会長の料理をけなすとあの魔ま王おうが来るぞ！）

　マジかよ！　チョーめんどくせぇ！　めんどくさすぎるだろ、シトリー姉し妹まい！　そうですか、レヴィアタンさまには好評ですか！　どんな味覚してんだ、この姉妹は！

　ていうか、匙をマジで尊敬する！　このケーキをあいつは無理して笑え顔がお浮うかべて食ってんのか!?　龍りゆう王おう殺し──否いな、天てん龍りゆう殺しと言っても差し支えない威力だぞ！

「…………」

　じっと見てくる会長！　これはいけない！　このケーキを完食したほうが、あの魔王が襲しゆう撃げきしてくるよりは万倍もマシかもしれない！　それに俺のために作ってくれたんだ！　た、食べますよ！

「あ、ありがとうございます！　遠えん慮りよなくいただきます！　うおおおおおっ！」

　俺は大きく気合を入れて、巨大なチョコもどきのケーキを口に運んでいった！

　その姿を見て、生徒会の女子たちは打ち震えるように涙を流して「すごいぞ、兵藤！」、「やだ、兵藤くん、カッコイイ！」などと賛辞を贈おくってくれていたが、もはや俺はそれに応こたえる余よ裕ゆうなどなく……。




　その夜、俺は腹痛に悩なやまされて、部長に看病してもらっていた。……あのケーキは胃にも腸にもやさしくなかったです。

　部長が苦笑しながら言う。

「あのソーナのケーキを全部食べるなんて……。あの子、むかしからお菓子作りだけは壊かい滅めつ的にダメなのよ」

　うん、本当に壊滅的でした。あとから事情を知った匙が「俺の代わりをありがとうな。それとあのケーキを食べたおまえに敬意を表する」とメールが届いた。ああ、俺はがんばってケーキを食ったぞ、匙よ……。あのケーキをこれからも食い続けるであろうおまえにも賛辞を贈りたい。

　ベッドでうなされる俺の頭を部長はやさしくなでてくれた。

「何はともあれ、お疲れさま、イッセー」

　ああ、このヒトの労ねぎらいの言葉をもらって、こうして看病してもらえるだけでも生徒会の手助けをして良かったと思える。生徒会のメンバーとも打ち解けあえたし。収しゆう穫かくも大きい。

　いや、やっぱり、あのケーキだけは二度とゴメンだ！







　　　Life.3　冒ぼう険けんでいこう！







　俺は最近、常々思うことがあった。

　オカルト研究部の部室に部員以外の誰だれかが来訪してきたときは、大たい概がい面めん倒どう事ごとに巻き込まれる前兆なのだと──。

　その日、放課後にオカルト研究部を訪ねてきたのは駒く王おう学がく園えん初等部──小学生の男の子だった。

　半ズボンの駒王学園初等部の制服を着た元気そうな男子。ツンツンした髪かみ型がた、若干生意気そうな目つきをしていた。身長から察すると五年生か六年生ぐらいか？

　緊きん張ちようの色を帯びながらもはつらつにあいさつをくれる。

「は、はじめまして！　俺、火ほ照でり幸ゆき彦ひこっていいます！　駒王学園初等部六年！　ソーナ・シトリーさんのご紹しよう介かいでグレモリーさんのご厄やつ介かいになります！　よろしくお願いします！」

　大おお雑ざつ把ぱに頭を下げる少年に部長はうなずいた。

「ええ、ソーナから話は聞いているわ」

　朗ほがらかに対応する部長に俺は訊きく。

「……会長のことを本名で知っているってことは、俺たちの正体も認にん知ちしている人間だと？」

　俺たちオカルト研究部の部員は悪あく魔まだったり、天使だったりするのでその正体、行動は一いつ般ぱん生徒には秘ひ匿とくされている。

　ソーナ会長も人間界では本名を伏ふせて『支し取とり蒼そう那な』として活動していた。その会長を本名である「ソーナ・シトリー」と呼び、その紹介でここに来たということは俺たちの正体を知っていてもおかしくない。

　案の定、部長はうなずいて肯こう定ていした。

「彼の一族は霊れい剣けん、神剣の類たぐいを収集し、保管する由ゆい緒しよある血筋なのよ」

　へー、その手の剣を保管する人間の一族か。生徒会のメンバーも元々はその筋の者が悪魔に転生している。てか、ちょっとした疑問が俺のなかで生じた。

「この学校の初等部にもそっちの業界の人間がいるんですね」

　俺はそう言った。高等部にもテニス部の部長で魔ま物ものを使し役えきする安あ倍べ先せん輩ぱいがいた。その人も俺たちを悪魔だと認識していたんだ。

「駒王学園は初等部から大学部まで、そちらの血筋の方々が何名か素す性じようを隠かくして在ざい籍せきしてますわよ」

　朱あけ乃のさんはそう答えてくれた。

　なるほど、うちの学校は裏でそっち方面も受け入れているんだな。まあ、この学校はグレモリーが実質支配しているから、顔が利きくんだろう。グレモリー的にも人間の異能者と通じるのがお得な面があるんだと思う。

　──と、それはわかったんだけど、なぜにこの子がオカ研を訪ねてきたんだ？

　部長が会話を切りだす。

「火照幸彦くん、ソーナから聞いた話だと、いわゆる『デビュー』がしたくてここを訪ねてきたのよね？」

　部長の問いに少年──火照幸彦が大きくうなずいた。

「俺の家、十二歳になると、通過儀ぎ礼れいとして実戦をするんです。その実戦の相手というのが異形の者──妖よう怪かいだったり、悪魔だったりするんです。兄や姉も俺と同じ歳としの頃ころには通過儀礼をやったんですけど、なぜかうちの両親は俺の番になって消極的になりまして……。俺だけはやらないって言いだして……ッ！」

　歳の割に丁てい寧ねいな口調だなーと思ったけど、言葉に怒ど気きが含ふくまれてるな。かなり溜たまっている──というか、不満げな様子だ。

「上のお兄さまやお姉さまはすでに神職などに従事されているのよね？」

　部長の言葉に火照幸彦はうなずいた。

「はい。兄も姉も皆みな立派に働いております。ただ……」

　途と端たんに不満を顔にも出し、口を尖とがらせる。

「俺、末っ子なので家からも『世間さまにご迷めい惑わくをかけなければ好き勝手に生きていいよ』とほっぽり出されまして……。本来、やっておくべき通過儀礼もお金がかかるからやらないと言われたんです……。兄や姉のときはやったのに俺のときはどうでもいいって、酷ひどいと思いませんか？　いくら上の兄姉きようだいが優ゆう秀しゆうだからって……酷いっス！」

　あーあ、ついに言葉も年相応のものになってしまった。

　とどのつまり、この子も上の兄姉同様に異形と戦う通過儀礼をしたかったのに、両親は上の子二人が立派に神職に就ついたから満足してしまい、突とつ然ぜん「好きに生きろ」と言ってきたわけだ。

　木き場ばの目線が火照幸彦の荷物に向けられていた。竹刀しない袋ぶくろだ。

「キミの剣、もしかして」

　木場の興味に彼も反応して、竹刀袋を手にした。

「あ、これですか？」

　少年がするすると袋を取り払はらうと──。

　見ただけでゾッと悪お寒かんがする一ひと振ふりの長い刀とう剣けんが鞘さやに収まって現れた……。

　なんだ、あれ。聖剣、聖せい槍そうを見たときと同じ感覚をもってしまった。絶対に触ふれてはいけない系のオーラが漂ただよっていた。

「これは神霊剣『十束とつかの剣つるぎ』です。いわゆる聖剣の類なんですよ」

　おおっ、和製の聖剣か！　と言っても日本刀というよりは古代の刀剣っぽい。途端にゼノヴィアも反応した。

「聖剣使いか。なるほど、聖剣サムライボーイだな」

「それ、日本語が変よ、ゼノヴィア」

「おサムライさんを見るのは初めてです！」

　突つっ込むイリナと興奮するアーシア。どうにもうちに属する異国育ちの女子たちは侍さむらいを勘かん違ちがいしている気がする！　……つーか、聖剣サムライボーイって……。

「日本の聖剣といえば、天あまの叢むら雲くもの剣つるぎが有名ですわね」

　朱乃さんがそう言う。

　あ、その剣、聖剣騒そう動どうのときに部長から聞いたことのある名だ。

　朱乃さんの言葉を聞いて、火照幸彦は言う。

「叢雲ですか？　噂うわさだと、何かの事件に巻き込まれて真っ二つに折れたらしいです。修復するために関係者が奔ほん走そうしているそうっス」

　折れたんかい！　エクスカリバー同様、伝説の聖剣って折れちゃうものなんだね！

　デュランダルも持ち主がこのパワーバカのゼノヴィアだし……。伝説の聖剣って、ろくなことになってないな……。

「十束剣も相当有名よね」

　部長の言葉に少年はうなずく。

「十束剣は古いにしえより何本か存在していて、これはその一本です」

「末っ子のあなたに持たせてもよかったのかしら」

「はい。なんでも『悪用したり、盗ぬすまれなきゃ問題なし』って父母に言われました。仮にそうなっても自己責任なので、命がけでどうにかしろってことみたいです」

　自由な家だな！　聖剣を扱あつかう家や人間は聖剣を大事にしなきゃダメなんじゃないの!?

　心中でツッコミを入れる俺だが、ロスヴァイセさんが確認するように部長に訊く。

「結局、火照幸彦くんの依い頼らいである通過儀礼──異形との『デビュー』戦はどうするのですか？」

　そっか、これを依頼として受け入れるのかどうかだ。俺たちは悪魔だから、依頼を受けるとしたらそれ相応の対価をもらわないといけないんだな。

　……でも、相手は小学生だし。金銭面的なものは期待できないか？

「あ、お礼ならうちの霊剣やらで良かったら差し上げますよ。さすがに十束剣はあげられませんけど」

　などと、軽く言い放ってくれる少年！　マジかよ！　霊剣とかってそんなホイホイあげていいものなのか？

　部長はあごに手をやり、首を少し傾かたむけていた。

「うーん、お礼はきっちりいただくつもりだけれど、肝かん心じんのその通過儀礼とやらをどうやって果たそうか少し考えないといけないわね」

　なるほど、異形の者──妖怪や悪魔と戦う通過儀礼、俺たちが手伝うにしてもどうしたらいいのか？　それに部長は苦く慮りよしているんだな。単純に俺たちがこの子と戦うって案も浮うかぶんだけど──。

「……僕たちを相手にするっていっても、よほどの手て練だれじゃないとダメだろうし。──キミはその手の相手との戦せん闘とう経験は無いのかな？」

　木場の一言に火照幸彦はうなずいた。それを見て木場が困り顔で頰ほおを指でかいていた。

　そう、木場の言う通り、『王キング』である部長を始め、俺たちグレモリー眷けん属ぞくは修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけてきた結果、猛も者さ揃ぞろいになっちまった。

　赤せき龍りゆう帝ていの俺、滅ほろびの魔力の部長、雷らい光こうの巫み女こ──朱乃さん、聖せい魔ま剣けんの木場、デュランダルのゼノヴィア、魔法全ぜん般ぱんに秀ひいでた元ヴァルキリーのロスヴァイセさん、ギャスパーも時間を停止できる神器セイクリツド・ギア所有者だ。俺の膝ひざ上うえに座る仙せん術じゆつ使いの小こ猫ねこちゃんもその一いち撃げきを受けたら並の相手じゃ再起不能になる。イリナも転生天使でミカエルさんの直属だ。

　そうそうたるメンバー相手に通過儀礼のバトルなんて、俺ならば同じ立場だったら断固拒きよ否ひする！　だって、バケモノ揃いだもん！

「……では、アーシア先輩？」

　俺の膝上の小猫ちゃんが首を傾かしげながらそんなことをつぶやく！

「はぅぅっ！　わ、私が聖剣使いの方のお相手を、ですか!?」

　仰ぎよう天てんした様子のアーシア！　ゼノヴィアがアーシアの肩かたに手を置きながらうんうんとうなずいていた。

「アーシア、これも若い剣士のためだ。私たちが相手ではあの子も自信を失うだろう。年上としての力の見せどころだ。なに、そういうフリをすればいいだけだと思うぞ」

「『僧侶ビシヨツプ』のアーシアさんとなら、もしかしたら良い通過儀礼になるかもしれないわね！　ああ、アーシアさんの自己犠ぎ牲せいの精神は主しゆもきっとお喜びになってくださるわ！　安心して！　ちょっとでも激しくなりそうなら、私とゼノヴィアが助すけ太だ刀ちしちゃうから！」

「ああ、そうだとも。アーシアが危なくなったら、私がデュランダルで助太刀しよう！」

　ゼノヴィアとイリナがそんな勝手なことを言ってくる！　とうのアーシアちゃんはハラハラと当とう惑わくした表情で涙なみだ目めだった！

　ちょっと、キミたち！　前衛メンバーじゃないアーシアを出しちゃダメでしょ！　そんなことになったら真ま面じ目めなアーシアは本当に玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで請うけ負おっちゃうんだから！　しかも小学生相手に元教会の戦士が二人も参加したら、めっちゃ大人げないものになるぞ！

「やはり、その手の者に頼たのむか、召しよう喚かんするしかないのではないでしょうか？」

　ロスヴァイセさんが冷静にそう言った。うん、俺もそれしかないと思うんだけど、さて誰だれに頼むべきかと頭のなかを巡めぐらせていたときだった。

　突然、部室の扉とびらが開け放たれる！

「話は聞いたぜ！　俺に任せておけ！」

　意い気き揚よう々ようと登場したのは白衣を着たアザゼル先生だった！　最高に輝かがやいた顔をしている！　この総そう督とく、隠れて俺たちの話を嬉き々きとして聞いていたな!?

　ずかずかと部屋に入ってくる先生は部長に力強く言う。

「俺にいい案がある！」

「「却きやつ下か」」

　半眼の部長と朱乃さんが異口同音に否定した！　早っ！　ていうか、先生がろくでもないものを用意していることが容易に想像できるから、即そく否定した感じだ！　俺だって、否定するわ！

「どうせ、また酷いものでも作ったんじゃないですか？」

　俺もため息をつきながら、そう訊きいた。先生は俺たちの呆あきれ顔を気にすることもなく、チッチッチッと指を横に振った。

「ふふん、そう言ってられるのもいまのうちだ。ちょうど、現在俺と悪あく魔まサイドでおもしろいものを開発していてな」

　そう言いながら先生は懐ふところから書類を取りだした。

「見ろ！　これぞ、『アザゼルクエスト』の企き画かく書しよだ！　悪魔サイドの技術──ゲームフィールドを使って、ロールプレイングな空間を制作中なんだよ！　悪魔の技術者も嬉々として参加していてな。サーゼクス経由でアジュカ・ベルゼブブ側の関係者から技術提供もしてもらっている！　現ベルゼブブはこの手のゲーム開発に優すぐれているからな！」

　俺は企画書を受け取り、パラパラとめくっていく。

　……かいつまんで説明すると、この『アザゼルクエスト』はレーティングゲームに使用する空間を丸ごと使って冒ぼう険けんができる環かん境きようを用意してある。広大なゲームフィールドには実際に町や洞どう窟くつ、塔とうが作られていて、その空間をプレイヤーとなって冒険していく体験型ロールプレイングゲーム──だそうだ。もちろん、旅の途と中ちゆうに魔物も登場すると書かれている。いわゆるオープンワールド系のゲームのようだ。

　ったく！　先生は悪魔の皆みなさんとなんてものを作っているんですか!?　これ、冥めい界かいにとって何か役に立つものなの!?　両陣じん営えいの技術者同士で遊んでいるようにしか思えないんですけど！

　先生は企画書をもう一束取りだして、火照幸彦に見せていた。彼はそれを見るなり、顔を明るくさせて、食いついていた！

「わっ！　いいですね、これ！　すっごい楽しそう！　魔物とも戦えるんですよね？」

　彼の質問に先生はうんうんと自じ慢まんげにうなずく。

「もちろんだ！　仲間と共に旅をして、悪の龍王を倒たおす体験型ＲＰＧだからな！」

「俺！　これで通過儀ぎ礼れいを果たしたいと思います！　皆さん！　どうか、これに参加させてください！」

　あー、すんごい表情が輝いてやがる……。純真な目で企画書をマジマジと読み込んでいるし……。先生のせいで手痛い目に遭あっている俺たちからすれば、その企画書は地じ獄ごくの使者からの契けい約やく書しよにしか見えない。いや、実際に地獄こと冥界に住まう堕だ天てん使しの総督さんですけどね、そのヒトは！

　先生が火照幸彦の肩に手を置いて訊く。

「では、少年！　後日、このゲームをプレイということでいいかな？」

「はい！　お願いします！」

「よし！　仲間にしたい三人分の職業をこの企画書から選んでくれ！　こっちで手配するからな！」

「はい！　うわー、仲間かー！　戦士に魔法使いに僧そう侶りよに……」

　ハハハ……、また企画書をマジマジと読み込んでいるよ、この子。話が勝手に進みつつあるような……。部長は嘆たん息そくし、額に手を当てながら俺に言った。

「……あとはイッセーを中心に任せるわ」

「ええええっ!?　マジっスか！　またですか!?」

　部長の発言に目玉が飛び出るほどに驚おどろく俺！　また俺に無茶ぶりが降りかかろうとしているよ！　毎度毎度、この手の災難が降りかかってきて仕方ないんですけど！

「……がんばってください」

　膝上の小猫ちゃんが応おう援えんをくれるけどさ……。

　こうして俺はアザゼル先生が開発したというゲームに強制参加させられることになった。




　　　　─○●○─




　次の休日──。

　俺は『アザゼルクエスト』とやらが展開されているゲームフィールドの空間に赴おもむいていた。兵ひよう藤どう家けから直接ジャンプしてきたよ。眼前に広がるのは広大な草原だ。丘おかから風景を見やると、遠くに町があったり、木が茂しげっていたり、山がそびえたっていたり……。

　相当広い空間だな。まさにオープンワールド系の様相だ。どんだけの規模でこの体験型ＲＰＧを開発しているんだろうか？

　草原に立つのは俺一人。眷属の仲間は一人として来ていない。先生にここに来るよう呼ばれたのが俺だけだからだ。他ほかのメンバーはゲーム内で俺とは違ちがう役目があったり、このゲーム自体に参加していなかったりのようだが……。せっかくのオフで先生の開発したものに関かかわるなんて……。絶対にろくでもないことになるに違いないんだ！

　心中でげんなりしている俺のもとに話しかけてくる者が──。

「あ、リアス・グレモリー先せん輩ぱいのところの……」

　振り返れば軽鎧ライト・アーマーに帯刀という出いで立ちの火照幸彦の姿があった。……おおっ、見た目ＲＰＧの勇者っぽい。マントも羽織っているし、もうそれらしい格好になっているのか。

　俺は変わらずの駒王学園の制服ですけどね。もはやこれがグレモリーのユニフォーム。

「火照幸彦くんか」

「幸彦でいいっスよ」

「自己紹しよう介かいまだだったな。俺、兵藤一いつ誠せい、イッセーでいいよ」

「はい、イッセー先輩。今日はよろしくお願いします」

　握あく手しゆを交かわす俺たち。まあ、悪い子ではないと思うんだ。ゆえに純じゆん粋すいで、先生のこのゲームに騙だまされたと。正確に言うとまだ騙されていやしないけど、結果的にあの巨きよ悪あくの根源たる総督に騙されるに違いない！　だいたい、あのヒトが堕天使の総督だってことをこの子は知っているのだろうか？　まだ教えてはいないんだよな……。うーん、教えてあげたほうがいいような……。そんな風に思し慮りよしていたら、天の声が聞こえてくる。

『ようこそ、アザゼルクエストへ！　俺は進行役のアザゼルだ！　ゲームをするときはテレビから離はなれて部屋を明るくしてからプレイしてね！』

　……なるほど、そういう立ち位置ですか。声こわ音ねからして、楽しそうだし、意味わかんないこと言ってるし！

「あのー、先生。俺の役目はなんですか？　彼のパーティメンバー？」

　自身を指さし、天に向かって訊く俺。

『あー、おまえはパーティメンバーじゃないぞ。同行者だ。基本何もしなくていい。何か起こったら、全力で対処してくれ。えーと、デバッカーってやつ？　いや、ちょっと違うかな。なんでも屋か？』

　デバッカー!?　なんでも屋!?　つまり、予想外のことを発見したら俺がどうにかしろと!?　これ、開発中なんだっけ!?　おおおおーい！　俺の役目はテストプレイヤーどころじゃないのかよ！　前ぜん途と多難がちらついてしょうがない俺を無視して先生が続ける。

『事前に少年──否いな！　勇者から得ていたリクエスト通り、パーティメンバーはこっちで集めておいたぞ！　さあ、紹介しよう！　まずは僧そう侶りよだ！』

　天の声がそう響ひびき渡わたると、俺たちの前方で魔ま方ほう陣じんが展開した。転移型の魔方陣だ。パーティメンバーの僧侶とやらがジャンプしてくるのか。

　光が弾はじけると──そこに現れたのは僧侶ことアーシアだった！

　いつものシスター服に身を包んだアーシアが魔方陣から出てきちゃったよ！

『僧侶のアーシア！』

　天の声がそう告げる。そっか、僧侶はアーシア！

「よ、よろしくお願いします！　先生からお役目を仰おおせつかりましたが、今日はがんばります！」

　気合を入れるアーシア。うん、何かあったら俺が守ろう！　邪じや悪あくな先生の非道なゲームによって大事なアーシアが傷つかないように俺が踏ふん張るしかねぇ！　つーか、僧侶役ってまんまじゃねぇかよ！　確かにアーシアは回復要員だけどさ！

『次に魔法使い！』

　天の声と同時に再び魔方陣が現れて輝き出す！　そこに現れたのは──っ！

「はーい！　魔法使いのレヴィアたんでーす☆」

　セラフォルー・レヴィアタンさまだったぁぁぁぁぁああああっ！

　ウソぉぉぉぉぉっ!?　マジで!?　なんでレヴィアタンさまがこんなクソゲーになりそうなものに魔法使いとして参加するの!?　疑問の尽つきない俺だが、さらにパーティメンバーは現れていく！　三度、転移型の魔方陣が出現した！

『最後は──これだ！』

　カッ！　まばゆい光を発して魔方陣から現れたのは──特とく撮さつヒーロー衣い装しようを着込んだ男性だった！

「フハハハハハ！　私は遊び人ことサタンレンジャーのサタンレッドだっ！」

　……………………。

　俺は眼前に現れたヒーローを見て、開いた口が塞ふさがらなかった──。

　一いつ拍ぱくおいて、驚きよう愕がくする！　って！　サーゼクスさまじゃねぇかよぉぉぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおおっ！　サタンレッドって！　前に会ったもん！　戦ったもん！　サーゼクスさまがその衣装を着て大暴れしていたじゃないかぁぁぁっ！　確かに言われてみれば「遊び人」ってのに当てはまる！　いいチョイスだよ、先生！

「って、パーティに遊び人ってそれでいいのか？」

　俺が火照幸彦に訊くと、

「いやー、冒険に遊びも重要かなって」

　などと答えやがった！　こんな遊びは願い下げだ！　このヒトたちの遊びがどれだけのものをもたらすか、こいつは今日嫌いやってほどに知るぞ！　基本的に酷ひどいんだから、部長のお兄さまと会長のお姉さまは！

　頭を抱かかえる俺の横で魔王と魔王が邂かい逅こうする。

「あら、サタンレッドじゃないの☆」

「ふふふ、そういうキミこそ、マジカル☆レヴィアたんじゃないか。今日はよろしく頼たのむ。今日の私は遊び人なのだ！」

「私こそ、魔法使いよ☆　うふふ、お互たがい楽しそうなゲームにお呼ばれされちゃったものね☆　私、アジュカちゃんのゲームにとても参加してみたかったのよね！　これ、システムを少しだけ参考にしているって話だから、今日を楽しみにしていたの！」

「まったくだ。アジュカの研究していた基本プログラムがあったとはいえ、ここまでオリジナルで作り上げるとは……アザゼルもこの手の娯ご楽らくを作る天才だよ」

　楽しげな魔王のお二人！

　何が遊び人だ！　何が魔法使いだよ！　ちょっとちょっとちょっと！　先生ったら、なんてものを火照幸彦のパーティメンバーとして呼び寄せてやがんだよっ！

『よし、パーティが全員揃そろったな。軽く説明するぞ』

　このメンツであっさりと話を進めないでくださいよ！　またあれですか！　権力で魔王さまを誘さそいましたか！　そりゃ来るよな！　この手の話が大好きそうな魔王さま二人なら、喜んで先生の話に食いつくはずだ！

『説明は簡単だ。今日一日この空間を冒険してくれ。敵を倒してレベルを上げて、最終的に龍りゆう王おうを倒せばゲームクリアだ！』

　などと、説明をくれる先生だけど……。

『ちなみにレベルだが、このゲームのシステムに当てはめると少年のレベルが五としたら、アーシアは二十ぐらいだな』

　なるほどなるほど。妥だ当とうな数字なのかもしれない。アーシアの回復能力は凄すさまじいもんな。それぐらいあってもおかしくない。

『それで魔法使いと遊び人のレベルは五千ぐらいだ。まあ、適当なんだがな』

「なんですか、それ！　二人だけ桁けたが違うというか、別次元になっているじゃないですか！　ラスボスどころか、クリア後の隠かくしボスも楽々一いち撃げきで撃破なレベルじゃないですか！　いったい世界の何を変えたくて旅に出てるの、その二人!?」

　いや、まさにお二人のレベルとしては案外合っているのかもしれないけど、それにしたって旅に出る前のレベルじゃねぇよ！　もう何でもできるレベルじゃないか！　平和も楽に勝ち取れるよ！

『さあ、勇者一行よ！　龍王を倒たおして世界に平和をもたらしてくれ！』

　天の声のそれらしい一言で旅が始まろうとしているよ！　それらしい雄ゆう大だいなオープニング曲も流れだしているし！

「勇者よ、今日は共に冒ぼう険けんをしよう！」

「龍王なんて滅ほろぼしちゃいましょう☆」

「わ、私も尽じん力りよくします！」

　遊び人サタンレッド、魔法使いレヴィアたん、僧侶アーシアが勇者こと火照幸彦にそう語りかける。彼も気分が乗ってきたのか、十束とつかの剣つるぎを抜ぬき放って天にかざした。

「はい！　俺、勇者として今日はがんばります！」

　あー、気合が入っちゃった……。俺はこのメンバーに同行しなきゃいけないのか。何かあったときの対処係として……。他の部員メンバーはどんな配置なんだろう……？

　こうして俺は、見習い勇者、僧侶、魔法使い（魔王）、遊び人（魔王）というスタートする前から世界崩ほう壊かいレベルなパーティの見届け人として同行することになった。
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　広大な草原を歩き始めて、数分経たったときのことだった。

『スライムが現れた』

　という天の声と同時に目の前に魔方陣が展開して、ゲル状の生き物が複数出現した！

　なるほど、魔ま物ものはこうやって現れるのね。って、最初はスライムか。初歩の初歩だな。

　火照幸彦こと勇者は自前の得物を抜き放ち、スライムに向かっていった！

「とおっ！」

　ズバッ！──と、ご自じ慢まんの神しん霊れい剣けんでスライムを難なく葬ほうむっていく。

『スライムに二十のダメージを与あたえた。スライムを倒した』

　天の声はダメージまで言ってくれるのか。うれしいようなうざいような……。

　ていうか、なんだよ、うちの勇者さまはなかなかの太た刀ち筋すじじゃないか。木場やゼノヴィアには遥はるか遠く及およばないけど、それでも普ふ通つうの魔物程度なら余よ裕ゆうで相手にできる体たい捌さばきだと思った。それを見ていた魔法使いレヴィアたんが前に出てスティックを突つきだした。

「やるわね、勇者くん！　私も負けていられないわ！　くらいなさい、ファイヤーショット！」

　カッ！　スティックの先せん端たんがまばゆく輝かがやいたと思った瞬しゆん間かん──。

　グゴォォォォンッと、この空間を大きく揺ゆらすほどの衝しよう撃げきと共に前方で地じ獄ごくの業ごう火かが巻き起こる。周囲一帯が激しい火の海と化して、風景を地獄絵図に塗ぬり替かえていった。

　……炎ほのおが止やむと、草原は焦しよう土どと化していた！　スライム一いつ匹ぴき倒たおすのに草原を広こう範はん囲いに消しよう滅めつとかどういうことですか!?　っていうか、魔王なんですから、手加減してくれないとこのフィールド吹ふき飛びますけど!?

『スライムに六千三百万のダメージを与えた。スライムを倒した』

　などという天の声！　ＲＰＧでそんなダメージ数を聞いたことねぇよ！　このスライムが何をしてそこまでのダメージを受けねばならないんだ!?

「うむ、さすが魔法使いだ。序盤の魔法でも十分にスライムを倒してくれる」

　そのようなことを言う遊び人サタンレッドも残りのスライムの前に立つ！

「私も負けていられないな！　遊び人として芸を見せようじゃないか！」

　手元から滅びの球体をいくつも作りだしていく。球体が宙を縦じゆう横おう無む尽じんに動き回り始めた！　あれは、サーゼクスさまの必殺の魔力！　俺の攻こう撃げきもまったく通じなかったバカげた威い力りよくの能力だ！

「ここに取りだしたのは、謎なぞの球体。これをジャグラーのように回していき、敵に当てていく。すると──」

　ギュパンッ！　滅びの球体がスライムを容易に消し去ってしまう！

「はい、不思議！　敵は手品によって、キレイさっぱり消えてしまいました！」

「キレイさっぱり消えてしまいました！」──、じゃないですよぉぉぉぉっ！　どっからどう見ても手品じゃなくて滅びの魔力によってモンスターをこの世から軽々と消滅させたんじゃないですか！　とんでもねぇ遊び人だよ！　お遊びだけでクリアできちゃうじゃないか！　魔王が直々に必殺魔力で葬るスライムなんて、どれだけの魔物ですか!?

　だいたい魔王が二人連れ立って旅するほどの脅きよう威いをもたらす龍王ってどんだけ邪悪な設定だよ！

　お願いだから邪よこしまな野望を持たずに世界の端はじっこで隠いん棲せいしていてください！　あんたを倒しに強大な力がふたつも動きだしているんだからさ！　って、ゲームにそんなこと突っ込んでも野暮なのはわかる！

　パンパカパーン！

　突とつ如じよ、天から軽快なファンファーレが鳴った！　な、何、何事!?　怪け訝げんに天をうかがう俺。すると、天の声が告げてくる──。

『魔法使いと遊び人はレベルが上がった！　魔法使いと遊び人はレベル五千一になったぞ！』

　レベルアップ!?　いまのスライムで!?　ちょっと待てよ！　レベル五千の魔王二人に膨ぼう大だいな経験値を与えてくれる初戦せん闘とうのスライムってどんだけ経験値豊富なんだよ!?

『以上でレベルアップ終わり』

　えええええええええええっ！　レベル五千の魔王はアップして、レベル五の勇者と二十の僧そう侶りよは上がらないの!?　どういう作りだよ、このゲーム！　クソゲー臭しゆうしかしなくなってきたんですけど！

「このパーティに私は必要ないかもしれません！」

　アーシアがそう言っていた！　うん！　その通りだよ！　アーシアは俺と一いつ緒しよに見学してようね！　ていうか、ツッコミが追いつかないほどに酷い状じよう況きようだ！

「魔法使いも遊び人も想像を絶するほどにお強いんですね！　俺、自分の力量の無さを痛感します」

　勇者が若じやつ干かん気落ちしてしまった！　いやいや、キミは初うい陣じんにしては十分に及きゆう第だい点てんだよ！　その二人と自分の実力を比べちゃダメ！　そこの遊び人と魔法使いは世界最強クラスなんだからさ！

　初めての戦闘はそのようにすさまじいインフレ具合から始まった。その後もフィールドを進むごとに魔物が登場してきたが、勇者の初々しい攻撃と遊び人、魔法使いの世界破は壊かいレベルの猛もう撃げきによって、撃げき滅めつされていった──。

　旅の途と中ちゆう、村に寄ることに。木造のいかにもな建築物が並び、質素な服装の村人が歩いて──って！　俺は村人の様子を見て驚おどろいた！

「ここはカラ村だぞ」

　そう言うのはゼノヴィアだったからだ！

「ゼノヴィア！　お、おまえ、村人役なのか？」

　俺はそう問うものの──、

「ここはカラ村だぞ。と常に言えと先生から命じられているから、ここはカラ村だぞ、と言い続けるだけだ。ここはカラ村だぞ」

　と、ゼノヴィアはＲＰＧのノンプレイヤーキャラよろしく同じ台詞せりふを延々と言っていた。

　グレモリー眷けん属ぞくが村人役とか……。というか、手にデュランダル持ってんじゃん！　なんで最強クラスの聖剣握にぎった剣士がいち村人で村の紹しよう介かいする台詞だけをつぶやいているのさ！　こんなのが第一村人じゃ、襲しゆう撃げきしてくるモンスターも相当なレベルじゃないとこの村を攻せめ落とせないんじゃないか!?　むしろ、仲間になってくれよ！

「村の様子とかも本格的だなぁ。俺、武器が欲ほしいっス！」

　そう楽しげに村を駆かけ回り、剣のマークがついた看板のお店に入っていく我らが少年勇者。武器を買うお金ならある。モンスターを倒したら、その場でコインに変化したんだ。ゲームのシステムなんだろうな。俺たちも勇者についていき、武器屋のなかへ──。

「いらっしゃい。どんな武器がお好みですか？」

　出で迎むかえてくれたのは──イケメンフェイスの店主こと木場だった！

「いかなる聖剣でも魔剣でもご用意しますよ？」

　などと言って、手元から各種いろんな剣を創つくりだしていく！　とんでもねぇ武器屋だよ！　最初の村で多種多様な聖剣、魔剣を創りだせる木場が武器屋の店主なんてさ！　聖魔剣だって、頼たのめば創ってくれるんじゃねぇの!?

「私は氷の魔剣が欲しいかも☆　武ぶ闘とう派はの魔法使いもいいわよね♪」

「では、私は炎の魔剣を。最近体を動かせていなくてね、攻撃力不足に悩なやんでいるんだ」

　ふざけたことをおっしゃいながら、魔剣を要求する魔法使いレヴィアたんと遊び人サタンレッド！　あんたたち、そんなのいらないじゃないですか！　魔剣なんて無くても世界崩壊できるだけの魔力をお持ちじゃありませんか！　逆に攻撃力下がりますって！

　こうして、最初の村で武器を購こう入にゆうした勇者パーティ。再びフィールドに出て敵を葬りながら進むと、洞どう窟くつが現れ、そのなかを探検することに。洞窟のなかのモンスターも難なく倒していく。……魔ま王おうが二人いるから楽々プレイ状態だよ！

　一番憂ゆう慮りよしなければならないことは遊び人と魔法使いの攻撃で洞窟が吹き飛ばないかどうかだ。さすがに崩ほう落らく事故に繫つながるため、それだけは避さけたい。

「こんなに小さい滅びの球体を作るのは久しぶりだ」

　小指の先にパチンコ玉サイズの滅びの球体を作って敵に放つサタンレッドと──、

「加減がちょっと難しいかも☆」

　首をかしげながら敵を凍こおり漬づけにしていくレヴィアたん！　洞窟内のモンスターも魔王たちが蹂じゆう躙りんしていく！

　途中、宝箱を発見して薬草とかもゲットする。けど、アーシアがいるし、薬草いらないだろう。それ以前に魔法使いと遊び人が別次元の存在すぎてパーティの誰だれもダメージを受けてないんだって！　このゲーム、すでにバランスが崩壊してますよ、先生っ！

　洞窟の奥まで進むと、少しひらけた場所に出た。いかにもボスが出そうな雰ふん囲い気きだが……。すると天の声が聞こえてきた。

『リザードマンが現れた』

　敵のアナウンス！　リザードマン？　とかげ男？　とかげの魔物とかそういうのか？

　俺の脳内で人型でとかげの姿の魔物が妄もう想そうされるが、洞窟の奥から出てきたのは──。

　ズゥゥン、ズゥゥン。

　地鳴りをさせながら出現したのは巨きよ大だいなシルエットのモンスター！　大きな腕うでに脚あし、雄ゆう大だいな姿形はまさにドラゴン！　リザードマンじゃないじゃん！　って、ツッコミを入れる前にそのリザードマン役のドラゴンに見覚えがあった！

「……リ、リザードマン……だぞ」

　恥はずかしそうにそう漏もらす巨大なドラゴンは──タンニーンのおっさんだった！

「お、おっさん！　そ、そんな、リザードマンだなんて！」

「ひ、久しぶりだな、兵藤一誠。いやなに、アザゼル総そう督とくから依い頼らいを受けてな。一人の少年を男にするために力を貸してくれと。だが、ここに赴おもむいたら……このような役をしろと言われたのだ」

　豪ごう華かすぎんだろう！　リザードマンが元龍りゆう王おうって！　つーか、トカゲ男じゃねぇよ！　すごい勢いでドラゴンじゃん！　ドラゴンの王さまじゃん！

『ここは勇者だけが挑いどむ大事なイベントだ！　他ほかの者は一いつ切さい手を出さないように！　さあ、勇者！　リザードマンを倒たおすんだ！』

　などと天の声こと先生が告げてくる！　マジかよ！　散々雑ざ魚こ敵を魔王に相手させて、いざおっさん相手は勇者だけとか！

「……こ、怖こわいっス！　けど、きっとこのリザードマンもここまでの雑魚敵同様大したことないはず！　俺、勇者としてがんばります！」

　十束とつかの剣つるぎを抜ぬき放って突とつ貫かんしていく勇者火照幸彦！　いかんいかんいかん！　パーティメンバーが強すぎたせいで、自分も強くなっていると錯さつ覚かくしてるよ、この子！　それは幻げん覚かくだ！　おまえの相手は最強クラスのドラゴンさまなんだぞ!?

　けど、思っている以上に軽快な動きと剣さばきでタンニーンのおっさん相手に健けん闘とうする少年勇者。火照幸彦の剣けん術じゆつにおっさんも「ほう……」と軽く感心していた。

「さすがは霊れい剣けん、聖剣を扱あつかう人間の血筋か。ある程度剣に覚えがあるようだ。──だが」

　ぶぅぅん！　おっさんが太い腕を横にないで、向かっていった火照幸彦を風圧で吹っ飛ばしてしまった。

「まだまだ実戦経験不足だな。よかろう！　今日は俺が鍛きたえてやる！　ドラゴンの怖さというものを心に刻んで帰っていくがいい！」

　あーあ、おっさんのスイッチが入っちまった。夏休みにおっさんに山で鍛えられた身としては、覚えがあるんだよなぁ。ああなると、こちらが死にかけるが、あちらが満足するまでは止まらないんだ。

「うわーん！　いまドラゴンって言った！　リザードマンじゃないのー!?」

　涙なみだを流しながら剣を振ふるう勇者！　まあ、逃にげないだけマシか。いい根こん性じようじゃないか。おっさんが鍛えたくなるのもわかるってもんだ。

「うむ。がんばれ、少年」

「タンニーンちゃん相手に戦えばいい経験になるわよね☆　戦闘経験は時に量よりも質なのよん♪」

　遊び人と魔法使いはうんうんうなずきながら、一人の少年の成長を朗ほがらかに見守っていた。……考えてみりゃ、魔王二人が傍かたわらについていて、戦闘相手が元龍王、そして監かん視し役が堕だ天てん使しの総督って相当豪華な経験なんじゃ……？　まあ、あの子が通過儀ぎ礼れいという名の異形とのバトルを望んだんだから、結果的に貴重な経験になったんじゃないかな。このゲーム自体はクソゲーだと思うけどね！

「アーシア、危なくなったら回復してやってくれ」

「はい」

　サポートもバッチリ。修しゆ行ぎよう中の身である俺から見ても、この子を鍛えるいい場面だと思ったのでここで一人の少年が成長する姿を見守ろうと思った。
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「…………」

　魂たましいが抜けきったようにがっくりと気を失っている小学生剣士。あのあと、一時間にわたってタンニーンのおっさん相手に戦闘していた。おっさんも相当手加減していたし、アーシアの回復もあったけど、それでも元龍王相手に一時間やれただけで大したスタミナだと思ったね。将来有望なんじゃなかろうか。

　俺がこいつをおぶって、皆みんなと共に洞窟を抜け出た。そのまま、ゲームを継けい続ぞくさせて、ラスボスの龍王がいるという「龍王の塔とう」に向かう。

　ま、戦闘は魔王二人がいるし、なんとかなるだろう。喜んで戦闘してくれるしね。相当このゲームを楽しんでいるよ、魔王さま方。

　山を登って石造りの塔にたどり着く。塔の雑魚敵を蹴け散ちらしながら登っていくと──。

「よくぞ来た！」

　出迎えてきた者が四人いた。

「我らは龍王さまに仕える四天王なり！」

　などと言って現れたのは──イリナ、ロスヴァイセさん、小猫ちゃん、段ボール箱だった！　頭上の輪っかに翼つばさという姿のイリナ、いつものヴァルキリー姿のロスヴァイセさん、駒王学園の制服を着た小猫ちゃん、そして……段ボール箱がひとつという布ふ陣じんだった。あの段ボール箱は絶対にギャスパーだろう。イリナはノリノリに宣のたまう！

「ふふふ！　よくぞここまで来たわね！　私は四天王の一人、愛と希望の天使イリーナ！」

「私は四天王の一人、魔神ヴァルキリーのロスヴァーです。時給五千円で雇やとわれました」

「……同じく四天王の一人、百ひやく獣じゆうの女王ヘブンキャットです。ちなみに私たちの役の名前は先生がつけました」

「あうあぅあうあぅ……ぼ、僕も四天王らしくて、闇やみ夜よの吸血段ボール箱です！」

　四天王って……うちの部員じゃねぇか！　しかもなんつー酷ひどいネーミングセンスだ！　イリナなんて悪の軍団にあるまじき二つ名だし、ギャスパーなんて段ボール箱だぞ！　闇夜の吸血段ボール箱って！　ある意味、都市伝説的な怖さを覚える名前だけどさ！

　しかし、ギャスパー、おまえって本当にこの手のイベントだと段ボール箱でしか出演できないな！

「さあ、勇者よ！　龍王さまと戦うには我らを倒さないと……って、あらら、勇者くん気絶しているの？」

　張り切っていたイリナが、こちらの事情を知って怪け訝げんそうにしていた。いまだ勇者くんは俺の背で気絶したままなのですよ。

「というよりもさすがに魔王さまを相手にしては私たちも厳しいのですが……。五千円では割に合いませんね」

　こちらのパーティを見てロスヴァイセさんも嫌いやそうな顔をしていた。いくらなら魔王相手に戦ってくれるんですか!?

『あ、そこも勇者だけでいいよ』

　適当な天の声が聞こえてくる！　あんた、若じやつ干かん飽あきてきているでしょう!?　本当にどうしようもない開発者だな！

　しかし、せっかくここまで来たし、起こすか。俺は少年勇者をおろして、頰ほおをペチペチ叩たたいた。

「おーい、勇者。ラストダンジョンまで来たぞー。四天王だってよー」

「…………あ、あぅ……あ、あれ？」

　おっ、気づいた。傷はアーシアの能力で回復しているはずだから、あとはこいつの気合とスタミナしだいだ。まあ、タンニーンのおっさん相手で体力も尽つきかけているだろうけど、せっかくなんだから一ひと太た刀ちぐらい向かっていかないと。

　事情を知った勇者は剣を握にぎり、涙目で突つっ込んでいった！　さすがにヘロヘロ気味なので、四天王を相手に苦戦していた。うちの部員たち、下手な悪あく魔まよりもよっぽど強いからな……。

「うわーん！　異形の者がこんなに強いのばかりだなんて知らなかったっスぅぅっ！」

　泣き叫さけぶ火照幸彦。い、いや、異形の存在にもピンキリがありまして、キミがボス役で相手にしているのはピン、上クラスばかりなのよ。

　とは言ったものの、その上クラスと戦う機会なんてそうそうないだろうから、好機ってことで俺たちは再び見守ることにした。







「……………………」

　完全に魂が解き放たれた様子の少年勇者。よだれを垂らして、白目を剝むいていた。今度は頰を叩いてもうんともすんとも反応を返さないほどに疲ひ弊へいしきったようだ。まあ、あの四人相手に三十分やったんだ、本当によくやったと思えるよ。だいぶ手加減してもらったけどね。それでも小学生の身の上でこれだけやれば十分だと言える。さすが伝説の霊剣を保管する家の子供だ。

　あとはラスボスの龍りゆう王おうだけだけど……。もう、この子の依頼である通過儀礼──異形相手の戦せん闘とうデビューは十分に果たされたのではなかろうか。

　そうは言ってもせっかくここまで来たんだから、ラスボスの顔ぐらいは見ていくか。

　俺たちは塔の最上階まで登り、仰ぎよう々ぎようしく飾かざり立てられた玉座の間にたどり着いた。

　玉座に座っているのは禍まが々まがしい鎧よろいを着込んだ──匙さじ!?　匙こと龍王は俺たちをその目に捉とらえると立ち上がって哄こう笑しようする。

「ふははははっ！　我こそは暗黒の龍王ヴリトラなり！　ふははははっ！」

　おーおー、ノリノリじゃん。ってか、匙がラスボスなのか。暗黒の龍王ヴリトラって……。

「勇者たちよ！　よくぞ、ここまで来たな！　だがしかし、我を倒そうなどと──」

　そこまでノリノリで叫んでいた匙が、こちらのパーティ構成──魔法使いを見た瞬しゆん間かんに目玉が飛び出るほどに驚おどろいていた。

「──って、ちょっと待ってくださいよ！　なんでそこにセラフォルーさまがいらっしゃるのですか!?」

「いえーい☆　サジくん、おひさ～♪　今日は魔法使い役で来ているのよん☆」

「ちなみに匙、そっちの遊び人こと戦隊ヒーローはサーゼクスさまだ」

　と、俺は補足説明もしてやった。遊び人サタンレッドもノリノリで龍王──匙に指を突きつける！

「邪じや悪あくな龍王め！　退治に来たぞ！」

　それを知って匙が仰ぎよう天てんしていた。

「えええええっ!?　そ、それはちょっと！　アザゼル先生から聞いていた話と違ちがうというか！　違いすぎるというか！　無理ゲーじゃん！　俺のほうが無理ゲーじゃん！」

　うん、無理ゲーだね！　魔ま王おう二人が相手だなんて俺もそう思うよ！　けど、サタンレッドとレヴィアたんはやる気まんまんだった！

「勇者が倒れたいま私と魔法使いと僧そう侶りよだけで龍王を倒さねばならない！　そうだろう、レヴィアたん！」

「ええ、そうね、サタンレッド！　勇者の弔とむらい合がつ戦せんよ！　覚かく悟ごなさい、龍王！」

　龍王相手に本気の構えを見せるお二人！　匙もそれを見て涙目になっていたが、腹をくくったのか黒い炎ほのおと大だい蛇じやを出現させて、やけっぱちモードになっていた！

「ちくしょぉぉぉおおおおおっ！　こうなったセラフォルーさまを止められないって俺でもわかるもんよぉっ！　それなら玉ぎよく砕さい覚悟でとことんやってやる！」

　龍王ブリトラ・変化プロモーシヨンで巨きよ大だいなドラゴンと化す匙！　それに立ち向かっていく魔王が二人！

　突とつ如じよとして始まった魔王と龍王の超ちよう絶ぜつバトルに塔は難なく破は壊かいされていき、勇者を背負った俺とアーシアはそそくさと塔から逃げた！　冗じよう談だんじゃありません！　逃げますよ俺は！




　五分後──。崩ほう壊かいした塔──瓦が礫れきのなかに倒たおれる匙の姿があった。

「やった！　勝ったぞ！」

「私たち、龍王を倒したわ！」

　手を取り合って勝利に歓かん喜きする魔王二人の姿があった。ああ、そりゃ勝つでしょうよ。匙よ、合がつ掌しようしてやるからな……。

　しかし、魔王二人が勝利を満まん喫きつできたのはその短い時間だけだった。

「「これはどういうことですか？」」

　突とつ然ぜんの第三者の声。振り返ればそこにはソーナ会長とグレイフィアさんのお姿が！　お二人とも怒いかりに肩かたを震ふるわせていた！　それを見て魔王お二人が怯おびえる！

「こ、これはだな、アザゼルからゲームのお誘さそいを受けて……」

「そ、そうなのよ、ソーナちゃん！　一人の男の子を勇者にしていくって大事なお仕事なのよ！」

　そう言い訳するものの、会長と最強の『女王クイーン』が納なつ得とくするはずもなく──。魔王双そう方ほう、襟えり首くびをつかまれて引きずられていく。

「お話は魔王の城で聞きます。仕事を放ほう棄きしてのゲームだなんて許し難がたいことです」

「お姉さま、今日はじっくりと今後について話し合いましょうか」

　転移魔ま方ほう陣じんも展開されて、魔王二人が身内に連行されていった。最強の魔王の弱点は家族だった！　うん、ソーナ会長もグレイフィアさんも怒おこるとおっかないもんね……。

　さらに天の声──モニタールームにも変化があった。先生の声とは違う第三者の怒ど声せいが聞こえてくる。

『こんなところで何をしているのですか、アザゼル！』

『おわっ！　シェムハザじゃねぇか！　副総そう督とくがこんなところに何の用だよ！』

『それはこっちの台詞せりふです！　このようなゲームを作っているなんて私に一いつ切さい説明がありませんでしたよ！　またグリゴリの資金をつぎ込んだのですか!?　怪あやしげなロボットといい、無む駄だなＵＦＯといい、この謎なぞのゲームといい、あなたはどうしてこんなことばかり！』

　どうやら、先生も身内に捕つかまりそうだ。てか、内ない緒しよで作っていたんですね！　そんなことだろうと思いましたよ！

　その後、ゲームは終しゆう了りようとなり、俺たちはフィールドをあとにした。




　あとになって知ったのだが、『アザゼルクエスト』はその後も開発が進んだものの、先生はプロジェクトから外されて他ほかのグリゴリ幹部が引き継つぐことになったそうだ。ゲームは手軽に異形を相手にしたい異能持ちの人間相手に研究が進むようだ。

　会長やグレイフィアさん、シェムハザさんにサーゼクスさま方のことを教えたのは部長だった。陰かげからこのゲームの様子をうかがっていたようで事情を知るや否いなや連れん絡らくしたという。

　肝かん心じんの依い頼らい者──火照幸彦は貴重な体験に恐きよう怖ふを覚えながらも、結構楽しめたようで、

「ありがとうございました！　俺、このままそっちの業界に行こうと思います！」

　負けを知りつつも超ちよう常じようの世界に興味を強く抱いだいた様子だった。……あれだけの強つわ者ものと戦ってへこまないなら、見込みがあるかもね。

　つーか、今回俺って、本当に脇わき役やくだったな！　損なのか、得だったのかわからん！　まあ、すごく疲つかれましたよ。先生とサーゼクスさまたちが関かかわるとろくなことが起きないんだ！

「おう、イッセー！　今度は武器を作ってモンスターをハントしていくゲームを作るぞ！　相手は龍王や元龍王や天てん龍りゆうだ！　今度は敵かたき役やくになってくれ！」

　先生がまた変なのを作ろうとしてる！　どんだけ伝説のドラゴンを酷こく使しするんだよ、あんたは！　もう本当にカンベンしてください！







　　　Life.4　マツレ☆龍りゆう神じん少女！







　休日の午後、俺の部屋に皆みんな（同居している女子たち）で集まって冥めい界かい式人生ゲームをやっているときだった。

　ふとイリナが漏もらす。

「そういえば、オーフィスさんを祀まつる神しん殿でんや神社って必要なのかしら。ほら、龍神だし」

　と、そう言ったのだ。

　神殿、神社……？

　なるほど、オーフィスは無限の龍神ウロボロス・ドラゴンと称しようされるドラゴンだ。まあ、「元」が頭につくようになってしまっているが……。

　ルーレットを回しながら小こ猫ねこちゃんが言う。

「……龍、つまりドラゴンはどこでも力の象しよう徴ちようであり、神として祀られていますね。ただのドラゴンでもそんじょそこらの異形よりも遥はるかに強いので、たいてい『龍神』として拝まれています」

　それはリアスや先生にも聞いたことあるな。

　東洋、西洋のドラゴン、どちらも力の塊かたまりであり、人間や他の異形の者たちから見たら十分に脅きよう威いで、場合によっちゃ神にも等しいほどの畏い敬けいの存在なんだそうだ。

　俺もドラゴンっていうのは下のものから上位クラス、それこそ伝説のドラゴンまで出会ったが、確かにどれもがバカげているほどに恐おそろしい奴やつらだった。

　普ふ通つうの人間や下級悪魔じゃ、ただのドラゴンを相手にするのも必死になるだろうな。そりゃ、普通のドラゴンでさえ強いんだから、世界各地で神として扱あつかわれてもおかしくないんだろう。

　小猫ちゃんの説明に朱あけ乃のさんが付け加える。

「そのドラゴンのなかでもとりわけ強く、高潔な存在を『龍の王』──龍王とし、その『王』たちよりも高次元の者が『龍のなかの神』となったそうですわね」

『王』は五大龍王のことだ。『神』はここにいる無限の龍神ことオーフィスと、赤せり龍きゆう神しん帝ていグレートレッドだろう。どちらも『神』がつくからね。まあ、グレートレッドは『龍のなかの龍』──『真』のドラゴンこと『真しん龍りゆう』とも称されているけどさ。

　しかし、高潔な存在……ねぇ。俺はオーフィスに視線を送る。

「？」

　ロリっ娘こな龍神さまが俺の視線に気づき、頭に疑ぎ問もん符ふを浮うかべて首をかしげていた。

　オーフィスは強いし、特別なドラゴンってのもわかるんだが……。

　信しん頼らいする相棒のドライグやライバルたるアルビオンを除くと、心から尊敬できるドラゴンは元龍王のタンニーンのおっさんぐらいだぞ……。

　俺が知っている限りで他の龍王たちは、寝ね太た郎ろうの龍王、呪のろいが強そうな龍王、勝手気ままそうな龍王──と、とても高潔なドラゴンには思えませんって！　龍王やめたおっさんが一番の龍王らしいって時点で選考基準に疑問を抱きます！

「ちなみに龍王以上の力を持ち、けれども龍の神にはまだ一歩足りないという理由で赤せき龍りゆう帝ていと白はく龍りゆう皇こうは『天てん龍りゆう』となったとも聞きますわ」

　レイヴェルが補足説明をくれた。

　ほうほう、二に天てん龍りゆうにはそんな理由もあったのか。

　俺の隣となりに座るリアスがカップに口をつけたあとにオーフィスに問う。

「さすがに神社を建てるのは私たちのような身の立場から言えば無理でしょうけれど、小さなお社やしろぐらいなら……。ねぇ、オーフィス。お社、欲ほしい？」

　リアスにそう訊きかれて、ロリっ娘の龍神さまは頭を左右に揺ゆらしていた。このかわいい挙動は考え事をしているときのオーフィスの反応だ。変わらず無表情だけど、とてもかわいらしい仕草です！

　その反応を見てリアスが微笑ほほえみながらひとつうなずいた。

「嫌いやなら否定する傾けい向こうの強いオーフィスが考えるなんて、興味がないわけじゃないみたいね。ちょうどいいわ。とある案件で相談をされていたところだし、それに絡からめてやってみましょうか」

　リアスの言っていることがそのときはわからなかったが……。

　そのやり取りはその日そこで終わりで、俺たちは冥界式人生ゲームを再開させた。

　そして、後日へ──。







　休日──。

　俺たちは客人を待つため、地下にある巨きよ大だい魔ま方ほう陣じんの部屋に集まっていた（木き場ばもギャスパーも駆かけつけている）。

　なんでも先日リアスが口にしていた『とある案件』の関係者がここを通ってくるそうなんだが……。

　その関係者の名前を最初にリアスから聞いたとき、俺も驚おどろいたよ。まさか、あの子とは……。

　俺がそう思い返していると、魔方陣が輝かがやき、赤い鳥居がおぼろげに出現し始める！

　おおっ！　鳥居！　魔方陣からこんなのが出てきたよ！　けど、この鳥居は見覚えがあるぞ！　そう、あれは京都で──。

　魔方陣の輝きと共に鳥居の中央に空間の歪ゆがみが生じた。──と、同時に怪かい火かがいくつも現れる。ああ、やっぱりあのとき見たものと一いつ緒しよだ。

　俺が得心するなか、鳥居から現れたのは──。

「久しぶりじゃな！　八や坂さかの娘むすめ、九重くのうの登場じゃ！」

　元気よく鳥居を潜くぐってきたのは、巫み女こ服を着た金きん髪ぱつの女の子──九重だった！

　ピンと立った獣けものの耳を頭に生やして、もふもふした尾おをふりふりと揺らす姿は可愛かわいらしい限りだ。

　九重──俺たち二年生が修学旅行で京都に赴おもむいた際に世話になった妖よう怪かいのお姫ひめさまだ。お母さんは京都の妖怪たちを牛ぎゆう耳じる九きゆう尾びの狐きつね──八坂さん！　めっちゃ美人でおっぱいが大きかったのは印象深かったぜ！

　九重はお付きらしい狐耳をした巫女のお姉さんたちを両りよう脇わきに従えていた。おそらく、京都でも会ったことのある妖よう狐このお姉さんたちだろうね。いやー、狐耳のお姉さんも最高ですわ！

　俺は小さなお姫さまに言う。

「よう、九重。ここじゃなんだから、上に行こうか」

「うむ！　お邪じや魔まさせていただく！」

　元気なお返事だこと。

　てなわけで魔方陣の部屋にいるのもなんだから、俺たちは九重とお付きの方を兵ひよう藤どう家け上階ＶＩＰルームまで通す。着くやいなや、妖狐のお姉さんたちは九重と俺たちに一礼すると「ドロン！」と煙けむりと共にこの場から去っていく。

　そう、今日来訪する客人とは九重のことだったんだ。

　リアスは微笑みながら九重にあいさつをする。

「ごきげんよう、私はリアス・グレモリー。京都ではうちの眷けん属ぞくたちがお世話になりました」

　リアスは初対面だね。というか、三年生のリアス、朱乃さん、一年生の小猫ちゃん、ギャスパー、レイヴェルは九重とはこれが初めての顔合わせということになる。

　リアスのあいさつに九重は丁てい寧ねいに頭を下げて応こたえる。

「こちらこそ、お初にお目にかかります。九重と申します。今後とも何とぞよろしく頼たのみまする」

　九重はあいさつを済ましたあと、マジマジとリアスの顔や全身を見ていた。

　リアスが視線に気づき、自身に変なところがあるのかと軽く目線を配らせるが……。

　途と端たんに九重は興奮した様子ではしゃぎ出す。

「おおっ、お噂うわさ以上に麗うるわしいお方じゃ！　さすが正妻殿どのじゃな！」

　そりゃ、リアスは麗しいさ。俺の自じ慢まんの主あるじさまです！

　リアスは九重のはしゃぎようにちょっとだけ困こん惑わくしているようだった。

「大変光栄なお褒ほめの言葉だけれど、せ、正妻殿……？」

　自身の呼ばれ方についての反応に困っていた。

　九重は大いにうなずき続けた。

「うむ！　イッセーの主さまで想おもい人だと聞いておりまするぞ！　となれば、私にとっては正妻殿ということになるのじゃ。母上にも正妻殿を立ててこそ、天てん龍りゆうの御み子こ──」

　そこまで言いかけた九重だが、突とつ如じよとして先ほど「ドロン！」と消えた妖狐のお姉さんたちが現れて小さなお姫さまの口をふさぐ。

「九重さま。それはまだ早すぎまするぞ！」

「まずは印象操作です！　正妻殿と側室の方々と仲良くならねば『京の都・天龍御子千年計画』がパーでございます！」

　九重も口をふさがれながらも「うんうん」とうなずいていた。

　……俺たちが怪け訝げんな眼まな差ざしで彼女たちを見ていると、「おほほほほ」と誤ご魔ま化かされる。その後、お姉さんたちは再び消えていった。

　な、なんだ、「京の都・天龍御子千年計画」って……。俺、京都の妖怪に何かを求められている……？　しかも正妻殿と側室の方々と来たか……。

　ゼノヴィアが自身を指さし、イリナに問う。

「……アーシアはともかく、私も側室でいいのか？」

「とにかく、まずはリアスさんを立てないとダメよ」

　何やら彼女たちも思うところがあるらしい。

　レイヴェルと小猫ちゃんも小声で話し込む。

「……小猫さん。いま、順番はどうなってますの？」

「……上はいいとして、参戦するのかしないのか曖あい昧まいなヒトもいるから、込こみ入ってるかも。しかもこの様子だとこの娘も……」

　……なんだなんだ、俺を置いて女子が皆ひそひそ話をし始めたぞ……。

　ま、まあ、それは置いておいて、なんでも九重は俺たちと京都で別れたあと、ずーっと、俺たちのもとにきたいと愚ぐ図ずっていたようなんだ。九重は京都の妖怪たちのお姫さまだ。おいそれと俺たちのもとに気軽に遊びにくるわけにもいかない。

　さすがの八坂さんと周囲の妖怪たちも困り果てて、リアスに相談を持ちかけていたそうで……。

　さて、その九重は今日兵藤家にただ遊びに来たわけじゃなく、名目を持ってここに馳はせ参じている。

　気を取り直して、九重はえへんとばかりに胸を張って堂々と言った。

「龍の社を建てたいそうじゃな？　しかし、悪あく魔まゆえにその方法も知らぬと聞いた！　しかし、皆みなのもの、安心せい！　九尾の狐──八坂の娘たるこの九重が来たからにはもう心配せずともよい！　私が一から教えてしんぜよう！」

　お社の建造──それが九重のここに来られた「名目」だ。そして、リアスが八坂さんの相談に応えたものでもある。

　先日話題に出た「オーフィスのお社」と八坂さんからの「九重のわがまま」をいっぺんに叶かなえるというリアスのナイスなアイディアだ。

　九重はきょろきょろと俺たちを見み渡わたす。すると、オーフィスに視線が行き着いた。

「うむ。イッセー以外に龍の気を感じ取れるのはそこの女人じゃな。……龍の女人でいいんじゃな？」

　オーフィスは首をかしげて「？」状態だが、「我、オーフィス」と名乗られても厄やつ介かいだ。

　無限の龍りゆう神じんさまは基本的にここにいないことになってるからな。立場上、一番取り扱あつかいに気をつけないといけない存在だ。

　オーフィスが余計なことを口に出す前に俺は慌あわてて九重に言う。

「そ、そう！　この娘はオー……いや、フィスって名前のドラゴンの女の子なんだ！　とある件でうちにホームステイしていてさ！　なんでも名のあるドラゴンの血を引いているから、なんだったらお社でも建ててみようかーって話になったわけで！」

　相当な出任せを勢いで口にしてしまった！

「なるほどのう、このフィスという龍のために社を建てて『龍神』として祀まつりたいわけじゃな！」

　あ、九重はすんなり信じてくれたようだ。良かった良かった。

「私はてっきりイッセーの社を建てるものだと思っておったが……まあよい！　それでどこに建てるのじゃ？」

　九重にそう問われたので俺たちは兵藤家の屋上に行くことに。

　屋上は空中庭園になっており、花か壇だんや小さな野菜畑があった。お茶をするためのテーブルと椅い子すもあり、休日になるとこの屋上に必ず誰だれかが足を運んでいる。

　その屋上の一角に何もないスペースがあるので、お社やしろを建てるならそこにしようかといちおうの目算はあったんだ。

　お社を建てる予定のスペースを見て九重はうんうんうなずいていた。

「どうかな？」

　俺が訊きく。九重はにんまり笑んでピースサインをくれた。

「うむ！　まあ、これぐらいの空きがあるのなら小さな社は建てられるじゃろう！　よし！　祀る者もわかり、場所も把は握あくしたところでさっそく工具と材料じゃな！」

　九重は手をぽんぽんと二度叩たたく。すると、またまた「ドロン！」と煙と共に狐のお姉さんが出現して、九重に木箱を渡わたした。

　光こう沢たくがあって、なかなか雅みやびな模様と雰ふん囲い気きを持つ木箱だ。九重が開けると──そこにはノミやカンナ、木き槌づち、ノコギリなどの工具が納められていた。

「これは我が都に伝わる由ゆい緒しよある工具じゃ。これを用いて材料を切って削けずって社を建てようぞ！」

　なるほどなるほど。社のための材料を削り出す工具ね。

　……いや、しかし、なんというか……。俺をはじめ、悪魔の面々はその工具を見るや軽く身み震ぶるいをしてしまっていた。平気そうなのは聖せい剣けんを扱える木場、ゼノヴィア、イリナぐらいだろう。

　ロスヴァイセさんが言う。

「神事をおこなう工具であるせいか、これらは神聖な気を放っていますね。悪魔たる私たちが手にするには少々やけどをしそうです。緩かん和わ用の魔術を使ってもいいのですが……この工具を扱うのは考えもののような気がします」

　そうか。この工具、ロスヴァイセさんが言うように聖なる気のようなものを発しているんだ。だから軽く寒気がするんだね。聖剣や十じゆう字じ架かほどじゃないが、持ったら具合が悪くなりそう。悪魔ってこういうとき不便だね。

　てか、龍神のお社を建てることは神事なんだな。

　それを聞いて九重は少しだけ当とう惑わく気味となった。

「なんと。そこまで思考が至っておらなんだ……。うーん、私は持てるのじゃが……そういえば我が同どう胞ほうでもこれらを持てる者は限られておったな」

　九重は普ふ通つうに持っているが、俺たちが使う分には問題がありそうだ。

　こういうとき、アザゼル先生がいればアドバイスしてくれるんだけどな。この手の話に食いつきそうだもん。

　ところが今日に限って、あのトラブルメーカー先生がいない。

「こんなときに先生がいたら心強いのだが……」

　そう口にするゼノヴィア。朱乃さんが嘆たん息そくする。

「アザゼル先生なら『第三百十六回堕だ天てん使し幹部麻雀マージヤン大会』に参加するとかでいませんわ。……まったく、うちの父親まで巻き込んで麻雀大会だなんて……っ！」

　少し呆あきれ気味の口調である朱乃さん。って、麻雀大会!?　しかも堕天使幹部の!?

　……平和すぎるというか、三百回以上ってことは和平会談前からやっていたんだな……。堕天使幹部の方々って変なヒトが多いからそういうのが流は行やっちゃうんだろうね。

　あ、魔ま王おうさま方も変なヒトばっかりだ！　冥めい界かいは悪魔も堕天使も上層部がどうしようもないな！

「これらの工具について、以前の同どう僚りように訊いてみます。私の故郷には神事の工具について詳くわしい部署がありましたから」

　ロスヴァイセさんはすぐに小型連れん絡らく用魔ま方ほう陣じんを展開させていた。

　さすが元北ほく欧おうの主神のお付きヴァルキリー！　考えてみれば、神事について誰よりも身近で見てきたヒトじゃないか。

　通信魔方陣で二、三やり取りをしたあと、ロスヴァイセさんは言う。

「元同僚に専用の術式を教えてもらいました。軍手にその術をかければ、これらの工具ぐらいなら一日手にしていても平気になるようです」

　さっすが、魔法の使い手。九重の持ってきた工具を無下にしない心配り！

　九重はひとつ大きくうなずいて、元気に手をあげる。

「うむ！　では次は材料じゃ！　木材を調達しに行くぞ！」

　そんなわけで俺たちは手分けして社建造のため、材料を調達しに行くこととなった。

　……さてさて、どんなお社ができるのやら。




　　　　─○●○─




　俺、リアス、ゼノヴィア、九重が訪れたのは、とある森のなかだ。魔方陣で転移してきたわけだが……。

　生おい茂しげる山の木々は樹じゆ齢れいを積み重ねているであろう立派な巨きよ木ぼくばかりだ。……見ているだけで圧あつ倒とうされるほど、天高く俺たちの眼前にそびえ立つ。

　……おおっ、木々だけじゃなくて、山全体から静せい寂じやくで霊れい的てきな雰囲気が出ているね。悪魔だからか、第六感がざわざわする。人の手が入ってなさそうだからかな。

「転移先はこの山でいいのね？」

　リアスが九重に訊く。

　九重が首を縦に振ふりながら一歩前に出る。

「はい、さすが正妻殿どのです。寸すん分ぶん違たがわぬ場所に出られましたぞ。この山の神にはすでに話が済んでおりますゆえ、樹齢の永い杉すぎを一本いただくことになっておりまする」

　ほうほう、この山の神さまには話がついていると。──で、この立派な杉のうち、一本をいただけるのね。そりゃ、ありがたいというか、急な思いつきを叶えるにしてはもったいないと思えるほどだ。

「樹齢を重ねた立派な杉なのに、木材にしていいのかな」

　俺はつい口に出してしまう。だってねぇ、歳としを重ねた杉にもやんごとなき精神があってもおかしくないんじゃね？　俺、物には魂たましいが根付くっていう日本的な八や百お万よろずの考えも持っているからさ。恐おそれ多くなっちゃうよ。

　九重が答える。

「安心せい、イッセー。なんでも先日の天災で真っ二つになってしまった杉があるそうなのじゃ。それを今回いただける運びとなっておる」

　あ、そうなんだ。

　その傷いたんでしまったという杉のもとに俺たちは歩を進めると……確かに前方に真ん中あたりからポッキリと折れてしまった立派な巨木があった。

「この杉は齢よわい四百年と聞く。折れた先だけをいただき、残った部分はそのままにして欲しいとのことじゃ」

　齢四百年！　そ、そりゃ、すごい！　ぶっとくて見事なものだもんな。

　ゼノヴィアが折れた杉の木に手を添そえる。

「うん。あとはこれを運ぶだけか。私はてっきりこの山の巨木をデュランダルで伐きるものだと思っていた」

「相変わらず豪ごう快かいだな、おまえは！」

　つい、ゼノヴィアに突つっ込んでしまった！

　悪魔が伝説の聖剣で霊的な山場に生える樹齢ん百年の杉を真っ二つって、特とく殊しゆな出来事すぎてそれはそれで一見の価値があるのかもしれないけどさ！

「では、作業開始ね」

　リアスの指示のもと、俺たちの作業が開始される。

　まずは九重が山と杉への感謝の儀ぎ式しきを済ませた。次に俺が素す早ばやく禁手化バランス・ブレイクして、鎧よろいを着込む。俺は折れた巨木を持ち上げて、そこに九重が持ってきている図をもとにゼノヴィアが（今回用に用意された）特殊儀礼済みの刀とう剣けんにて杉を大だい胆たんに切り分ける。

　それをリアスが展開させた転送術式の魔方陣に放ほうり込んでいった。

　転送先は兵藤家の地下。そこにはすでに日曜大工組が待機していた。そこで杉が加工される。

　屋上でもブロック基き礎そ組がお社の土台を組んでいる頃ころだろう。

　……と、切り分けられた杉を転送魔方陣に放るなか、俺は一いち抹まつの不安も覚えていた。

　大工仕事の素人しろうとたる俺たちがきちんとお社を作れるのだろうか？　簡単な作りの小屋を建てるわけじゃないんだしな。

　杉だって、一から木材に加工しないといけないようだし、仮に材料ができても、それをうまく組み合わせるだけの技量がない。

　悪あく魔まだから魔力である程度の作業工程を簡略化はできそうだけど、技術的なものとなると専門家がいないといけないような……。

　リアスが九重に言う。

「あの従者たちは職人の技術も持っているのね？」

「はい、あの者たちはきちんと修しゆ行ぎようを積んでおりますぞ。設計図となる図面も事前に用意しておりますので、杉もきっと兵藤家にて木材に加工されているでしょう」

　あ、そうなんだ。あの狐きつねのお姉さんたちは職人さんでもあるのね。そりゃ、安心だ。今頃、オカルト研究部の皆みんなの主導者となって指示を出していることだろう。

　じゃあ、安心して俺とゼノヴィアは杉をあっちに送れるわ。

　黙もく々もくとゼノヴィアと作業を進めていると、リアスと九重の会話が聞こえてくる。

「正妻殿は『ないすばでぃ』をどのようにして維い持じしているのか九重は興味が尽つきませぬ」

「特にこれといって特別なことはしていないわよ。というよりも九重さん、その……『正妻殿』という呼び方は……反応に困ってしまうわ」

「なんと！　そ、それは失礼致いたしました！……正室殿、でしょうか？」

　驚おどろく九重にリアスは小さく笑えむ。

「そういうことではないの。もっと普通でいいのよ。──リアスでいいわ。イッセーのこともそう呼んでいるのでしょう？　私もイッセーたちと同様にあなたのことを『九重』と呼んでもいいかしら？」

　それを聞いて、九重は顔を輝かがやかせるようにパァと明るくさせた。

　リアスと話すとき、どこか緊きん張ちようの面おも持もちで対応していた九重が初めて張り詰つめたものを解いた瞬しゆん間かんだと思った。

「わかりました、リアス殿！　私のことをぜひとも『九重』とお呼びくだされ！」

「ええ、もちろんよ、九重」

　おおっ、なんだか、一気に九重がリアスに懐なついたように思えたぞ！　さすが俺の想おもい人だぜ。九きゆう尾びのお姫ひめさますらも笑顔でイチコロ！

　二人のやり取りに和なごんでいると、ゼノヴィアが一言漏もらす。

「……やはり、正妻だな。ああやって序列が自然と生まれていくんだ。……早めに参戦して良かったぞ」

　どこかリアスに畏い敬けいの念を抱いだいている様子のゼノヴィアだが……。

「イッセー！　私は最近女子力を高めようと思っているんだ！　いずれ起こるであろうオカ研女子戦争に勝ち残るため、力をつけるぞ！」

　そう言うやゼノヴィアは張り切って杉を切り分けるが……女子力を勘かん違ちがいしてませんかね!?　女子力って、剛ごう力りきのほうじゃないからね!?　女性的な魅み力りよくのことだよ！

　いや、まあ、ゼノヴィアらしいったらゼノヴィアらしいからあえて俺は忠告しないよ。

　俺はパワーバカなおまえが嫌きらいじゃないさ！　けど、ほどほどにな！　テクニックタイプの重要性を俺とゼノヴィアに切々と語る木場が泣いちゃうからね！

　何はともあれ、俺たちはオーフィスのお社やしろを建てるため、準備を進めていったんだ。







　兵藤家地下の作業場では、杉が綺き麗れいに木材に加工されており、パーツごとに床ゆかに置かれていた。

　山から帰ってきた俺たち（俺、リアス、ゼノヴィア、九重）は、その後作業を手伝うことになったんだ。

　九重が連れてきてくれた従者兼けん職人のお姉さん二人が懇こん切せつ丁てい寧ねいに工程を教えてくれたおかげで、なんとか骨組みは揃そろえることができた。

　お社の土台となるブロック基礎もあとは固まるのを待つだけだ。

　残るは鳥居、しめ縄なわなどだが、そちらはすでに発注しているそうで、届くのを待つ形となる。一日でお社が完成するわけはなく、俺たちはその日の工程を終えて家でくつろぐことになった。

　いつもと違う筋肉を使ったせいか、えらく疲つかれたな。

　夕食は一階リビングで九重も従者のお姉さんたちも一いつ緒しよだった。

「九重と申します。兵藤一いつ誠せい殿には京都にて母共々大変お世話になりまして、このたびの──」

　九重は幼い見た目と裏腹の丁寧なあいさつを俺の両親にして驚かせていた。この娘むすめ、元気はつらつで猪ちよ突とつ猛もう進しんなところがあるけど、育ちのせいか、そういうところはきちんとしているんだよね。

　しかもお土産みやげまで持参していた。──京風のいなり寿ず司しをたくさん持ってきてくれた。

　狐耳と尻尾しつぽを隠かくすのを忘れていた九重たちだったが、それを母さんたちが見ても、

「あらかわいいお耳ね！　もふもふした尻尾のアクセサリーも似合ってるわ！」

「うんうん、巫み女こ服っていうのも悪くないな」

　と、まあ、巫女のコスプレした女の子たちがアクセサリーを着けているだけと判断されたようだ。奇き異いな思考の持ち主とばかり出会っているから、俺の両親はたくましい感性の捉とらえ方を得つつあると思うんだ……。

　そんな両親とのあいさつと夕食を済ませて、上階にあがる。

「どうじゃ、制服じゃぞ！」

　少し姿を見せないと思っていたら、なんと駒く王おう学がく園えんの女子の制服に着き替がえていた九重！

　サイズが合っていないのか、かなりのぶかぶかだが、確かに駒王学園の制服だ！

「それ、どうしたんだ？」

　俺が訊きくと狐のお姫さまは「えへん」と胸を張って答える。

「特別に頼たのみ込んで通つう販はんで手に入れたのじゃ。冥めい界かいでは、これが若い女人の間で流は行やっていると聞くぞ」

　そういや、そんなことを以前耳にしたことがあったな。

　リアスやソーナ会長が若手レーティングゲームで、この制服をグレモリー、シトリーのユニフォームのように使っていたから、テレビでそれを見た冥界の若者たちが影えい響きようされて着ているって。

　グレモリー家辺りがグッズとしてこの制服を冥界で売っていてもおかしくないもんな。リアスの実家の事業はちゃっかりしてるし。

　しかし、九重の着ている制服は最小サイズだろうけど、それにしても袖そでやらが余ってしまっている。かわいいけどね！

「似合ってるじゃないか。もう少し大きくなればピッタリだな」

　俺がそう言うと九重は顔を赤く染めてもじもじとしていた。

「う、うむ！　この制服がピッチリと決まる立派な女性になってみせるぞ！　期待しておれな！」

「ああ」

「というよりも『じょしこーせー』になったら、私は駒王学園の高等部に入学するぞ！　母上とも約束しておる！」

「駒王学園に？」

　入学っていっても何年後になるんだろうか。脳内で女子高生となった九重を思い描えがいてみるが……うん、すごい美少女になるだろうね！　お母さんがあの容姿なんだ、お、おっぱいなんかもバインバインになってそうだし！　そりゃ、将来が楽しみだなぁ！

「……やらしい想像してませんか？」

　あうっ！　小猫ちゃんに鋭するどいツッコミを受けた！

　レイヴェルが小さく笑う。

「まあ、イッセーさまったら、小さい子は小猫さんまでにしておかないとダメですわ」

「……私はそこまでちっこくない。それにもう少ししたら、姉さまのように胸もおっきくなる予定だから」

「あら、姉がそうだからといって妹もそうなるとは限らないかも……ですわよ？」

「うぬぬぬ、絶対におっきくなるよ！　レイヴェルなんて余よ裕ゆうで超こえるから！」

　あらら、小猫ちゃんとレイヴェルがまた口げんかし始めちゃったよ。

　まあ、いつものことだし、どうせこのあとすぐに仲直りするだろうさ。

「我も着てみた」

　──と、龍りゆう神じんさままで駒王学園の制服に着替えていた！

　こちらは最小サイズでギリギリ入るようで、きちんと制服を着こなしていた。
















「我、似合う？」

「ああ、似合うよ。かわいいかわいい」

　頭をなでてやると、心なしか少しうれしそうな反応を見せていた。

「フィス殿どのの服も着てみたいのじゃ」

「我も巫女服着たい」

　なんだか、九重とオーフィスは打ち解け合って仲がいいなぁ。いい雰ふん囲い気きだ。

　九尾のお姫さまと龍神さまの着替えタイムが済んだあと、イリナが大きな箱を持って登場する。

「夕飯も食べて、お着替えも楽しんだら、皆でゲームよね！　九重さんの歓かん迎げい会かいと称しようして遊びましょう！　冥界式人生ゲームもあるし、天界式人生ゲームも用意したわ！」

「トランプにＵＮＯもあるぞ」

「カルタもありますよ！」

　ゼノヴィアとアーシアもゲームを携たずさえての登場だった！

　そうだな、九重がせっかく遊びに来てくれたんだ、時間の許す限り楽しもうじゃないか！

「んじゃ、兵藤家ゲーム大会でも開かい催さいしますか！」

　俺が手をあげてそう決めると皆も『おーっ！』と乗ってくれた！

　そのまま俺たちは九重と従者のお姉さん参加のゲーム大会に興じていく。

　……と、朱乃さんがケータイを取り出してため息なんぞついていたが……。

「……どうやら、堕だ天てん使し幹部の麻雀マージヤン大会は徹てつ夜やに突とつ入にゆうするらしいですわ」

　あっちもあっちで大盛り上がりしそうだな……。

　まあ、こんな平和な日々も大切だって！




　　　　─○●○─




　そんなこんなで次の日──。

　土日を利用してのお社建造も最終段階。

　切り出しておいた木材パーツを組み合わせて、小さなお社を組み上げていく。

　パーツの切り出し、精度は大したもので、図面の通り組むだけで小型の社が出来上がっていった。ついに形となったお社を固まった土台の上にのせて固定する。

「いちおう、完成かな」

　木場がふーっと息をついた先には──木造の立派なお社が出来上がり！

『おおっ！』

　皆みんなで拍はく手しゆをしながらついつい声を出してしまった。

「鳥居も届いたぞ」

　転送用魔ま方ほう陣じんからゼノヴィアが朱しゆ色いろの鳥居を持ってくる。ヒトが一人通れるぐらいの小型の鳥居だ。それをお社の前に立て、同じく届いたばかりのしめ縄も社にかける。

「余った木材でこれも作りました」

　従者のお姉さんが四角い箱をお社の前に置く。

　──賽さい銭せん箱ばこだった！　これは小こ洒落じやれてる！

　どんどん形となるお社周りの最後を飾かざるのは、像だ。

　一いつ対ついの狛こま犬いぬならぬ龍の像をお社の両りよう脇わきに置いた。片方は赤い龍の像で、もう片方は白い龍の像だった。

「これは二天龍を模したのかな？」

　俺が問うと、リアスが言う。

「ええ、像は何がいいってオー……じゃなくて、フィスに訊いたら、ドラゴンの赤いのと白いのがいいって言うものですから」

　へー、俺とヴァーリにちなんでか？

　なんて思っていたら、赤い龍の像をオーフィスがぺちぺち叩たたいていた。首をかしげる姿は何かを疑っているのだろう！

「グレートレッド？　倒たおす」

「疑問を浮うかべながら、ぺちぺちやらないでくれよ！　それ、俺やドライグのことらしいから！　俺を倒さないでぇぇっ！」

　赤けりゃ全部グレートレッドですかい!?　かんべんしてくれよ、龍神さま……。

　などとやり取りはありましたが、九重が最終的な神事を執とり行って、ついにお社やしろも完成です！　お社の段差に鎮ちん座ざするオーフィスさま。どこか、うれしそうだ。

　九重が言う。

「かなり神事を簡略化したが、これで良いと思うのじゃ。本格的な行いを済ませて完成させると神聖な力が高まりすぎて、悪あく魔まであるお主らに悪あく影えい響きようが出るやもしれぬからな。これぐらいがちょうど良いと思うのじゃ」

　うん、九重が言うようにこのお社からは特にこれといって悪魔の俺が怖こわいと思える力は感じない。これならこの屋上にあってもまったく問題なさそうだ。

　ふいに朱乃さんが思いついたように口にした。

「うふふ、じゃあ、完成記念に皆でフィスちゃんにお願いをしてみましょうか？」

　おおっ、それはおもしろい！

　そんなわけで完成記念に皆で龍神さまことオーフィスに願うことに！




アーシアの願い

「世界が平和でありますように」

「平和……世界の平和、どこからが平和になる……？」

　深い答えだと思った。




小猫ちゃんの願い

「……イッセー先せん輩ぱいのスケベがほどほどになりますように」

「来世に期待」

　今世じゃダメですか!?




ゼノヴィアの願い

「女子力を高めたい」

「エクス・デュランダルを極きわめる」

　だからそれは剛ごう力りきのほうだってっ！




朱乃さんの願い

「お料理がもう少し上手になれたらうれしいですわ」

「我もうれしい」

　俺もうれしいです！




レイヴェルの願い

「背がもう少しだけ欲ほしいですわ」

「牛乳を毎日飲む」

　それただの生活のアドバイスじゃないですか！




イリナの願い

「クリスチャンの私が龍神に願ってもいいものなのかしら……」

「ミカエルより我のほうが強い」

　何その理論!?　しかもちょっとだけ自じ慢まんげ!?




木場の願い

「えーと、悪魔の仕事がたくさん舞まい込みますように」

「……ＺＺＺＺＺＺ……」

　寝ねてる！　木場の真ま面じ目めなお願いを聞いてあげて！




ロスヴァイセさんの願い

「彼氏かお金が欲しいのですが」

「残念」

　残念！




ギャスパーの願い

「え、えっと、女子力ならぬ男子力をつけたいですぅ」

「ミルたん」

　にょ!?　なぜそれをオーフィスが知っている!?




九重の願い

「願いはたくさんあるが、京都が平和であれば問題なしじゃ！」

「お社をありがとう」

　どっちもえらいこと言うね！




リアスの願い

「アーシアほど規模は大きくないけれど、この町にいる皆が平和であるなら、いいのではないかしら」

「町の平和は我が守る」

　オーフィスが本気出したら誰だれも手を出せなくなるって！




　──と、まあ、皆の願いが済んだところで俺ですかね。

「……どうせ、スケベな願いのはずです」

　小猫ちゃん鋭するどい！　女子の皆とエロエロなことがしたいって願うところでした！　けど、いちおうの願いはさせてもらうぜ。

「いろいろと事件が訪れたりするけど、俺は皆と平和に生きたいです！」

　俺たちのもとには本当様々なものが降りかかる。それによって、日常は簡単に崩くずれ去ってしまう。だからこそ、俺は皆と平和に生活できる日々が欲しいんだ。その延長線上にエロエロなことがあれば、もう文句もないぜ！

「──大だい丈じよう夫ぶ、我、イッセーのことをいつだって見守っている。いつだって助ける。イッセーは我の友達」

　──と、正面からハッキリとオーフィスにそう言われてしまった。

　……へへっ、そりゃ心強い。でも、オーフィスが前線に出ることが起きないよう努めるのが『友達』としての俺の役目だよな。

　などと思っているなか、屋上に姿を現す人ひと影かげがひとつ。

「ふいー。徹夜明けの日差しは辛つらいもんだぜ……」

　アザゼル先生だった！　どうやら徹夜麻雀マージヤン大会は終わったようだ。

「大会はどうでした？」

　俺が訊きくと「バラキエルの優勝だよ」と悔くやしそうにした。近くで朱乃さんが呆あきれていた。

　先生はお社を見るなり、近寄っていく。

「おーおー、これが連れん絡らくで聞いていた龍りゆう神じんさまのお社かよ。なかなか、立派なものじゃないか。九重、さすが九きゆう尾びの姫ひめだな」

　先生のお褒ほめの言葉に九重も「当然じゃ」と胸を張る。

「皆で龍神へお願いをしていたんですよ」

　俺がそう言うと、先生もオーフィスの前に立ち、手を合わせる。

「じゃあ、俺も願うか！　えーと、シェムハザの野や郎ろうがもう少し考えがやわらかくなりますように。バラキエルが堅かた物ぶつやめますように。かわいい天使が堕おちますように。ていうか、幹部に女っけがないんでセラフのガブリエルなんか堕ちてくると大変ありがたいかもしれん。だいたい、ミカエルの野郎がやればいい仕事までこちらに押しつけてくるので、天界自体堕ちてしまえばいいと思うんだよ。あと、別の勢力だが、天てん帝ていがとてもとてもむかつくんで豆とう腐ふの角に頭をぶつけろ！」

　徹てつ夜や明けなのか、腹に溜たまっていたものを吐き出すように先生は口にしていく！

　ガブリエルさんが堕ちる、か。そ、それはそれでたまらないものがあるかもしれない！　あのナイスバディで天然そうな美女セラフさまが堕だ天てん使しの妖よう艶えんな姿になるのは、ギャップ萌もえというものがあると思うんだ！

　先生の願いに俺まで妄もう想そうを膨ふくらませてしまう。

　すると、突とつ然ぜん空に暗雲が立ちこめ、稲いな光びかりが轟とどろき、ついには──。

　カッ！　天から一条の雷らい光こうが降り注ぐ！

　悪質なことを願う先生に落雷がぁぁぁっ！　つーか、その余波は俺にまでぇぇっ！

　ビリビリッと全身を雷かみなりが走り抜ぬける！

「ガガガガガガガガガッ！」

「ギャギャギャギャギャギャッ！」

　俺と先生は二人して雷に痺しびれて黒くろ焦こげになってしまった……。

「？」

　とうのオーフィスは首をかしげて、いま起こったことを不思議そうに見ているだけだ。

　……天からの抗議が先生に降ったんだろう。ついでに心中でいかがわしいことを考えていた俺にも飛び火した、と……。

　黒焦げとなった俺と先生なんてオチがあったものの、オーフィスのお社は完成したのだった。




　別れのとき。

　お社建造という名目も終え、一いつ泊ぱくもした九重はついに帰る時間となった。地下室の魔ま方ほう陣じんのある部屋に皆みんなが集合する。

　こちらのお土産みやげをたくさん風ふ呂ろ敷しきに包んで九重たちに持たせたし、準備も万ばん端たんだ。

「ありがとう、九重」

「九重、また来なさいね」

　俺とリアスが九重に別れのあいさつを済ませる。彼女も名残なごり惜おしそうにしながらも「うむ、大変楽しい時間であった！　お世話になりました」と元気に振ふる舞ってくれた。

　最後にオーフィスが一歩前に出て、九重に言った。

「また我と遊んでくれるとうれしい」

　それを聞いて九重も笑え顔がおを全開にした。

「うむ！　私とフィス殿どのはお友達じゃ！　また、私と遊ぼう！」

　オーフィスにまた一人友達ができた。それはとても素す敵てきなことだ。

　九尾のお姫さま、九重。案外、これからもちょくちょく遊びに来そうだな。

　次はどんな「名目」で来てくれるのやら。







　　　Life.5　ねこまた☆忍にん法ぽう帳ちよう







　これはリアスがルーマニアに旅立つ前、魔ま法ほう使つかいとの契けい約やく話をあれやこれやとしている頃ころだった。

　俺は眼前の光景に口元をひくつかせていた。

　──俺の部屋で悠ゆう々ゆうと黒くろ歌かがＴＶゲームをしている。

　黒い着物を着き崩くずしている色っぽいお姉さん。頭部に猫ねこ耳みみ、お尻しりにも尻尾しつぽを生やした──小こ猫ねこちゃんの実じつ姉したる猫ねこ又まただ。

　隣となりで申し訳なさそうに座っている魔女っ子スタイルの金きん髪ぱつ美少女──ルフェイは俺に気づいて「す、すみません！」と謝ってきたけどさ……。

　こいつらは元々俺のライバルであるヴァーリのもとに身を寄せていたんだが、小猫ちゃんからの呼びかけでこの兵ひよう藤どう家けに居い候そうろうすることになってしまった。

　小猫ちゃんが未熟である仙せん術じゆつを鍛きたえるため、わだかまりがあるとはいえ、姉である黒歌を頼たよった。

　……この家に下宿することになった黒歌はというと、もうなんつーか、行動のひとつひとつが失礼極きわまりないと言いますか……。

　冷蔵庫のなかのものは勝手に食うし、洗せん濯たく物ものはルフェイか小猫ちゃんにやらせるし、料理や掃そう除じの手伝いもなし、あげく俺の部屋にて無断でゲームをしている。

　……小猫ちゃんに修しゆ行ぎようをつけるとき以外は生活が雑すぎるよ、この悪猫！

　対するルフェイはあいさつができる上に掃除も料理も手伝ってくれていた。

　黒歌のやつ、俺が入ってきても特に反応もなくゲームをし続けてやがる……っ！　寝ねっ転がりながらコントローラーを操作しやがって！

　……今いま更さら怒おこったところで直るはずもないが……。俺は嘆たん息そくして、ベッドに腰こしをおろす。

　そういや、ちょうどいい。最近、気になっていたことを訊いてみるか。

「なあ、黒歌」

「何かにゃ。私はいま素材集めで忙いそがしいのよ」

　……画面を見ると、けっこうキャラクターの装備が充じゆう実じつしているのがわかる！　こ、こいつ！　持ち主たる俺よりもプレイ時間長いんじゃねぇの!?　俺たちが学校に行っている間にもピコピコやっているに違ちがいないよ！

　ちなみに俺の家でＴＶゲームをやっているのは、主に俺と小猫ちゃんだが、意外にもリアスとロスヴァイセさんもプレイしていたりするんだ。二人とも気分転てん換かんにやるのに適していると言っていたな。対戦型ゲームで、皆でワイワイやることもあるけどね。

　まあ、本題に戻もどろう。改めて問いかける俺。

「最近、おまえとルフェイ、夜中にこっそり家を出ているようだけど……町で悪さをしているわけじゃないよな？　ルフェイはそんなことをしないだろうけど、おまえならあり得そうでさ」

　そう、黒歌とルフェイがどうにも深夜この町をうろちょろしているようで、悪あく魔まの仕事から帰るといなかったりするんだよね。訊いてみると、「散歩にゃ」と返されて終わってしまうが、元テロリストの悪猫だから何か企たくらんでいるんじゃないかって気になっているんだ。ま、ルフェイも連れていっているから、特別悪事を働いてはいないだろうが、ちょっとした悪いことはしていそうだからさ。

　俺の言葉を受けて、黒歌がコントローラーを置いて不満そうに口を尖とがらせる。

「失敬にゃ。私が悪さなんてするわけないでしょ？」

　いや、それはどうだろう……。めっちゃしそうじゃね？　つーか、悪ふざけで毒の霧きりを出しそうだ。

「……イッセー先せん輩ぱいの言う通りです。姉さまは胡う散さん臭くさいところがあります。というよりもえっちぃことを考えているときのイッセー先輩並みに信用できません」

　──と、いつの間にか入室していた小猫ちゃんが姉たる黒歌に厳しい意見を突つきつけていた。……うん、エロいことを考えているときの俺は小猫ちゃんにとって信用ならないんだろうね！

「……姉さま、正直に答えてください。この町での悪さは部長やここの家に住む皆みなさんに迷めい惑わくをかけるのですから。私は……いざとなったら姉さまを止めなければなりません」

　強い眼まな差ざしでそう告げる小猫ちゃん。お姉さんを信しん頼らいしたい気持ちと裏切られてしまった過去もあって、複雑な心境を抱いだきながら訊いているのだろう。姉し妹まいだからこそ、いざとなったとき、止めなければならないと決意しているのだと思う。

　責任感が強く、仲間想おもいの小猫ちゃんだからこその態度だ。

　さすがに妹にももの申されたからか、黒歌はルフェイと顔を見合わせて話し始める。

「んーとね、最近私とルフェイは忍法を習っているにゃ」

「……に、忍法？」

　予想外の答えを出されて、聞き返してしまう俺。忍法……？　聞き間違いかなとさえ思えてしまったが、ルフェイも苦笑いしながら黒歌の言葉を肯こう定ていする。

「……えーと、はい。黒歌さんの言う通りだったりします」

　忍法って！　え？　どういうこと？

　いまだ理解できないでいる俺と小猫ちゃん。と、今度はクローゼットの扉とびらが開かれて俺たちのマスコットさまが登場する！

「我も習ってる」

　クローゼットから出てきたのは忍しのび装しよう束ぞくを身にまとった小こ柄がらな龍りゆう神じんさま！

　なんつー格好してるんだよ！　つーか、いつからそこにいた!?　い、いや、それ以前の問題があるぞ！

「オーフィスも!?　おいおいおい、この子をこの家から連れ出すなよ、おまえら。大問題になるんだぞ？」

　俺が言うようにオーフィスの存在は極ごく秘ひだ。元テロリストの親玉がこの町にいるなんて事情を知らない者に知られたら大問題だ。

　黒歌は苦く笑しようする。

「わかっているにゃー。大だい丈じよう夫ぶよ。この町内の移動だし、隠かくれて連れていくのは得意だし」

　隠れて連れていくのが得意とか自じ慢まんされてもさ……。大変困るわけですよ！

「にんぽーにんぽー」

　とうの龍神さまは手で印いんを結んで楽しげだ。龍神が忍法って……。

「どういうことだよ？」

　額に手をやりながら俺は黒歌に改めて訊きく。忍法ってどういうこっちゃ？

「この町に忍にん者じやがいるにゃ」

「…………ん？」

　意外な答えに再度聞き直してしまう俺。……に、忍者？　まあ、確かに忍法といえば忍者で、習うとしたらそうなのかもしれないが……。でも、ここにきて忍者って……。

「だーかーらー、忍者いるんだってば。マジよ、マジマジ」

　真しん剣けんに言う黒歌。その表情は「心外だ」と言わんばかりだ。ルフェイに視線を移しても、

「それについても本当なんです」

　などと答えられてしまう。ルフェイも言うなら間違いないのだろう。

　……うーむ、忍者から忍法を習ってる？　黒歌とルフェイと、オーフィスが？

　首を大いにひねる俺と小猫ちゃん。どう出たらいいか苦く慮りよしていると、後方から声がする。

「ＮＩＮＪＡですって？　どういうことか、説明してもらいましょうか？」

　リアスだった。興味深そうな表情をしていた。リアスって、サムライとか忍者、むかしの日本についてえらく興きよう味み津しん々しんだったりする。

　おそらく、サーゼクスさまの眷けん属ぞくである沖おき田た総そう司じさんから日本のことを習ったのが起因しているよね。そもそも日本に来た理由もそれがあったからこそだし。

　──と、今度は教会トリオまで登場する。彼女たちも俺たちの話を耳にしていたようだ。

「ＮＩＮＪＡだと!?　ＮＩＮＪＡというとアレだろう？　日本一強い戦士の称しよう号ごうなのだろう!?」

　興奮した様子のゼノヴィア。う、うん？　かなり勘かん違ちがいしている様子だな。

　イリナがため息をつく。

「違うわよ、ゼノヴィア。ＮＩＮＪＡは日本の陰の歴史を支配した人たちのことよ」

　それも違うわっ！　おいおいおい、日本人だろう、イリナは！　忍者ぐらい知っておけと言いたいが、幼い頃に外国へ渡わたってしまったから中ちゆう途と半はん端ぱに日本の知識を勘違いしている面もあるんだよね。

「ＮＩＮＪＡさんって、各国の裏社会にもいらっしゃると聞いたことがあります。……ミュータントでしたっけ？」

　アーシアも相当な間違いをしている!?　そりゃ映画かアメコミ系だよ！

　俺たちの話を聞いたのか、ロスヴァイセさんが神しん妙みような面おも持もちで言う。

「北ほく欧おうにいた頃に聞きました。ＮＩＮＪＡの使う忍術は魔法を超こえる代しろ物ものだと」

　いや、それも違いますって！

　なんだ、この外国の人が抱く盛せい大だいに間違った忍者知識は!?　忍者ってのは諜ちよう報ほう活動や暗殺をしていたヒトたちの総称で……決して映画や漫まん画がに出てくる異能力者の集団じゃないんですよ？　俺でも知っていることなのだが、日本生まれたる俺と異国生まれの皆みんなが抱く忍者のイメージとではかけ離はなれているものがあるようだ。

「……皆、盛大に勘違いしているな」

　俺が半眼でそう漏もらすと、朱あけ乃のさんまで登場してクスクスと小さく笑う。

「うふふ、外国の方からしてみれば忍者は特別なのだと思いますわ」

　そ、そうなのかもしれませんね。あっちじゃ、勘違いされて大人気だと言うし。

「冥めい界かいでもＮＩＮＪＡのイメージって、ちょっとした超ちよう能のう力りよく者しや扱あつかいですわね。あちらでも人気です」

　レイヴェルも続けてそう告げてくれた。マジか。悪魔も人間界の外国人さんと変わらないイメージを持ちますか。

　瞳ひとみを爛らん々らんと輝かがやかせながらリアスが黒歌に言う。

「黒歌、ＮＩＮＪＡがいるというところへ案内しなさい。ぜひとも会いたいわ。この町に住む悪魔としてＮＩＮＪＡに会っておかないといけないと思うの」

　……絶対に趣しゆ味みも大いに混じっていると思う！

　こうして俺たちは黒歌とルフェイの案内のもと、この町に住むという忍者のもとへ──。




　　　　─○●○─




　俺たちが深夜に足を踏ふみ入れたのは──町外れにある廃はい墟きよのひとつだった。

　はぐれ悪魔が潜ひそんでいてもおかしくないおどろおどろしい雰ふん囲い気きの廃墟だ。

　話を聞いて駆かけつけてくれた木き場ばが言う。

「僕も師し匠しようから教えてもらうまでは神秘の存在だって信じていたけどね」

　木場はきちんと沖田さんから忍者のことを聞いていたので勘違いはしていないようだ。

　続いて小猫ちゃんも言う。

「……実際は普ふ通つうです」

　ですよね。良かった、俺と同じように普通の認にん識しきを持っているヒトが眷属にいて。

「私もこちらに来るまで勘違いしてましたけれど、調べていくうちに、どの国の歴史にも存在する暗殺集団のひとつだと知りましたわ」

　レイヴェルもどうやら忍者については常識的な意見を持ってくれていた。

　廃墟を上がっていき、しばらく歩き進むと前方に両開きの扉が出現する。

　黒歌が扉に近づいて、身を寄せた。すると、なかから声がしてくる。

『合い言葉、山』

　それに黒歌が応こたえる。

「芋いも」

　……あ、合い言葉が「山」ときて「芋」って！　心中でツッコミを入れたくなるが、

『よし、入りたまえ』

　扉は重々しい音を立てながら開いていく。それでいいのか、合い言葉!?

　なかに入ると──古き良き日本家屋の風景が広がった。俺たちが入ったところが、土間のようになっており、一段高い位置の居間も存在した。居間の中央にはいろりが置かれており、その奥は床とこの間まもあって、掛かけ軸じくもかけられている。

　灯あかりは行灯あんどんという忍者が住んでいてもおかしくない雰囲気を部屋全体から放っていた。

　壁かべには日本刀や鎖くさりがま、くない、手しゆ裏り剣けんまでかけられている。

　マジで忍者がこの町にいるっていうのかよ!?　いや、ただの忍者マニアというオチも捨てきれないぞ！

「ＮＩＮＪＡがここに！」

　リアス、教会トリオはもはや興奮状態！　きょろきょろと珍めずらしそうに室内を見み渡わたしていた。──と、俺たちは背後に生じた気配に気づく。

　振ふり返ると──そこには真っ白な忍装束をまとった忍者が立っていた！

　マジだ！　忍者だよ！　頭ず巾きんを被かぶって顔を隠しているが、男性のようだ。

「黒歌殿どの、これはどういったことでござろうか。他者をここに連れてきてはいけないと言っておいたはずでござる」

　ござる口調かよ！　ちょっと、いや、かなり胡う散さん臭くさくなってきたぞ！

　白い忍者にそう言われ、頰をポリポリとかく黒歌。

「ま、どうしても忍者に会いたいっていうもんだからねー」

　黒歌の態度に不満そうな忍者だったが、ふとイリナに視線を向けて驚おどろいたように両目を見開く。

「むっ、Ａエースイリナ殿か」

「え、あ、はい。……どなたでしょうか？」

　忍者に正体がバレているイリナ。猫ねこ又またの黒歌と魔ま法ほう使つかいのルフェイと知り合いの時点で、特とく殊しゆな立場ではあるんだろうけど、イリナの正体まで知っているなんてちょっと驚きだ。

　イリナは覚えがないようだけど……。怪け訝げんに思う俺たちの目の前で──忍者の背中に白い翼つばさが展開するぅ!?

　十二枚にも及およぶ天使の翼を広げて、忍者はこう告げる。

「拙せつ者しやだ。メタトロンでござる」

　名乗りを受けて、イリナ──だけではなく、俺以外のオカ研メンバーの表情が固まった。

「…………」

　一いつ拍ぱく開けて──、

「「「「「「「「メタトロン!?」」」」」」」」

　オカ研メンバーが一いつ斉せいに驚きよう愕がくの声を発する。

「……メ、メ、メメメメメメメメメ、メタトロンさまぁぁぁぁっ!?　噓うそ！　どうして、こんなところで、こんなことを!?」

　イリナのテンパりようといったらなかった。

「本当か、イリナ!?　この方がメタトロンさまだと!?」

　ゼノヴィアも忍者の正体に心底驚いている様子。

「だ、誰だれだ？」

　同様にビックリしているアーシアへ俺が訊く。

「メタトロンさまは、主しゆの教えでは熾セ天ラ使フのお一人と数えられているお方です！」

　セラフ!?　セラフって、ミカエルさんやガブリエルさんと同じ要職ってことかよ！

　そういや、四大セラフの他ほかにも何名かセラフがいるって聞いたことはあったけど……この忍者天使がその一人だと!?

　白い忍者は俺たちの驚きようにうなずきながらも自己紹しよう介かいをし始める。

「うむ、拙者。セラフに列するメタトロンと申す者。以後、お見知りおきを」

　……セラフで忍者って……。どう反応したらいいかわからない俺たちは改めて、メタトロンさんから事情を聞くことに──。

　居間に上がり、いろりを囲むように座る俺たち。行灯の灯りに照らされながら、メタトロンさんが言う。

「永い生のなかで、拙者が唯ゆい一いつ心を奪うばわれたのが──このＮＩＮＪＡなのでござるよ。映画、テレビ、漫画、そのすべてで華か麗れいかつ勇ましく戦う姿にすっかり魅み了りようされたのでござる」

　……どうしよう、スタートから理解できないよ……。何を言っているの、このセラフさん！

「三大勢力の和平が結ばれたあと、この地に住む高名な先生のもと、ＮＩＮＪＡの修しゆ行ぎようをつけてもらっているのでござる」

　ウソ、この町に高名な忍者住んでたの!?　俺、一いつ切さい気づかずに十七年間過ごしてきたよ！

「……ミカエルさんたちはＯＫ出してくれたんですか？」

　俺が問う。いくら忍にん者じやに憧あこがれたっていっても重要なポスト──セラフだ。あのやさしくも厳格なミカエルさんから了りよう承しようを得ているのだろうか？

　俺はそれがふと気になったんだ。

「うむ」

　うなずくメタトロンさん。ミカエルさん、了承しちゃったんだ……。

　ミカエルさんは事情を聞き、こう告げてきたという。

『ＮＩＮＪＡとは……まさか、かの高名な戦士の一団に弟で子し入りとは、メタトロンの己おのれを研けん磨まする姿勢、敬服に値あたいしますね。いいでしょう。天界のため、信徒のため、存分に鍛きたえてきてください』

「「「「「おお……」」」」」

　それを聞き、リアス、教会トリオ、ロスヴァイセさんが大いに感かん嘆たんの声をあげていた。

　なんでだよ!?　ミカエルさん、ＯＫ出しちゃダメでしょ!?

「……おかしいよ！　皆、おかしすぎるよ！　なんでＮＩＮＪＡがＯＫなんだよ!?」

　頭を抱かかえる俺だが、隣となりでゼノヴィアが鼻息を荒あらくして立ち上がる。

「ミカエルさまからも一目置かれるＮＩＮＪＡ……私も俄が然ぜん忍にん法ぽうを習いたくなったぞ！　なあ、そうだろう、イリナ！」

　イリナも立ち上がり、大きくうなずいていた。

「ええ！　メタトロンさまがＮＩＮＪＡになるというのなら、ミカエルさまのＡエースたるこの私もＮＩＮＪＡになるべきだわ！　主よ！　私は立派に忍法を覚えます！」

　天使の必ひつ須す項こう目もくに忍術とか入っちゃうんですか!?

　教会関係者の反応を見て、リアスは重い腰こしをあげる。その瞳は決意に満ちていた。

「天界に忍術……悪あく魔まとして見過ごすわけにはいかないわ。ぜひとも冥界も忍術を取り入れましょう。いずれ、ＮＩＮＪＡの技術も必要になるわ」

　──天使も悪魔もどれだけ忍者に夢を見ているんだ！

　俺も忍術を覚えなければいけない流れなのだろうかと真しん剣けんに悩なやみ出したところで、再び扉とびらが開かれた。

　現れたのは──和服を着た初老の男性。手にはコンビニ袋ぶくろをぶら下げていた。

「メタトロン殿……何やら騒さわがしいようだが？」

　男性の登場にメタトロンさんが姿勢を改めて正して迎むかえる。

「これはマスター。黒歌殿が新たな弟子志願者をお連れしたのでござる」

　マスターと呼ばれた男性は俺たちに視線を送る。

「ほう、弟子志願とな」

　あごに手をやりながらも若じやつ干かん当とう惑わく気味の男性。

　男性は俺たちと対面して座りながら、改めて自己紹介をしてくれる。

「はじめまして、皆みなさん。私は伊い賀が流忍にん術じゆつを伝える者──百もも地ち丹たん紋もんと申します。いちおう、本筋の流れを汲くむ一族の出です。先ほど、席を外してコンビニに行っていたのです」

　本物の忍者ってことかよ！　しかも伊賀流！　この町は悪魔、妖よう怪かい、魔ま物ものに忍者となんでも住んでるんだな！　さらにコンビニも活用している！

　俺、本当に驚くことばかりだよ！　俺の生まれ育った町は魔ま境きようすぎるよ！

　木場が補足してくれる。

「伊賀流。お金による契けい約やくを重視した忍者と聞くね。逆に甲こう賀が流は一人の君主に付き従ったようだけど」

　ほうほう、悪魔みたいな契約をする忍者なんだな。

　リアスがずずいっと身を乗り出して言う。

「ＩＧＡ流！　聞いたことがあるわ！　祐ゆう斗との言うように悪魔と似たような生き方なのよね！」

　めっちゃ喜んでる！　こんなリアス、滅めつ多たに見たことがないよ！　そ、そっか、リアスは日本古来の習わし、文化が関かかわるとここまで夢中になるんだね。そういえば、去年京都へ修学旅行に行ったときも大はしゃぎだったって朱乃さんから聞いたな。

　近い将来、日につ光こう江え戸ど村でデートができたらいいね。……ううん、逆に大興奮したリアスに連れ回されて、俺のほうが参っちゃうかも。

　ゼノヴィアが男性──百地さんに詰つめ寄る。

「ＮＩＮＪＡマスター！　どうか、私たちを弟子にしてほしい！」

「わ、私もお願いします！　ＮＩＮＪＡになることで真の信しん仰こうに近づけるのよ！」

「では、私もお願いします。回復に忍術が混ざれば皆さんのお力になれるかもしれませんし」

　イリナもアーシアも懇こん願がんするしまつだ！

　百地さんは困こん惑わくしながらも観念したかのように「ええ、わかりました」と応じる。

　こうして、我が町に住んでいたという忍者さんは天使だけではなく、悪魔まで面めん倒どうを見ることになりました。




　皆みんなして忍術を習うことになったわけだが……。

　さっそくやってみようということになり、廃はい墟きよの一階にある広い空間──ホール跡あとにて、皆で集合していた。

　どういうわけか、俺たちの衣い装しようは忍者ルック。男性陣じんはメタトロンさんと同様の忍しのび装しよう束ぞく。女性陣はというと──。

「これがＫＵＮＯＩＣＨＩの格好なのね」

　女性用忍装束に着き替がえたリアス！　いわゆる『くノ一』の格好なのだが……これがまた肌はだの露ろ出しゆつが結構ある衣装でして！　所々から白いお肌が見えましてね、動いているうちにポロリしてもおかしくない姿なのですよ！

「うふふ、これ、イッセーくんとのプレイに最適かもしれませんわ」

　そう言う朱乃さんの格好もおっぱいを強調する姿で大変目の保養になります！

「うん、動きやすいぞ」

「そ、そうね。さすがＮＩＮＪＡの格好だわ」

　戦士たるゼノヴィアとイリナは『くノ一』の衣装に機能性を感じているようだった。なんだろう、この二人の忍者姿は物もの凄すごく様になってる。生きつ粋すいの戦士だからだろうか？　ま、いつもの戦せん闘とう服もエロいしな！

「ちょ、ちょっと恥はずかしいです！」

「え、ええ、これはちょっと……」

　アーシアとレイヴェルは体をもじもじさせながら『くノ一』の官能的な衣装が落ち着かなさそうだ。

「私はエッチなのには着替えませんよ？　普ふ通つうので結構です」

「まったくです」

　ロスヴァイセさん、小猫ちゃんは肌の露出が少ない『くノ一』の忍装束を着込んでいた！　オーフィスも同様に普通の『くノ一』スタイルだ。まあ、家に居たときからその格好だったしな。

　若干の寂さびしい気分を感じていたら、俺の背中にもにゅんと極ごく上じようにやわらかく、弾だん力りよくのあるものが押しつけられた。

　背後から引っ付いてくるのは──エロい『くノ一』衣装の黒歌！

「うふふ♪　せっかくのくノ一にゃんだから、衣装も楽しまないとねー」

　エロい猫ねこ又またお姉さんは忍者の格好も性的すぎて……これはありがたいっ！

「……いい加減にしてください」

　小猫ちゃんは容よう赦しやなく俺と黒歌を離はなしてくれたのだった！　相変わらず手厳しい！

「せ、先せん輩ぱい！」

　ギャー助すけの声がするので振ふり返ると、そこには段ボール箱が置かれていた。
















「み、見てください！　忍法、段ボール箱で隠かくれ身の術ですぅっ！」

　そ、それ、段ボール箱に隠れただけじゃね？　いつもと変わらないじゃないか！

　と、まあ、皆の準備が進むなか、メタトロンさんから手しゆ裏り剣けんなどを配られて、いざ練習となろうとした。

「まあ、簡単なところで、手裏剣はこうですな」

　百地さんは手に持った手裏剣を複数手て際ぎわよく高速で的に投げつける！　見事な命中率で、手裏剣のすべてが人型の的の急所に刺ささった。

　おおっ、手の動きといい、本格的だ！　リアスたちも手裏剣の的当てに拍はく手しゆ喝かつ采さいする。

　……しかし、忍者の修行って、俺の身になるかな？　いや、何事も経験だ！　上級悪魔への道にも忍術が必要かもしれん！

　今日は皆と一いつ緒しよに楽しみつつも忍術を覚えてやろうじゃないか！

　意識を前向きにしたところで百地さんが言う。

「では、皆さんにも──」

　言いかけたところで──突とつ如じよ、建物の外から盛せい大だいな爆ばく発はつ音が聞こえてきた！

　──ッ！　な、なんだ!?　爆発!?

　お互たがいに顔を見合わせる俺たち！　一方の百地さんと忍者天使メタトロンさんはというと、なんだか、覚えがあるようで嘆なげくように息をついていた。

　とりあえず、物ぶつ騒そうなので廃墟の外に出てみると──。

「「「「グーッ！」」」」

　奇きっ怪かいな声を出しながら、全身黒タイツの戦闘員たちが俺たちの目に飛び込んでくる！　この叫さけび！　あの格好！　覚えがあるなんてもんじゃない！　あいつらは──。

「グハハハハハッ！　ＮＩＮＪＡよ、今日こそは我がグリィィィゴリィィィィの軍門に降くだってもらおうぞっ！」

　聞き覚えのある豪ごう快かいな笑い声まで辺りに響ひびき渡わたる。俺たちの眼前に出現したのは、鎧よろい、兜かぶと、マントという出いで立ちの変人のおっさん！

　眼帯にヒゲ！　手には斧おのと盾たて！　まるでひと昔前の特とく撮さつヒーロー番組に登場しそうな敵かたき役やく幹部の格好をした変態がそこにいた！　知ってる！　俺知ってるよ、この特撮幹部さん！　そう、あれはグリゴリの施し設せつに行ったときのことだ！　このおっさん──グリゴリ幹部のアルマロスさんに出会ったんだ！

　なんでこんなところにアルマロスさんが!?　しかも戦闘員を引き連れて！

　アルマロスさんは斧を忍にん者じや天使メタトロンさんに突つきつける。

「グハハハハハッ！　ついでに貴様の命ももらい受けよう、ＮＩＮＪＡ天使メタトロォォォォォォンッ！」

「アルマロスっ！　また貴き殿でんか！」

　メタトロンさんもアルマロスさんの登場に刀を抜ぬき放つ！

　アルマロスさんは斧を振って叫んだ。

「当然だ！　貴様は我が偉い大だいなる組織グリィィィィゴリィィィィと因いん縁ねんの者ッ！　今日こそ決着をつけようぞッ！」

　い、因縁とな。俺はリアスに訊きく。

「……あの忍者天使さん、先生んところの組織と関係あるんですか？」

「……ええ、聖書に書かれていることだけれどね。ノアの箱船──大洪こう水ずいの頃ころからの因縁があるのよ」

　そ、そんな昔から……。聖書とかノアの箱船とか！

　アルマロスさんとつい目が合ってしまう。

「ぬぅっ！　おっぱいドラゴンだと!?　なるほどぉ～っ！　貴様らもＮＩＮＪＡを狙ねらっておるのだな!?」

　当たらずとも遠くない反応です！　んだよ、忍者を追ってきて二度と出会いたくなかった特撮幹部と再会とか、あまりにもひでえ展開じゃねぇかよ！

　アルマロスさんは覇は気きを放ちながら叫ぶ。

「まあよい！　メタトロォォォォォォォンッ！　我がグリゴリの力で粉ふん砕さいしてくれるわっ！　そして、その暁あかつきにはＮＩＮＪＡよ！」

　アルマロスさんが百地さんに斧を向ける。

「我がグリゴリへの招きに応じてもらおうぞ！　貴様の忍術が我が組織の発展に必要なのだぁぁっ！」

　グリゴリも忍者を狙っているの!?　とうの百地さんは息をつく。

「……まったく、天使さんも堕だ天てん使しさんも忙いそがしい限りだ。最近、このような調子なのですよ。どこから聞きつけてきたのか、天使さんは来るわ、堕天使さんは来るわで……今日はついに悪あく魔まさんまで来てしまいましたしね」

　相当困っている様子だった。そうですよね。天使、堕天使からオファーがあって、あげく悪魔にまで忍術を教えるはめになるなんて……。

　どんだけ忍者を特別視しているんだろうか、三大勢力は！

　アルマロスさんは百地さんの悩なやみなど露つゆほども知らずに豪快に笑う。

「グハハハハハッ！　今こ宵よいも我がグリゴリ自じ慢まんの怪かい人じんを連れてきたぞ！」

　そう言うなり、アルマロスさんは指を鳴らす。

　え、怪人とか止やめて！　グリゴリ出の怪人とか聞くだけで嫌いやになりますって！　だって、こんな特撮幹部のおっさんやあのアザゼル先生が所属する変態組織だぞ!?　怪人だってけったいなもんに違ちがいないって！

「まずはこいつだッ！　いでよ、雪男怪人ッッ！」

　俺の心の叫びは届くはずもなく、アルマロスさんの呼びかけに応じて闇やみ夜よから怪人が姿を現す。

　……雪男？　俺の脳のう裏りに嫌なイメージが蘇よみがえる！　そう、雪女ことゴリスティ姉し妹まいの恐きよう怖ふだ！　またか！　また雪ゴリラの登場か！　もうこれで三頭めだぞ!?　どんだけクリーチャーと遭そう遇ぐう率りつ高いんだよ、俺はっ！　ゴリラだらけだ、この町は！　ドラミングなんてこりごりだ！　涙なみだすら出てくる俺の目に映ったのは──、

「フッ。まさか、この僕がＮＩＮＪＡの相手とは……まったくエレガントではないね」

　ニヒルな笑えみを浮うかべる──白いタキシード（Ｇの刻印付き）を着た白はく髪はつの美青年だった！

　どこが、怪人？　どこが、雪男？　ただのタキシード着たイケメンじゃね？　という疑問も生じて当然だったのだが、それ以前に俺の心中で激しく渦うず巻まくものがあった！

「──ッッッ！」

　俺は……悔くやしさのあまり、言葉を失いつつも顔を怒いかりに歪ゆがめる。怒りに震ふるえる俺を見て、小猫ちゃんとアーシアが訝いぶかしげに訊いてきた。

「……先輩？」

「イッセーさん、どうしたんですか？」

　ぶわっ。俺は号ごう泣きゆうしながら叫ぶ！

「り、理り不ふ尽じんだぁぁぁぁぁっ！　なんでだよ!?　なんでだよ!?　どうして雪女がイエティで、雪男が超ちよう絶ぜつイケメンなんだよ!?　おかしいだろ!?　普通逆だろ!?　どうなってんだよ、この世界のシステムはよ!?」

　本当、おかしいって！　なんで雪女がゴリラで、雪男が普通にイケメンなんだよ!?　逆だろ！　いえ、逆にしてくださいよ！

「イッセー、落ち着いて。何も間違ったことはないわ」

　リアスが俺の肩かたを揺ゆさぶりながら気を確かに持つようにしてくれる！

「間違ってますって！　リアス、雪男って言えば毛むくじゃらでウホウホな雪ゴリラですよ！　あのゴリスティスタイルですよ！　あれこそ、デキル雪男ですって！」

　もう嫌だ！　こんな世界、間違ってる！　誰だれか俺をキレイな雪女とゴリラな雪男のいる世界に連れていってください！　助けてください！　助けてください！

　ショックを受けて泣くしかない俺を置いて、アルマロスさんは次の怪人を呼ぶ。

「さらにもう一体はこれだっ！　我がグリゴリの改造手術を受けて誕生した──河童かつぱ怪人だぁぁぁっ！」

　特撮幹部の呼びかけに応じたのは──緑色の肌はだ、頭部の皿、鳥のようなくちばし、亀かめのような甲こう羅らを背負った、まさに河童然とした怪人だった。

　両サイドが尖とがったサングラスが特とく徴ちよう的だ。よく見れば腹部に「Ｇ」の刻印が！　グリゴリに関かん与よするとあれを刻まれるんだよな！　匙さじの背中にもあったしよ！

「フッ。まさか、この俺がこの町に帰ってくるなんてね」

　自らを嘲あざ笑わらう河童怪人。この河童の登場に一番驚おどろいたのは、意外にも小猫ちゃんだった！

「──ッ！　サラマンダー・富とみ田たさんッッ！　生きていたんですね!?」

　普ふ段だん物静かな口調の小猫ちゃんが張った声で河童の登場に驚きよう愕がくしていた

「……こ、小猫ちゃん？　いままでに見たこともないテンションなんですけど……」

　俺がそう漏もらすと、リアスが目を細める。

「彼が帰ってくるなんて……なるほど、これは波乱になりそうだわ」

「まさか、あのサラマンダー・富田さんが帰ってくるとは……予想外でしたわね」

　──と、朱乃さんも続く。

「小猫ちゃんとサラマンダー・富田さんはお友達ですぅ」

　ギャスパーも事情を知っているのか！

「だ、誰なんだ？　オカ研初期メンバーは皆みんな知ってそうだけど……」

　どうにも俺以外の初期メンバー──リアス、朱乃さん、小猫ちゃん、木場、ギャスパーはあの河童を知っているようだ。

　眉まゆ根ねを寄せる俺に木場が言う。

「部活対たい抗こうでテニス勝負をしたのは覚えているかい？」

「ああ、安あ倍べ先輩と三番勝負したときだよな？」

「あのとき、部長が悪魔の報告書を作っていただろう？　その件で町外れに住んでいた物知りの河童の話題が出たと思うんだ」

　あっ！　あったあった！　懐なつかしいな、一学期の頃だ。ゼノヴィアが入ってきてすぐだったな。

「確か、ラッパーを目指していたけど、キュウリ栽さい培ばいをしている実家を継つぐために田舎いなかに帰ったとかいう！」

　俺は振ふり返りながらあのとき耳にした情報を口にする。

　河童がラッパーでキュウリ栽培ってのは記き憶おくに残りやすい情報だった。ま、まあ、河童がラッパーとかわけわからんからな。

「つーか、サラマンダー・富田って名前はどうなんだよ！　河童って水辺の妖よう怪かいで、サラマンダーは炎ほのおの妖よう精せいですよね!?」

　俺のツッコミを置いて、木場が続ける。

「そう、その彼なんだ。小猫ちゃんがファンだったってあのときに説明されただろう？」

　あ、ああ、そういや、小猫ちゃんがラップを口ずさんでいたわ。珍めずらしすぎてその光景はよく覚えているよ。あの小猫ちゃんがラップだなんてさ。

　河童はクールな笑みを作りながら小猫ちゃんに言う。

「やあ、小猫ちゃん。久しぶりだね」

　運命的な再会に小猫ちゃんは珍しく目元をじんわりと潤うるませた。

「……サラマンダー・富田さん。うぅ、皿が乾かわくような都会の光──」

　突とつ然ぜん、小猫ちゃんがラップを口ずさむ。それを聞いて河童も口の端はしを笑ませながらも小猫ちゃんのラップに続く。

「伝えきれない俺の怒り──」

「──おまえの尻しり子こ玉だま抜いてみたり」

　二人は懐かしむように、謎なぞのラップを歌い合う！

　木場が叫さけんだ。

「これは──彼の曲、『尻子玉ラプソディー』！　河か川せん敷じき頂上決戦のときもそうだった！」

　なんだよ、河川敷頂上決戦って!?　何があったんだ!?

「……懐かしいわね。あの頃を思い出すわ。ねえ、朱乃。小猫ったら、あのときも──」

　遠い目になるリアス。何かを思い出しているようだ。

「ええ、あれも暑い夏でした。小猫ちゃんにとって忘れられない記憶──」

　懐かしむように、そして儚はかなげにそう漏らす朱乃さん。

「わかりません！　いつの夏に何がありましたか!?」

　俺だけ置いてけぼり食らってるし！　クソ！　記憶を共有できるオカ研初期メンバーがうらやましいぜ！　もう！　誰か教えてくれよ、河川敷頂上決戦について！

　小猫ちゃんが涙を拭ぬぐい、つぶやく。

「……サラマンダー・富田さん、ずっと、会いたかったです」

「ふふっ、悪かったね、小猫ちゃん。田舎の親父おやじが倒たおれて、キュウリ栽培をしなきゃいけなかったんだ。河童にとっちゃ、キュウリは死活問題だからね」

　河童が小猫ちゃんに訊きいてきた。

「──ところで、好きなヒトはできたのかい？」

「……はい、おかげさまで」

　チラリチラリと俺のほうに視線を向ける小猫ちゃん。心なしか頰ほおを赤く染めていた。

　その反応を見て河童は顔を上にあげた。

「ちっ……。汗あせで目が霞かすみやがる。あのちっさなレディがついに恋こいしちまったか……」

　……河童がなんか感極きわまって泣いてる。俺、どんな顔をしたらいいかわからないよ……。

　しかし、気を取り直すように河童は小猫ちゃんに対して構えた。

「残念だが、小猫ちゃん。──俺はキミの敵として相対することになりそうだ。いまの俺はどういうわけか、ＮＩＮＪＡ天使を倒すべく生まれ変わったグリゴリの怪人だ」

　本当だよ！　どういうわけでグリゴリの怪人になってるんですか!?　キュウリ栽培は!?

「……はい、私はその皿を割ります」

　小猫ちゃんもファイティングポーズを取りだした！

「いいだろう。河童のラッパー殺法をお見せしよう──」

　おいおいおい、猫ねこ又またＶＳ河童の妖怪バトルが始まろうとしているんだけど!?　いいから、キュウリ栽培に戻もどれよ！　ここは案外平和だよ！　つーか、ラッパー殺法ってなんだよ!?

「ふふん♪　待ちなさいにゃ」

　両者に割って入ったのは黒歌だった！

「白しろ音ね、あんたがこの河童の相手をする必要なんてないにゃ。──お姉ちゃんに任せなさい」

　黒歌の申し出に心底驚く小猫ちゃん。

「──っ！　姉さま！　これは私とサラマンダー・富田さんの問題です！」

「あんた、戦えるの？　あの河童、憧あこがれだったんでしょう？……たまにはお姉ちゃんを頼たよりなさいよ」

「……姉さま」

　え……？　何これ、河童で姉妹が感動ムードに入っちゃってるんだけど……！

　黒歌を視界に映して、河童が笑む。

「ふっ、あんたが噂うわさの小猫ちゃんのお姉さんかい？　その様子だとようやく出会えたようだ」

「事情は知っているようね。これ以上は無ぶ粋すいにゃ。習いたての忍にん法ぽうをお見み舞まいするにゃ！」

　印を結ぶ黒歌！　河童も飛び出していく！

「おもしろいっ！」

　俺たちの目の前で──猫又お姉さんと河童が超絶バトルを繰くり広げはじめた！　河童が口から盛せい大だいに水流を吐はき出し、黒歌が分身をしてそれを躱かわす！

　あの河童、最上級悪あく魔まクラスっていう黒歌とやりあってるよ！

「キュウリ栽培とラッパーをしているとそんなに強くなれるんですか!?」

　もうどうでもよくなってきた俺！　河童の衝しよう撃げきで忘れかけていたイケメンこと雪男が格好つけながら訊いてくる。

「フッ、僕の相手はどの子かな？」

　うん、まあ、とりあえず一発殴なぐって退場させようかな。変な場の空気に流されたくないんで、俺が気を取り直す意味でも出ようとしたんだが……。

「我も戦う。忍法、グレートレッド殺し」

　突とつ如じよ、オーフィスが駆かけ寄っていき、雪男怪かい人じんに一発一いつ閃せん！

　ベシィィィィンッ！

　炸さく裂れつする忍法……じゃなくて、ビンタ!?

　──忍法じゃねぇぇっ！　世界最強のビンタかよっ!?

「ぎゃああああああああああああああっ！」

　超ちよう越えつした一撃を受けて、雪男は絶ぜつ叫きようを張り上げながら夜空の遠い遠い向こう側に吹ふっ飛んでいった！　あ、星がキラリッて光ったぞ！

「にんにん、天てん誅ちゆうでござる、と我は決める」

　印を結ぶオーフィス。龍りゆう神じんさまがそんなこと言ったらマジでシャレにならんからね！

　ていうか、誰も相手にしちゃダメです！　オーフィスが相手じゃ大変なことになっちゃうよ！　雪男怪人を退しりぞけ、黒歌が河童と戦うなか、メタトロンさんとアルマロスさんの対決も始まろうとしていた。

「グハハハハハッ！　今日こそ決着つけるぞ、メタトロォォォォォンッ！」

　斧おのを豪ごう快かいに振り下ろすアルマロスさん！　斧の凄すさまじい威い力りよくに地面が大きく割れていく！　さすが脳みそ筋肉幹部！　腕わん力りよくだけはすごいものがある！

「笑しよう止し！　食らうがいい、忍法セラフ手しゆ裏り剣けんッ！」

　メタトロンさんも光力で作った手裏剣をアルマロスさんに放っていく！

　セラフとグリゴリ幹部が直接対決って、よくよく考えなくても同盟的にどうなの？　という疑問も浮うかぶが……。

「たまにはこういう息いき抜ぬきも必要なのかもしれませんわね。きっと天界もアザゼルもこのことを知っていると思いますわよ」

　朱乃さんも苦笑しながらそう漏らしていた。

　まあ、問題があるならお咎とがめがあるでしょうしね。メタトロンさんもアルマロスさんもなんだか楽しそうにも見える。

　忍にん者じや天使と特とく撮さつ幹部の対決を見守っていると──、前方に魔ま方ほう陣じんが突然出現した。

　紋もん様ようは……ルシファーのもの!?　光と共に出現したのは、サタンレッドの格好をしたサーゼクスさま！　セラフ、グリゴリ幹部ときて、今度は魔王さまですか!?

「ＮＩＮＪＡがここにいると極ごく秘ひの情報を得たぞ！　乱入させてもらおうかっ！　私は魔王戦隊サタンレンジャーのレッドこと──」

　間かん髪はつ入れずその後方より魔方陣で現れたのはグレイフィアさん！　ソッコーでサタンレッドを抑おさえる！

「ほら、帰りますよ。──というよりもいい加減にしないと怒おこるわよ、サーゼクス！」

「待ってくれ、グレイフィア！　我が冥めい界かいにもＮＩＮＪＡが必要なのだっ！　だから、頼──」

　サタンレッドが何かを言い残す前に、激げき怒どするグレイフィアさんの転移魔方陣の光が無情にも魔王を強制送そう還かんしていく。

　それらは一いつ瞬しゆんの間の出来事だった。

　……いや、どんだけ忍者が好きなんだよ、三大勢力のお偉えらいさん方……っ！

　ため息をつく伊い賀が流忍者の百地さん。

「ふむ……天使やら堕だ天てん使しやら妖怪やら、忍者よりもけったいですな」

　本当です。ご迷めい惑わくをおかけする一方で……。百地さんを狙ねらうのが全部俺たちの身内っていう申し訳ない状じよう況きようだよ……。

　気を取り直した百地さんは俺たちに言う。

「あなたたち、修しゆ行ぎようの続きをしますか？」

　皆みんな、顔を見合わせて大きくうなずいた。

『はい』

　かくして、メタトロンさん対アルマロスさん、黒歌対河童かつぱという激げき闘とうを置き去りにして、俺たちは忍にん術じゆつの続きを習うことになったのだった──。




　後日、忍者騒そう動どうも一息つき、忍術を習ったリアスたちもしばらくの間は家で手裏剣などを楽しそうに放っていた。

「さーて、私はまた忍者のところに遊びに行くにゃん」

　黒歌とルフェイはあれからも百地さんとメタトロンさんに会いに行っているようだ。

　改めて思うけど、元テロリストの黒歌相手にメタトロンさんも寛かん容ようだよな。まあ、忍術を覚えるのに一いつ生しよう懸けん命めいで黒歌のことは気にもしていないのかな……。

「……私も行きます。姉さまを一人にはできませんので」

　黒歌がどこかに出かけようとすると、小猫ちゃんもできるだけついていくようになった。

　黒歌のやつ、若じやつ干かんうんざりげだったけど──。

「ま、しょうがないにゃ」

　どこか、うれしそうでもあったんだ。

　本当、いつか必ず二人の真の和解がなって欲しいと心底願う。そのときは俺も尽じん力りよくしたい。だって、二人並ぶ姿はどこにでもいる普ふ通つうの姉し妹まいにしか見えないのだから──。




　余談だが、百地さんはあのあと、天界、冥界にＶＩＰ扱あつかいで招待を受け、冥界では大人気のタレントになった。冥界で開いた忍者道場も大人気だったという。

　なんで外国人も超ちよう常じようの存在も忍者が大好きなんだよ！







　　　Life.6　マニアの殿でん堂どう







　冬休みを目前に控ひかえたある日のこと。

「うん、我ながら順調なり♪」

　などと言いながら、俺は口笛を吹きつつ、手元を動かしていた。場所は兵ひよう藤どう家け上階の空き部屋。そこで俺がしていたのは──プラモ作りだった。制作の工程は塗と装そうの段階に入りつつあり、下地処理としてペーパーがけを終えて、パーツを洗せん浄じようしているところだ。

　最近、忙いそがしい限りのグレモリー眷けん属ぞく。学園生活だけじゃなく、悪魔のお仕事にプラスしてテロリストの相手もしなければならない。その上、未み曾ぞ有うの危機に立ち向かうための体作り──鍛たん錬れんも課せられている。正直言って、高校生の領分を超ちよう過かしているだろう。

　でも、仕方ない。俺は力を持った者──現赤せき龍りゆう帝ていだ。やれる限りのことはやりたい。仲間の誰だれかが傷つくなんてこと、俺は嫌いやだしな。

　そうはいっても俺だってたまにはどっぷりとプライベートな時間を設けたいと思ってしまう。しかも孤こ独どくに打ち込めるようなものがいい。普ふ段だん、大勢と過ごしているせいか、まれに無む性しようなほど孤独感が欲ほしくなる。そこで空いた時間に手をつけたのが──プラモ制作だった。

　空き部屋に設置した個人的なスペース。必要な工具を机に広げて、アザゼル先生からもらったお古のコンプレッサーとエアブラシも備えた。そこで気ままに手元を動かしていた。

　プラモはロボットもの。小学生の頃ころは、よく『機き動どう騎き士しダンガム』のプラモを夢中になって作っていたもんさ。成長するにつれて、あまり触ふれなくなってしまったが、高校生になってもまれに手に取りたくはなるんだよな。……ま、まあ、いまは空き箱に偽ぎ装そうしてエロＤＶＤを隠かくすぐらいにしか、活用していなかったようにも思えるが……。

　でも、せっかく先生から高いコンプレッサーをただでもらったんだ、使わないなんてもったない。小さい頃は欲しくても高額すぎて手が出せなかった代しろ物もの。それがただで手に入るなんて……三大勢力の和平が叶かなってよかったぜ！

　エアブラシでプシューと塗装を開始して、一時間過ぎた頃だ。ふいにドアがノックされる。入ってきたのはアーシアだった。

「イッセーさん、お楽しみのところすみません。えっと、リアスお姉さまのお客さまがお見えになられたので、眷属皆みんなでごあいさつということになりました」

　リアスのお客さん？　あー、アーシアの口調から察するにＶＩＰクラスっぽいな……。それは俺も同席しないといけないだろう。何かと、赤龍帝をやっていると「とりあえず、会っておけ」「会っておいて損なし」と言われる。

「了りよう解かい」

　俺はプラモ制作を切り上げてアーシアと共にお客さんがいるという上階のＶＩＰルームへと向かった。







　兵藤家を電でん撃げき訪問してきたのは──俺たちと同い年ぐらいの女性悪魔だった。

　淡あわいグリーンがかった長いブロンド。切れ長の双そう眸ぼうに眼鏡をかけ、クールというよりは冷たい印象を相手に持たせそうな雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。初見の頃のソーナ会長以上に厳しげなオーラを感じてならない。

　身につけている服は貴族の着るものだ。華はなやかさとアガレスの紋もん章しよう入りの装そう飾しよくが高級感を感じさせる。女性なのにドレスではない。下はミニスカートに、膝ひざ上うえまである丈たけの長いブーツだ。俺たちと同い年であろう少女は、見事なまでに貴族の服が似合っていた。

「ごきげんよう、皆さん。急な訪問で申し訳ないわね」

　クールな声こわ音ねでのあいさつと共に微び笑しようを見せてくれたのは、大公次期当主──シーグヴァイラ・アガレスさんだった！　その背後に付き従うように立っているのは執しつ事じ服と黒くろ髪かみの若い男性。……確か、アガレス眷属の男性『女王クイーン』だったはず。

　しかし、このシーグヴァイラさんが兵藤家を訪れるなんて、予想外だ！　いや、共にテロリスト対策チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』のメンバーだし、リアス、ソーナ会長、サイラオーグさんとも同期で『若手四王ルーキーズ・フオー』の一角だから、面識はあることはあるんだけど、個人的な訪問は初めてだった。

　軽い説明を事前に受けていたのか、リアスが補足をくれる。

「シーグヴァイラは、アザゼル──というよりはグリゴリに用があってこの駒く王おう町に来たのよ」

　アザゼル先生に用事が？　まあ、普段からあのヒトはここにいるからね。会いに来るとしたら、この町に来たほうがいいだろう。

　シーグヴァイラさんが朱あけ乃のさんから受け取った紅茶に口をつけたあとに言う。

「元総そう督とく殿どのとのお約束の時刻より早めに着いてしまったものだから、ここに寄ってみたのですよ」

　ついでに寄った感じか。うーむ、紅茶を飲む仕草ひとつとっても優ゆう雅がで無む駄だがない！　貴族のお姫ひめさまっていうのを強く体現されているね！　それに怖こわそうな雰囲気があっても、お姫さまだけあって、すんごい美少女だし！　スタイルも……とても良さそうだ！

（……イッセーさま、あまりじろじろと見られては失礼ですわ）

　小声でレイヴェルに注意を受けてしまった！　それは確かに失礼だったな……。でも、美人さんを眺ながめているのは目の保養になるのですよ！

　リアスが柔にゆう和わな表情で言う。

「あなたとこうやってお茶を飲むのも久しいわね。幼い頃はたまに会っていたというのに」

「お互たがい、家の次期当主ですもの、時間が合わなくても仕方のないことだわ。しかもいまは共に対テロリストのお役目をいただいた身ですもの」

　時折見せるわずかな笑え顔がおを見ていると、初めて見たときの印象が若干崩くずれそうになっていく。……だって、夏休みに冥めい界かい入りしたときに見かけたのは、あのヤンキー風悪あく魔ま──ゼファードル・グラシャラボラスと大おお喧げん嘩かしているところだったしさ。

「殺しても上に咎とがめられないかしら？」とか口にしていたぐらいだぞ！　怖い印象を受けても仕方ないじゃないか。現に俺と共にあの現場に居合わせていたアーシアは緊きん張ちようの面おも持もちだし。……怒おこらせたら怖いってのは間ま違ちがいなさそうなんだよな……。何せ、冥界でも重要なポストである大公アガレスのお姫さまなのだから厳しくて当然だろう……。

　そんな構えている俺たちをおいて、『王キング』同士の優雅な会話は続く。

　シーグヴァイラさんがからかうように言う。

「リアスさん、むかし一度だけ『シーちゃん』と呼んでくれていたわね。それで呼んでくれてもよくてよ？」

　それを聞き、耳まで赤くなるリアス。

「もう、やめて、礼節もろくに弁わきまえていなかった小さな頃の話なんて……」

　いやー、かわいい反応だなぁ。こういう俺の知らないリアスを語ってくれる女性がいると、新しん鮮せんでたまらなくなるんだよね。もっと、話を聞きたくなっちゃう！

　今度は会話に耳を傾かたむけていた俺にシーグヴァイラさんが顔を向ける。

「……赤龍帝の兵藤一いつ誠せいさん」

「あ、は、はい！」

　突とつ然ぜんの呼びかけに上ずった声音で返事をしてしまった。

　シーグヴァイラさんは続ける。

「構えなくてもいいわよ。お互い、同期の悪魔なのだし、これから末永くお付き合いすることになるでしょうし。それはともかく、あなたは『Ｄ×Ｄデイーデイー』にとって、重要な役割を持つ構成員。出来うる限り、私はこのポジションを生かしてあなたをフォローしましょう。何か、欲しいものがあったら、遠えん慮りよなく言ってちょうだいね」

「はい、ありがとうございます」

　俺の礼に微笑ほほえみを見せたシーグヴァイラさんはこの場に集まっている皆にも告げる。

「あなた方も大公次期当主である私を利用してくださいね。私たちは仲間なのですから、お互いの力を活用しましょう。利用しあう……ふふふ、等価交こう換かんの思想を持つ悪魔らしくて、そっちのほうがわかりやすいわ」

『はい』

　皆も応じていた。大公家を利用って……パッとは思いつかないけど、今後必ず頼たよるだろうな。世代的に俺たちが一番世話になる大公アガレスは、このヒトになるだろうし。

　──と、シーグヴァイラさんが俺の手元を見てつぶやく。

「あなた、その手の汚よごれ……」

　汚れ？　両手を見てみると──プラモ塗と料りようのカラフルな汚れがちらほらとついていた！　うわーっ、慌あわてていたから完全に汚れが取れていなかったのか！　これは、なんとも情けないところを見られてしまった！

「あっ！　す、すみません……。直前まで、来られるのを知らなくて、趣しゆ味みを少々……」

　レイヴェルがすぐに用意してくれたウェットティッシュで汚れを落とそうにもラッカー塗料だから、ちゃんと手を洗わないとそう取れてくれないんだよね！

　幻げん滅めつされたり、苦く笑しようされてもおかしくない場面でシーグヴァイラさんは──興味深そうに食いついていた。さらに質問が続く。

「趣味……もしかして、模型？　プラモデルとか？」

「え、ええ。ちょっと衝しよう動どう的にロボットのプラモデルを作ってまして……塗装をしてました」

　その一言を聞いて、シーグヴァイラさんは目を光らせた。クールそうな目つきが一いつ瞬しゆんで消え失うせて、爛らん々らんと輝かがやき出す。

「ロボット。それは……ダンガム？　それともマロォクスかしら？」

　……まさか、大公のお姫さまから絶対に出てこないであろう単語が飛び出してくるとは……想像もつかなかった。『ダンガム』とは、俺が制作していたプラモの『機動騎士ダンガム』のことだろう。『マロォクス』はおそらく飛行機から変形するロボットアニメ──『真時空城じよう塞さいマロォクス』に違いない。

　突然変わったシーグヴァイラさんのテンションに俺だけじゃなく、皆も一様に驚おどろきを隠せないようだった。

「ダンガムです。子供の頃から、たまにプラモデルを作ってまして……」

　俺がそう答えると、シーグヴァイラさんは手をポンと鳴らして満面の笑みを浮うかべた！

「まあ、それは偶ぐう然ぜんね。私も好きなのですよ、ダンガムッ！」

　ずずいっと顔を前に出してさらに訊きいてくる！

「それで、好きなシリーズは何かしら？　ファースト？　ゼット？　アナザー？　もしかして、ＯＶＡなのかしら？　漫まん画がオリジナルというのもあり得るわよね？」

「え、えーと……」

　目をキラキラと純じゆん粋すいな少年のように輝かせて訊いてくるシーグヴァイラさんに俺は返答に困ってしまった！　おいおいおい、このお姫さま！　めっちゃ、ダンガム詳くわしそうだよ！　めっちゃ、ダンガム語りそうだよっ！

　リアスもシーグヴァイラさんの変へん貌ぼうぶりに言葉もなかった様子で、口が開いたままだった！　リアスも見たことがない側面を出していたのだろう。しかも予想を遥はるか斜ななめ上にいく方向でそれは出てしまった、と！

　反応に困こん惑わくする俺たちだったが、いままで待機していたシーグヴァイラさんの執事──アガレス眷けん属ぞくの『女王クイーン』が『王キング』を制する。

「シーグヴァイラさま、赤龍帝殿どのがお困りのご様子です。リアス姫のフィアンセなのですから、ご自重くださいませ」

　それを聞いたシーグヴァイラさんは気づいたように口元を手で隠かくした。

「あら、これは失敬。うふふ、どうにもダンガムの話となると、私は会話を脱だつ線せんしてしまいますね」

　……急な変化に追いつかない俺。いまだ当とう惑わく気味の俺のそばに執事さんが近寄り、耳元で囁ささやく。低めのイケメンボイスが耳に入ってくる。

（申し訳ございません。シーグヴァイラお嬢じようさまは、大のロボットアニメ好きでいらしておいでなのです。特にダンガムには並々ならぬ情熱をお持ちでしてね）

　……そ、そうなのですか!?　アガレスの次期当主さまが……ロボットアニメファンとな!?　う、うーん、それは予想もしていなかったというか、完全に冥界での出会いが吹ふっ飛びそうなほどの衝しよう撃げきでしたよ。執事さんが「あっ、これは失礼」と気づいたように口にしたあと、丁てい寧ねいなあいさつをくれた。

「ごきげんよう、赤龍帝殿。わたくし、シーグヴァイラ・アガレスさまの執事兼けん『女王クイーン』をしております。アリヴィアンと申します」

　アガレス眷属の『女王クイーン』──アリヴィアンさん。うん、確かにそんなお名前だったね。俺がこのヒトを覚えたのは、リアスや皆みんなと共に見ていたシトリー対アガレスのレーティングゲームの記録映像のときだ。常にシーグヴァイラさんのそばにいて、他ほかの眷属に指示を出していたな。

　シトリーが最後まで手こずった相手がこのアリヴィアンさんだ。攻こう守しゆ共に秀ひいでており、肉にく弾だん戦も魔ま力りよく戦もできるオールラウンダー。追い詰つめられた匙さじがヴリトラに変へん化げせざるを得なかったのも、このアリヴィアンさんに対たい抗こうするためだった。アリヴィアンさんは強制的に変化した匙とサシで戦うことになり、その隙すきを突ついてソーナ会長はシーグヴァイラさんに直接詰め寄ることができたわけだ。

　リアスや批評家の意見では、匙が暴走しなくてもソーナ会長は長期戦の末に打開の戦術で切り抜ぬけただろうと結論づけていた。

　俺も改めてアリヴィアンさんにあいさつする。

「お噂うわさはかねがね」

「それはどうも」

　ふと、ドライグが語りかけてきた。

『相棒、この者は……ドラゴンだな。身に宿しているオーラの質は東とう欧おうの……ズメイの者か。珍めずらしいドラゴンだ』

　そう、ドライグが言うように情報では、このヒトは普ふ段だん人間的な姿に化けているドラゴンなのだ。

「アリヴィアンさんはドラゴンなんでしたっけ？」

「ええ、ズメイというドラゴン種の出です。本来の姿になるのは主あるじに禁止されておりまして、普段はこの姿なのですよ」

　にこやかに返してくるアリヴィアンさん。悪いヒトではなさそうだ。

　アリヴィアンさんは主に改めて告げる。

「シーグヴァイラさま、そろそろアザゼル元総そう督とくとの約束のお時間です」

「そうね。それでは、リアスさん、皆みなさん、お邪じや魔ま……」

　そこまで言いかけて、シーグヴァイラさんは俺に視線を移しながらこう付け加えた。

「いい機会だわ。皆さんもいらしたら？　おもしろいものが見られるわよ？」

　顔を見合わせる俺とリアス。

　シーグヴァイラさんと先生の間の取引が気になったため、俺たちはアガレス一行についていくことを決めた。




　　　　─○●○─




　俺たちは兵藤家の地下にある巨きよ大だい転移型魔ま方ほう陣じんから、この町にあるグリゴリ施し設せつにジャンプすることになった。

　転移の先は──町の地下に設けられたという実験施設だ。……あの堕だ天てん使しの元総督さまは、至るところにこの手のものを設置しちまうな。しかも興味本位で！

　……この研究施設でもろくでもないことをしているんじゃないだろうか？　などと邪じや推すいしちまうのだが……。

　施設の廊ろう下かを歩いているなかで、『女王クイーン』のアリヴィアンさんが言う。

「実は我がアガレス領でも、キャラクタービジネスを見み据すえておりまして、グレモリー領の『おっぱいドラゴン』ではありませんが、それに似たメディア展開を狙ねらっているのです」

　シーグヴァイラさんがうなずきながら会話をつなげる。

「キャラクタービジネスは馬ば鹿かにできないものね。『おっぱいドラゴン』だって、上の方々は冷めた目で見ていたけれど、いまでは冥界全土で知らぬ者がいないほどの規模に膨ふくらんだわ。グレモリーの懐ふところも相当潤うるおったのでしょう？」

　リアスは「ええ、おかげさまで」と返すだけにとどまった。むろん、シーグヴァイラさんがおっしゃる通りでグレモリー領は「おっぱいドラゴン」の版権で相当稼かせいでしまっていた。それこそ、俺の口座に信じられないような額が毎月振ふり込まれるぐらいには。ま、その辺はグレイフィアさんに管理されているので、おいそれと俺が巨きよ額がくを動かせるわけでもないんだけどね。

　聞けば、「おっぱいドラゴン」のキャラクターのネタ元になった木き場ば（ダークネスナイト・ファング役）や小こ猫ねこちゃん（ヘルキャット役）、他の者たちの口座にも大金が入り込んでいるようで、「おっぱいドラゴン」の展開の凄すさまじさをいやが上にも感じ取れているようだ。つまり、「おっぱいドラゴン」だけで俺たちグレモリー眷属は大金持ちになれそうだということだ。

　……まあ、永すぎる悪あく魔まの生だ、人間換かん算さんでの「一生分の稼ぎ」なんて百分の一にも満たないそうだから、もっと稼がないといけないんだけどね。一万年の人生設計は途と方ほうもなさそうだなぁ……。

　などと、思いをめぐらせていたが、アリヴィアンさんたちの会話は続く。

「我々もキャラクタービジネスに乗ってみようと思ったのですよ。かといって、そのまま似たものを出しても民衆の支持は得られないでしょう。いま、ヒーロー番組をアガレスで作ってもそれは『おっぱいドラゴン』や他の作品のコピー──悪く言えば、パクリです」

　そうだな。二匹ひき目のどじょうをうまく狙えるかというと、案外難しいのだと思う。グレモリーの真ま似ねをして、特とく撮さつヒーローものを自作した領主もいたそうだが、「おっぱいドラゴン」の規模は相当難しいと見られていた。

　廊下を抜けた先に広がったのは──格納庫らしき場所。多種多様な兵器群が、配備、並べられていた。……戦車に、航空機、冥界で見かけた魔力駆く動どうの兵器まで置かれている。

　この町の地下にはこんなものまで備え付けられているのかよ!?　これ全部グリゴリの所有物なのかな……。物ぶつ騒そうだけど、これぐらいないとテロリストからの防衛はできないんだろうなぁ……。

　シーグヴァイラさんが兵器を背後にこちらに振り返りながら言う。

「パクリなんてものはエレガントではないわね。けど、キャラクタービジネスには挑ちよう戦せんしたい。それなら、グレモリーでもやっていないことをしようって思ったわけなのよね」

　堂々とそう述べるシーグヴァイラさん。グレモリーでもやっていないこと？　はて、それはどんなことなのだろうか？

　首をかしげる俺の視界に見覚えのある男性の姿が映り込む。

「おーおー、来たか」

　手をあげて登場したのはアザゼル先生だった。研究者っぽい白衣を身につけての登場だ。

　先生はシーグヴァイラさんと握あく手しゆを交かわしながら、やり遂とげたような輝かがやいた笑え顔がおでこう言った。

「いやー、今朝方完成したばかりだから、納品はもう少しだけ時間をもらうことになるだろうが、まあ、見て触さわっていくだけなら問題ないぞ」

　それを聞き、シーグヴァイラさんも「ありがとうございます」と礼を述べていた。

　先生が俺たちにこう言う。

「はっはっはっ、おまえたちもいいタイミングで来たな。まあ、見ていけよ」

　何を見ていけというのだろうかと訝いぶかしげにしていたところ、奥からガチャンガチャンと機械的なものが動く音が聞こえてくる。姿を現したのは──六メートルほどの人型ロボットだった！　うわーっ、ロボットアニメに出てきそうな人型ロボットだ！

「ふっふっふっ、これはこれは皆さん。今日はお越こしいただいて、ありがとうなのだ」

　そんな風に言ってロボットの隣となりに現れたのは、堕天使幹部のサハリエルさんだった。瓶びん底ぞこ眼鏡めがねのマッドサイエンティスト！　以前、俺もここではないグリゴリ施設に朱乃さんとギャー助すけと一いつ緒しよに赴おもむいたときに世話……いや、大変な目に遭あったな……。

　アザゼル先生がサハリエルさんと共に並び、胸を張ってこう述べる。

「「今日は我がグリゴリが開発したロボ軍団を見ていきなさい！」」

　……ロ、ロボ軍団!?　あ、さらに奥からガションガション鳴らしながらいろんなロボットが出てきやがったぞ!?　下半身がタンクものや、有機的なフォルムのものまで多様なロボが俺たちの前に並んでいく！

　ロボットに呆あつ気けに取られる俺たちオカ研メンバー！　珍しい魔物や怪かい人じんならいくらでも見たことがあるけど、さすがにロボットは……。いや、以前、先生は「マオウガー」とかいうものを製作していたな。あれの延長線上がこれらか……っ！

「……やだ、チョーかっくいい！」

　ロボを前にして、とうのシーグヴァイラさんは……口元を手で押さえながら、感動に打ち震ふるえていた。クールな面おも持もちなんてどこにいったのか、純じゆん粋すいな少年のような眼まな差ざしでロボットを見ていた。

　それをよそにアリヴィアンさんが言う。

「我らアガレスがおこなおうとしているビジネスとは、実写ロボットものなのですよ。しかし、本格的にやるとなると、そちらに疎うとい我らでは半はん端ぱなものしか用意できません。そこで──」

　そこでアガレスの企き画かく部は、いろんなものを調査、開発しているグリゴリに特撮番組用のロボット開発を依い頼らいしたのだという。どうやら、魔ま王おうサーゼクスさまが、アザゼル先生に専用のロボット（マオウガー）をいただいた噂を耳にしたらしく、それを伝つてにお願いしたというんだ。

「むろん、断る理由もない。金さえ出してもらえば、いくらでも作るぜ！」

「なんでも作るのだ！」

　サムズアップするノリノリな先生とサハリエルさん！　チョー満面の笑みだった！

　あー、このヒトたちは作るだろうよ！　こういうの作るの大好きっぽいもんな、先生もグリゴリも！　怪人を用意するほどだ、ロボットだって、喜んで開発するだろうよ！

　そうか、アガレスがやろうとしているのは、実写によるロボット番組か。

　……ＣＧでもよくね？　っていうのは無ぶ粋すいなんだろうな。だって、お願いしたであろう張本人であるシーグヴァイラさんはいままさにロボットを神こう々ごうしく見ているもの！

　でも、俺も……ちょっと憧あこがれる！　というか、ロボットいいよね！　ずんぐりとしたヒーローメカ的なロボットもいいし、リアルで工業的なデザインのロボットもいい！　ああ、こういうの見て興奮を覚えると、男で良かったって心の底から思えるよ！　さっきまでプラモを作っていたから、余計に内で高まるものがあるんだろうな！

「なあ、木場、ギャー助！　ロボットっていいよな！」

　などと俺も目を輝かせて問いかけてみる！　この思い、野や郎ろうと共有したい！

　木場は困り顔で頰ほおをかきながら言う。

「まあ、なんというか、人型である必要があるのかなって思ったりするけど」

　なんて野暮な奴やつ！　人型で動くからこそ得られるロマンがわからないのかよ！

　逆にギャスパーは興味深そうに触っていた。

「こういう棺ひつぎ、いいかもって思いますぅ」

　棺かよ!?　ロボットのなかでおねむしますか!?　うーん、吸きゆう血けつ鬼きの価値観は独特というか……。ロボットのコックピットから引きこもり吸血鬼が出てきたらそれはそれでファンタジーなのか、ＳＦなのか、わからなくなるな。

「私はこういうの好きですよ、先せん輩ぱい」

　サムズアップでそう答えてくれる小猫ちゃん！　おおっ、小猫ちゃんはわかってくれますか！

「お兄さまも好きそうです」

　レイヴェルがそう言う。そうなのか、ライザーはこの手のものを好みそうなのね。

「ロボットはわかりませんわねぇ……」

「そうですね、これを作るお金で何か他ほかの便利なものが作れそうです」

　朱乃さん、ロスヴァイセさんのお姉さん方はいまいちピンとこないようだ。

　イリナとゼノヴィアはおもしろそうに各種ロボットを見て触っている。

「……天界にも取り入れようかしら」

「日本はロボットに並々ならぬ情熱を注ぐというが……アザゼル先生が加わるとこうなるんだね。これなら、いつ肉体を失ってもサイボーグ化できそうだ」

「あら、体を失ったら、子供産めなくなっちゃうわよ。私はいやね」

「それもそうだな。イッセーと子作りできないのは論外だ。しかし、イリナ。サイボーグ化の話で、すぐにそこへ思考を直結してしまうなんて……とんだ性欲天使だね」

「もう、ゼノヴィアったら！　ヒトのことを事あるたびにエッチく捉とらえるなんて！　それじゃまるで私がエロエロなことばかり考えてる発情天使じゃないの！」

「──違ちがうのかッッ!?」

「なんで目が飛び出そうなほどに驚おどろいているのよ!?　えっ!?　そんな風に見えているの私!?」

　……ロボットを前になんつー会話をしているんだ、あの二人は……。

　──と、アーシアが驚いた声こわ音ねを発していた。

「ファーブニルさん!?」

　アーシアが驚き顔で視線を一点に注ぐ。俺も目で追うと──そこには見知った黄金のドラゴンが戦車の上に乗っかっていた！

　ファーブニルが戦車に乗っかっているよ！　何してんだ、こいつ!?

　驚く俺たちのもとに、眼鏡をくいっとあげながらサハリエルさんが現れる。

「おっと、これはパンツドラゴンと戦車を組み合わせた──龍王戦車パンツ・パンツアーなのだ。ハイブリッドなロボットなのだよ。燃料はパンツのみという低燃費を実現できたのだ」

　──龍王戦車パンツ・パンツアー。

　……ここ最近で一番酷ひどいネーミングを聞いたように思える！　なんだ、そりゃ!?　仰ぎよう々ぎようしい名前でありながら、ダジャレ感にも満ちていて……何もかもが酷く感じてならない！

「……ファーブニルさん、見ないと思ったらこんなお姿に……」

　変わり果てた相棒の姿にアーシアも悲ひ哀あいのこもった表情となっていた。いや、反応に困りすぎてまいったという面持ちのほうだろうか。

　ファーブニルは戦車のキャタピラをキュルキュルと回しながら動き出す。どういう原理で動いているかはわからないが……動力はパンツなのだろう。

　ファーブニルはドヤ顔でアーシアに告げる。

『アーシアたん、俺様、パンツァーになった』

「……おまえ、それが言いたいがためにその姿になったんじゃないのか!?」

　つい突つっ込んでしまったが……もういい。一刻も早く忘れよう。こいつのことは放ほうっておく。いや、むしろ先生たちにこいつの脳みそのほうもいじってもらおうかな。

「……ミリキャスに一台いただきたいわね」

　そう漏もらすリアス。ミリキャスか。うん、これ見たら喜びそうだよね。

　各おの々おのがロボットへの反応を示すなかで、とうのシーグヴァイラさんはアザゼル先生と真しん剣けんなトークをしていた。

「元総そう督とく、その飛行機は──変形しますよね？」

「……え？　変形？　いや、それはただの支し援えん用航空機だ。サポートメカの範はん疇ちゆうだな」

「？　飛行機の姿をしているのですよ？　変形してロボットにならないと噓うそでしょう？　だいたい、日本の戦せん闘とう機はすべて変形しますし」

　──しませんよ!?

　心中でツッコミを入れてしまった俺！　また一人、日本を盛せい大だいに勘かん違ちがいしている悪あく魔まを見てしまった！　皆みんな、日本を変な目で見すぎだよ！　サムライもいないし、忍にん者じやは超ちよう常じよう現象を起こさないし、戦闘機もロボットに変形しねぇよっ！

　純血悪魔の皆さんの日本観に閉口する俺だったが、心の声を代弁するようにアリヴィアンさんが言う。

「いま、心の中で『なんでこのヒト、こんなにロボット好きなんだろう？』、そうお思いになられましたね？」

「え、ええ……。大公家のお姫ひめさまにしては、ちょいとこだわりが強いかなーって」

　いや、もう完かん璧ぺきに俺のなかでキャラが崩ほう壊かいしましたよ。クールビューティーだけど、怒おこらせたら怖こわいってイメージから、ロボットオタク女子に塗ぬり替かえられつつある。

　アリヴィアンさんは語り出す。

「……シーグヴァイラさまは幼い頃ころからそれはそれは利発なお嬢じようさまでした。何をしても冷静かつ的確に物事を捉える様はアガレス家次代の安あん寧ねいを予感させてくださいました」

　つまり、とてもいいお嬢さんだったんだろうな。それは立ち振ふる舞まいからも感じさせてくれるし。リアスやソーナ会長のように貴族のお姫さまを体現してると思う。

　アリヴィアンさんは続ける。

「しかし、大公の娘むすめ──次期当主としてお生まれになった以上、将来的には魔王さまと大王バアル家との間に立って政まつりごとに従事せねばなりません。リベラル傾けい向こうの強い魔王派と古くからのしきたりを重視する大王派、相反する主義を政策に掲かかげる二大派は閥ばつ──その間に立つなど、並の精神力では耐たえることができないでしょう。現当主であらせられるシーグヴァイラさまのお父君は娘の生き真ま面じ目めなご性格に憂ゆう慮りよされておられました。真面目なままでは、いずれ大きな選せん択たくに迫せまられたときに心身共にプレッシャーで押し潰つぶされてしまうと」

　大公の抱かかえるストレスを憂うれう声はよく聞くね。

　アリヴィアンさんは指を一本立てて言う。

「そこで現当主さまは心のゆとりを得る方法──つまり、ほどよい息いき抜ぬき、リラックス法をお教えになられたのです。そのリラックス法というのが──日本のロボットアニメの視し聴ちようです」

　…………。

　……うん？　なぜにそこでロボットアニメが出てくる!?

　疑問の尽つきない俺だったが、アリヴィアンさんはかまわず続ける。

「尊敬するお父君から勧すすめられたリラックス法です。真面目なシーグヴァイラさまが拒こばむ理由もございません。それはそれは夢中になって日本のロボットアニメ作品の数々をご視聴していきました。その結果──」

　アリヴィアンさんの視線の先には──。

「……ダメですね、両りよう腕うでの換かん装そうパーツはドリルにしてください。この昭和四十～五十年代の雰ふん囲い気きを持つフォルムでドリルのひとつもないなんて噓もいいところでしょう。『ヤッターロボ』や『金こん剛ごうゼーク』をご覧になったことがないのですか？」

「う、うーむ……」

「……自分は平成のロボアニメが好きなのだ……」

　アザゼル先生とサハリエルさん、堕だ天てん使しの幹部を相手にロボへのこだわりを主張する大公次期当主さまの姿があった。

　アリヴィアンさんが高らかに言う。
















「普ふ段だんは冷静で的確な判断力を有しながらもプライベート時にはロボアニメをこよなく愛するシーグヴァイラ・アガレス姫が誕生致いたしたのです！」

「間違ってますよね!?　大公さまはもの凄すごく娘の教育を間違えましたよね!?」

　完全に方向性を誤ったって！　大事な大事な大公アガレスの次期当主だぞ？　なんで、ロボアニメ漬づけにしてこんな娘さんに仕立て上げますか!?

　──と、今日突っ込んでばかりの俺をおいて、アリヴィアンさんが耳元に展開した小型の連れん絡らく用魔ま方ほう陣じんに耳を傾かたむけていた。

「──おっと、失礼。これは……」

　届いた情報を聞いて、アリヴィアンさんは真剣な面おも持もちとなる。

「なんと！　シーグヴァイラさま！」

　アリヴィアンさんが主あるじのもとに走り、届いたばかりの情報を伝える。

　ロボットに夢中だったシーグヴァイラさんの表情が一転してクールなものに変へん貌ぼうする。

「なんですって、はぐれ悪魔が？」

　──っ！　その一言にこの場にいる全員に緊きん張ちようが走る。

　はぐれ悪魔ときましたか。こんなときにもそんなことが起こるもんなんだな。しかも、いつも指令を下す大公の方と居合わせるってのは新しん鮮せんだ。

　シーグヴァイラさんがリアスに言う。

「それは由ゆ々ゆしき事態ね。リアスさん、悪いのだけれど、共に討とう伐ばつに──」

　そこまで言ってシーグヴァイラさんは何かを思いついたようだった。

「いえ、待って。……そうだわ」

　シーグヴァイラさんがアザゼル先生に言う。

「元総督殿どの、これらは発進できるのでしょうか？」

　立ち並ぶロボットを前にして、シーグヴァイラさんはそんなことを口走り始めた！

　おいおいおいおいっ！　はぐれ悪魔の討伐にロボを発進すると!?　大公自らが!?

　シーグヴァイラさんの提案にニヤリとイタズラ笑え顔がおを浮うかべる先生！　いかんいかん！　あの顔を浮かべたときの先生は暴走めいたことをするぞ！

「ほう、そうきたか。サハリエル、出られるのか？」

　先生の声にサハリエルさんは不敵な笑いを漏らす。

「ふっふっふっ、そう来るかもしれないと思って、いつでも発進できるよう仕上げてあるのだ。形だけではないのだよ！　いつでもスクランブルできるのだァァァッ！」

　ポケットからスイッチを取り出したサハリエルさん。ポチッと押した瞬しゆん間かん、この格納庫全体に赤いランプの光が幾いくつも点灯して、至るところがカシャカシャと動き始めて、ついにはカタパルトデッキが出現した！

『スクランブル、スクランブル』

　警報音と共に急を知らせる音声も施し設せつ全体に鳴り響ひびき出した！

　地上に出られるであろう発進口も開いて、ロボットが続々とカタパルトに自動で運ばれていく！　そのなかにはパンツァードラゴン──いや、ファーブニルの姿もあった！　発進しちゃう！　パンツ龍りゆう王おうも発進しちゃうよ、これっ！

　先生がニヒルな笑みを浮かべながら、シーグヴァイラさんに問う。

「──行くのか？　試運転すらもしていないぞ？　いつ止まってもおかしくない状態だ。……それでも敵を倒たおすのか？」

「はい、ここにロボがあり、敵が来て、私がこの場にいる。──これ以上ないシチュエーションです。行きましょうっ！」

　まるでロボットアニメのいちシーンのごとくシーグヴァイラさんが決めるなか、俺たちとロボットははぐれ悪魔のもとに向かうこととなった。




　　　　─○●○─




　皆で転移した先は──隣となり町まちの端はしにある廃はい墟きよとなった工場跡あとだった。

　すでに外は暗がりだ。はぐれ悪魔が活動開始していてもおかしくない。ここの廃墟も潜せん伏ぷく先としては申し分ないのだろう。

　シーグヴァイラさんが先せん陣じんを切って、堂々と告げる。

「主のもとを逃にげ自分の欲よつ求きゆうのために生きる不ふ貞ていの輩やから、その罪、万死に値あたいします。大公アガレスの名において、あなたたちを裁きましょう！　姿を現しなさい！」

　廃墟に向かってそう宣言する大公次期当主。しばらくして、不ふ穏おんなオーラが辺りにたちこめる。工場跡から姿を現したのは、ひとつめの巨きよ人じん、猪いのししのような頭部をした獣じゆう人じん、人型をしたゲル状の魔ま物ものという組み合わせだ。三体ともに主のもとを抜ぬけてきた転生悪魔。体にまとうオーラの質から、邪よこしまなものを感じさせてくれる。

「……ちっ、大公自らかよ！」

「なんてこった！」

「こうなったら、玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで向かうしかねぇな！」

　こちらの素す性じようを知ったはぐれ悪魔たちは、覚悟を決めたように危険なオーラを体から滲にじませる！　殺気が辺りを支配し始めるなかで、夜空の一点がキラリと光った。刹せつ那な、爆ばく音おんと共に続々とロボット軍団が廃墟に舞い降りてくる！

　自分たちの前にどんどんと降りてくるロボを見て、はぐれ悪魔たちも仰ぎよう天てんしている様子だった。

「なんだ、この……ロボだ、これ!?」

「大公が……ロボットだと!?　どういうことだ!?」

　まさかの光景に驚おどろきを隠かくしきれないはぐれ悪魔たち。シーグヴァイラさんが堂々と言い切る！

「悪魔も日々進歩しているわ。──冥めい界かい驚きよう異いのメカニズムに戦おののきなさい！」

　その一言で口火が切られ、ロボット軍団がはぐれ悪魔に飛びかかっていく！　背中のバーニアを噴ふかし、手に持ったライフルを斉せい射しやして、目から怪かい光こう線せんを撃ち出していく！

「なんだよ、これぇぇぇぇぇっ！」

「討伐者が今夜辺り来るかもとか思っていたが……ッ！」

「ロボットだなんて、聞いてねぇぇぇぇっ！」

　絶ぜつ叫きようをあげながら駆く逐ちくされていくはぐれ悪魔たち！

　……俺たち、悪魔だよね？　こいつらも悪魔だよね？　けど、眼前で展開している様は俺たちと正反対なメカアクションで……。

　チュドーン、と上空で盛せい大だいな爆発音！　見上げれば、何か一機落とされたような感じで爆ばく煙えんが生まれていた。

「なんか、一機だけ空中で爆散したんですけど!?」

　俺が指をさして叫さけぶ！　すると、連絡用魔方陣が皆みんなの前に出現して、サハリエルさんの姿が投とう影えいされた。眼鏡の幹部は言う。

『龍王戦車パンツ・パンツアーなのだ。構造的な欠けつ陥かんがあったのかもしれないのだ』

　──戦車に乗っけただけで!?　つーか、ドラゴンを乗せた戦車を空に飛ばして発進させるってだけでもう発想としておかしいですよ！　いや、まあ、奴やつ自身に欠陥があったのは認めたい！

「ファーブニルさぁぁぁんっ！」

　アーシアが空に散ったファーブニルの名を叫んだ！　そのアーシアを抱だきかかえるゼノヴィア。

「いや、アーシア。これでよかったんだ。ファーブニルの死は無む駄だではない」

　イリナも謎なぞの号ごう泣きゆうをしながらアーシアの肩かたに手を置く。

「ええ、そうよ！　戦車になった龍王なんて、きっとファーブニルくんが初めてだと思うもの！」

　サハリエルさんが付け加える。

『彼が最さい期ごに言っていたのは「俺様、この戦いが終わったら、アーシアたんに乗ってもらってパンツァー・フォーって言ってもらう」だったのだ。いま思えば死亡フラグだったのだね』

　天を仰あおぐ俺！

　……あいつ、本当にバカだったんだなぁ……っ！　バカすぎて言葉もねぇよっ！

「ファーブニルの弔とむらい合がつ戦せんだっ！」

　ゼノヴィアがデュランダル片手にはぐれ悪あく魔まに突とつ貫かんしていく！　それにイリナも続いていく。

「ええ、まったくだわ！　帰ったらパンツをお供えしなきゃ！」

　まあ、生きてんだろうけどさ！　あんなもんじゃ死なないだろう、あのパンツ龍王！

　これらの光景を見て、嘆なげくように深い息をつくリアス。隣となりで朱乃さんも「あらあら」と苦く笑しようしていた。

「……仕事はしましょう。いくわよ、皆」

　若じやつ干かん、やる気が削そがれた感じのリアスが号令をかけ、皆はそれに付き従ったのだった。




　はぐれ悪魔を退治して、生きたまま冥界に転送した俺たち。

　夜空が白けるなか、上がってくる朝日とロボを背にシーグヴァイラさんが決意の表情で自身の『女王クイーン』に告げる。

「決めたわ、アリヴィアン。──アガレス領の重要拠きよ点てんにロボット兵を配備しましょう」

　肩をすくめるアリヴィアンさん。

「本格的にそれを叶かなえるとしたら、何年かかるのでしょうか」

　主の言葉に慣れた様子だった。

　ふいにシーグヴァイラさんが俺のほうに視線を移す。

「ところで、兵藤一誠さん。聞きそびれていたのだけれど、好きなダンガムのシリーズは何かしら？　もしかして……ゲームを題材にしたものとか？　レッドフォーチュンは名作よね。それよりもお好きなドールアーマーを教えなさいな。私は高機動型ゲムⅡの後期型が好きだわ」

　う、うおおおおおおおおおっ！　濃こい！　濃すぎる！　俺じゃ、相手しきれん！　なのに、このシーグヴァイラさんの同好の士を見つけたマニアの顔つきと言ったら……っ！

　言葉に困る俺は……リアスに助けを求めるよう、視線を向ける。リアスは小さく笑っていた。

「私たち世代のシーグヴァイラの話し相手は……イッセーが一番適役かもしれないわね」

　マジか!?　いくら美少女さまでも、ここまでのロボ好きは俺でも対処は……っ！　しかし、大公次期当主の手前、強く断るわけにも……っ！

「あ、あの！　お、俺！　もう朝なんで、帰ります！」

「ええ、わかったわ。お家で時間が許す限り語りましょう。ロボ番組の意見もいただきたいわね」

　そう言うシーグヴァイラさんに付き従うようにアリヴィアンさんに拘こう束そくされる俺！

　こうして俺は兵藤家で、その日の夜までシーグヴァイラさんのロボトークに付き合うこととなった……。いちおう、リアスと朱乃さんも『王キング』と『女王クイーン』として付き合ってくれたけど……途と中ちゆうでうつむいてげんなりしてました！

　大公はダメダメだ！　俺的には大王が一番だよ、サイラオーグさんッ！







　　　Life.EX　百ひやつ鬼き夜や行こうとパンデモニウム







　三学期に入って少し経たった頃ころの話だ。

　その日、深夜に小のほうを催もよおした俺は、寝ね床どこから抜け出た。トイレのドアを開いたのだが──目の前に現れたのは便器ではなく、桃もも色いろに染まった淫いん靡びな空間だった！

　例の天界謹きん製せい『エッチな部屋』だっ！　入るなり当とう惑わくする俺の手を引くのは──、

「さあ、イッセー。──今日こそ、子作りの練習といこうじゃないか！」

　ヒラヒラでスケスケのネグリジェ姿のゼノヴィア！　さらにベッドの上では、アーシアとイリナまで待機している。ゼノヴィア同様、スケスケのネグリジェを着ており、パンツはともかく、ブラジャーはしていない！　透すけてしまっている素す敵てきな先せん端たんがこれでもかと目に飛び込んでくるっ！　アーシア、知らないうちに俺より先に寝床を出ていたのか！

　これが平時ならば喜んでいるだろうが、あいにくとこっちはトイレのために寝床を抜け出てきたのだ。三者三様の乳にガン見状態ではあるが……正直、どうしようもない！　俺は性せい欲よくよりも先に尿によう意いに負けそうなのだから！

　俺はゼノヴィアにもの申す。

「おまえな！　トイレのドアノブに例のものを取り付けるのはどうなんだよ!?」

　ゼノヴィアは俺の文句など意にも介かいさずにするするっとネグリジェを脱ぬいでいく！　生の乳が眼前でお目見えとなった！　ゼノヴィアは自身の肢し体たいを官能的に手で撫なでていった！　そういうの、どこで習った!?　リアスか!?　朱あけ乃のさんか!?　いや、桐生きりゆうからの入れ知ぢ恵えだろうよ！

「ふふふ、奇き手しゆを用いなければリアス元部長と朱乃元副部長から、イッセーを奪だつ取しゆできないからな！」

「おまえなっ！　最近は生徒会長を目指すとかって言ってるから、ちったぁ落ち着いたかと思ったが……やっぱり、根本的なものは変わらねぇのかよ！」

「だからこそだ。責任ある立場を目指すという気構えを持ちながらも、一方で年頃の女の遊びもしていきたいと思っているんだ。私の青春を花咲さかせてくれ、イッセー！」

　言うなり俺の手を引き、ベッドに突つき飛ばしやがった！　ベッドで俺を迎むかえ入れたイリナが俺を抱き締しめながら言う。

「ダーリンをゲットするにも、最近はレイヴェルさんも鋭するどくなってきたし、案外、トラップを仕し掛かける隙すきが見当たらないのよね」

　トラップって！　俺は獲え物ものか何かか!?　ある意味、こいつらにとっちゃ獲物なのかもしれないが……っ！　こういう予想だにできないものは俺も当惑するだけだって！

　そうは言うものの、イリナの乳の感かん触しよくは素晴らしい！　しかし、興奮よりもトイレに行かせてくれって思いのほうが強い！

「イッセーさん……」

　ベッドの端はしで切なそうに俺を見ているアーシア！

「アーシア！　こいつらを止めてくれ！　俺はただトイレに立っただけなんだ！　こういうのは違ちがう機会で招いてくれよっ！　生理現象だぞ!?」

　アーシアなら！　アーシアなら俺をわかってくれるはず！

　間かん髪はつを入れず、ゼノヴィアが俺に馬乗りになった！

「だが、スケベな反応も生理現象と言うじゃないか！　どっちが勝つか、勝負というのも一興だとは思わないか？」

　格好つけてそんなこと言うけどさ！　た、確か、このエロ部屋にもトイレは備えられていたはず！　まずはそちらに！　そのあとでなら俺は挑ちよう戦せんを受けるよ！

「わ、私も！」

　勢いよく、アーシアまで俺に馬乗りしてきやがった！　ゼノヴィア、アーシアに馬乗りにされるという状態！　さらにイリナは太ももで俺の頭をがっちり挟はさんでくる！　太もものもっちり感が素晴らしいが……っ！　あと、馬乗り状態の女の子の重さは一人分だと心地ここちよいが、二人分だとちょっと辛つらいかも！

　ゼノヴィアよりも前のほうに乗ってきたアーシアは俺の顔を覗のぞき込むようにして、潤うるんだ瞳ひとみで言う。

「……私も赤ちゃんは欲ほしいって、思ってますよ？……ダメですか？」

　…………。

　……そ、そりゃ、反則だって、アーシアちゃん！　お兄さん、さすがにそれをアーシアちゃんに言われちゃ、鼻血が出てきますよ！

　アーシアのうしろからゼノヴィアが言い放つ。

「アーシアがここまで言ったんだ、腹を決めろ、イッセー！　一気に女を三人抱だくぐらいの器量がなければハーレム王は到とう底てい目指せないぞ！」

　イリナも俺の頭部を太ももに挟みながら、その場で天に祈いのり出す！

「天界のため！　ミカエルさまのため！　……あ、あと、私のためにもごにょごにょ……」

　ああ、俺は小を我が慢まんしながら、女の子三人にはちゃめちゃにされてしまうのか！　できることなら、ベストコンディションでこちらから攻せめ込む形で臨みたかったぜ……っ！

　大だい胆たんにもアーシアが、顔を徐じよ々じよに近づかせてきており、唇くちびるが迫せまる──。

　もう最悪の状じよう況きようも考こう慮りよしながら、生なま唾つばを飲み込んで、覚かく悟ごを決めようとした。そのときだった。

「おやおや、お盛んな時期だねぇ」

　──っ！　突とつ然ぜん、第三者の声が室内から聞こえてくる。

　行こう為いを一いつ旦たん止めて、声のするほうに俺たちの視線が注がれた。

　部屋の隅すみに置かれた椅い子すに着物を着た老人が座っていた！　だ、誰だれだ、このじいさん!?　頭とう髪はつは一いつ切さい生えておらず、しわくちゃな顔は朗ほがらかな笑えみを浮うかべている。けど、まったく覚えのないじじいだっ！　ていうよりも、この悪あく魔まや他ほかの種族が多く住んでいる兵ひよう藤どう家けに誰にも察知されずここまで入ってきている時点でおかしすぎるって！

「……じ、じいさん!?　あ、あんた、いったいどうしてここに……」

　俺がそう問うが、じいさんはニッコリした表情で言う。

「いえ、なに。お茶を一いつ杯ぱいいただこうと思ってね」

「お茶って！　つーか、この部屋にどうやって──」

　怪あやしさ大爆ばく発はつのじいさんにツッコミを入れる俺だったが……俺に乗っかっていた、アーシアが微笑ほほえんで言う。

「お茶ですね、いま淹いれます」

　俺から降りて、部屋に備えてあるポットのもとに行ってしまった。

　アーシアに続いて、イリナも俺から離はなれて部屋にあったお菓か子しを取り出して、じいさんに差し出す。

「おじいさん、どこから来たの？　お菓子、羊よう羹かんしかありませんけど？」

　問うイリナにじいさんはニコニコするだけだ。

「お構いなく、お嬢じようさんたち」

　ついにはゼノヴィアまでじいさんの背後に立ち、肩かたを揉もみ出した。

「肩がこってそうだね。よし、私がもんであげよう」

「ははは、これはありがたいありがたい」

　アーシアからお茶を受け取りつつ、じいさんが俺に言う。

「お兄さんもお茶をご一いつ緒しよにどうです？」

　よく見ればこのじいさん、後頭部が妙みように長い！　絶対に人間じゃないぞ！

「い、いや、あんたはいったい何者──」

　不ふ審しんすぎるじいさんに俺は立ち上がり、指を突きつけ問いただそうと──。

　…………。

　唐とう突とつな立ちくらみでふらつく俺。……あ、あれ、なんか、一いつ瞬しゆん意識が遠のいて……。眼前のじいさんに再び視線を向けたとき……なんだか、このじいさんが……他人のように思えなくなってきて……。……うん、このじいさん、知っていたような、いやいや、知らないような……いやいや、もうそういうのどうでもよくね？　このじいさんにおもてなしをしたくなってきたし……。

　俺はじいさんからの勧すすめを素直に受け取り、アーシアからお茶を、イリナからお菓子を受け取った。

「……はい、いただいちゃおっかな！」

　うん！　じいさんと出会ったことでエロいことなんてどうでもよくなったし、それよりもこのじいさんを盛り上げてあげたくなってきたぜ！

　俺や教会トリオはこの素晴らしいじいさんと有意義な時間を過ごすため、楽しく楽しく語り出したのだった！

　尿意だけはどうしようもなかったので、俺は途中で席を立ってエロ部屋にあるトイレに入った。トイレから帰ってくると──そこにはじいさんの姿が影かげも形もなかった。

　同時に頭にかかっていたもやのようなものが晴れていく感覚。アーシアたちも同様だったようで、「あれ？　私たちはどうしてこんなことを……？」「あのおじいさんはどこに？」と混乱していた。

　……あのじいさん、いったい何者なんだ？

　疑問だらけの一夜が過ぎ去っていった──。







「──てなことが、あったんですよ。……あれ、夢だったのかな？　気づいたら、俺、自分のベッドで寝ねてたし……」

　明くる日は休日だったため、俺は昨夜体験（？）したものを兵藤家リビングにて仲間たち（オカ研メンバー中心）に話す。

　これにアーシアも挙手して同意する。

「その夢、私も見ました。着物を着たおじいさんにお茶を淹れるって夢です」

　おおっ、アーシアも同じものを見たか！

　イリナも手を挙げる。

「えー、私も同じ夢を見たわ！」

「うーん、私もだぞ。おかしいな。昨夜はイッセーを例の部屋に連れ込んで、性交の準備をしていたはずなのだが……」

　──と、首をひねりながらゼノヴィアも続いた。だが、ゼノヴィアの一言を聞いた、リアス、朱乃さん、レイヴェルが──、

「その話」

「もう少し詳くわしく」

「聞かせていただきますわ」

　妙な迫はく力りよくをまといながら続いたもんだから、恐きよう々きようとしてしまった！　ったく、ゼノヴィアったら、爆ばく弾だん発言をさらりと言うんだからよ！

　息をつきながら、リアスはあごに手をやっていた。

「幻げん術じゆつをかけられた？　あるいは、家にいる誰かが、無意識に魔ま力りよく、魔術の類たぐいを発現させた？」

　すでに夢とは考えず、何かしらの現象に巻き込まれたと仮定して口にしていた。

　レイヴェルも首を傾かしげながら続く。

「イッセーさまの新必殺技わざが妄もう想そうの域を飛び出て、暴発したとか？　けれど、そういう新技のご相談は受けてませんわね」

　うん、俺が新必殺技を開発したとしても、さすがにじじいの出る技は作らないぞ。

　隣となりに座っていた木き場ばが耳打ちしてくる。

（けど、イッセーくん。手持ちの技の別案があるから試ためしたいって、たまに口にしていたよね？）

　俺が肩をすくめながら小声で言う。

（ま、そっちは機会があれば試してみるさ）

　まあ、新必殺技というか、発展させたものを考案はしているが……。どちらにしても、じじいはそれと無関係だって。

　さて、問題はそのじいさんのことがよく思い出せないんだよな……。顔を見たはずなんだが、全然思い出すことができない。まさに夢のような出来事だった。

　ロスヴァイセさんがうんうんとうなずいて言った。

「あとで、私がその熾セ天ラ使フ謹きん製せいの部屋に入りましょう。……いかがわしいことを考えているわけじゃありませんよ！　部屋にオーラや術の残ざん滓しがあれば解かい析せきできるだろうということです！　決して、エッチな部屋に興味があるわけじゃねぇんだからねっ！」

　なんか、赤面しながら口調を訛なまらせているけど……ロスヴァイセさん、もしかしてあの部屋に興きよう味み津しん々しんだった？

　ロスヴァイセさんが顔を赤くするなかで、リアスと朱乃さんは難しい表情を浮かべていた。

「……この現象、聞いたことはあるけれど、でも、そうだとすると……ちょっと、私たちの権限を超こえるかもしれないわ」

「ええ、私もなんとなく思い当たるところはありますわ。黒くろ歌かさんかアザゼル先生がいれば解決しそうなのよね……」

　二人とも、俺たちの話に何か覚えがあるような口調だ。黒歌か先生がこの場にいたら、一気に解き明かされるのかな。だけど──。

　俺も頰ほおをかきながら言った。

「小こ猫ねこちゃんと黒歌は山ごもりでいないし、アザゼル先生とも連れん絡らくがつかないし」

　そう、小猫ちゃんと黒歌は仙せん術じゆつ修しゆ行ぎようのためにぷち山ごもりをしている。定期的にやっているんだよね。アザゼル先生のほうは電話にも出ない。

　リアスがこれに答えてくれる。

「小猫たちは呼び戻もどしているところよ。すぐに帰ってくるでしょう。アザゼルはお兄さまたちと連日話し合いをしているところよ。ひとつは、日本に住まう者──異能力者の五家と、同時に妖よう怪かい勢力の長おさたちと秘ひ密みつ裏りに会談中とのこと。あとひとつは、『大型プロジェクト』とやらの会議、これらに出てていないわ」

　先生は会談か。あのヒト、本当忙いそがしいな。それでも、ふざけるときは相当迷めい惑わくをかけてくれる側面もあり……。最近は、先生以上にインパクトと癖くせの強いのと出会ったりもしているから、世界は広い。

　しかし、妖怪勢力との会談？　九重くのうのお母さん──八や坂さかさんもその会議に出席していたりするのかな。

　木場が言う。

「デュリオさんや刃狗スラツシユ・ドツグの幾いく瀬せさんが警護のために同席しているって話だね」

　神滅具ロンギヌス所有者の二人が警護ってのも物々しいが、ＶＩＰが集つどう都合上、当然か。

　先生たちの話し合いに関して、もう一方も気になった俺はリアスに問う。

「……そっちはともかく、『大型プロジェクト』ってのは？」

「レーティングゲームの大きな催もよおしだそうよ。話は去年の夏頃ごろから出ていたようなのだけれど、暮れに本格的な話し合いに発展して、急速にまとまってきているようなの。まあ、ポシャる可能性も高いとも聞くけれどね」

　ゲームの大きな催し？　イベント？　まさか、大会とか？　悪あく魔まだけじゃなくて、三大勢力全体での『大型プロジェクト』みたいだ。……以前に可能性だけ示し唆さされた他勢力間との試合とか、そっちのことなのかな。リアスの口ぶりだと、まだ話半分で聞いておいたほうがいいのかもね。

　これにイリナも続く。

「それ！　転生天使の間でも噂うわさになっていたわ！……あれって本当なの？」

　イリナの問いにリアスも肩をすくめる。

「さあ、まだなんとも言えないけれど、上は結構本気みたいよ？　けれど、いまはそれに気を取られてもいられないわ。まずはこの家で起きた現象を解明していかないと、平和に過ごすこともできなくなる。……そうね、ちょうどいいのかもしれないわね」

　リアスが立ち上がる。

「ちょうど、というのは？」

　問う俺にリアスは微笑んだ。

「──『餅もちは餅屋』、もうすぐ遊びに来る子に聞いてみるのも手ということよ」

　言葉の意味をすぐそのあとに知ることになる。




　　　　─○●○─




　その日の午後、兵藤家地下にある巨きよ大だい魔ま方ほう陣じんの部屋にて、鳥居が出現していた。そこをくぐって出てきたのは──獣けもの耳みみともふもふの尻尾しつぽを生やした金きん髪ぱつ少女、九重だった！

「お久しぶりじゃな、兵藤家の方々！　お正月以来じゃな！　皆みんなに会えてうれしいぞ！」

　リアスが午前中に言っていた『もうすぐ遊びに来る子』とは、九重のことだった。

　九重の登場に仲良くしていたオーフィスが一歩前に出て再会の喜びを分かち合った。

「九重、九重」

「フィス殿どの！　秋以来じゃ！　会いたかったぞ！」

　二人で両手を取り合い、ピョンピョン跳はねていた。普ふ段だんでは見られないオーフィスの貴重な姿だな。いつも無表情だが、今日はうれしそうにしていた。

　九重が俺たちに言う。

「母上がこちらに用があるとのことで、私もついてきたのじゃ！　しばしの間、お世話になりまするぞ！」

　そう九重が言うように、九重のお母さんであり、京都妖怪の長たる『九きゆう尾びの狐きつね』八坂さんは、現在アザゼル先生やサーゼクスさまたちが参加されている会談に出席しているとのことだ。リアスの説明では、八坂さんが会談している間、九重は我が家に訪問ということになっていたようだった。

　俺は全然知らされていなかったけど、本来、九重はここに来る予定ではなく、八坂さんの遠出に「私も関かん東とうに行きたい！」と愚ぐ図ずったそうで、ギリギリになってここへの訪問が決まったという。

　リビングに通された九重は、お土産みやげとばかり京都のお菓か子しをわんさか渡わたしてくる。創業の古いお店自じ慢まんのもっちりした皮に餡あんを包んだ和菓子から、茶さ洛らく（京風わらびもち）などなど、バラエティに富んだお土産の数々に、女子たちは特に喜んだ。

「うまうま」

　スイーツの好きなオーフィスは、次から次へと口のなかに和菓子を放ほうり込んでは、頰一いつ杯ぱいに詰つめ込んでご満まん悦えつの様子。

　いくつかの雑談のあと、俺たちは九重に昨夜体験した不思議な出来事を話し出した。深夜、突とつ然ぜん現れた謎なぞのじいさんの話を聞くやいなや、九重は神しん妙みような面おも持もちとなり、考え込んでしまった。

「……うぬぬ、そ、そんなことが起こせるとしたら、私が知っている限り、それ以外ないのじゃが……。けれど、ここにおる皆は特とく殊しゆな事情ゆえ、そうと断言しにくいところもある。しかししかし、皆を化かせるだけの者となると、やはり……」

　九重は俺が体験したものに心当たりがあるようだった。

　リアスや朱乃さんも顔を見合わせて、ひとつうなずき合う。

「おそらく、私や朱乃の予想は九重と同じものだと思うわ」

「ええ、京都妖怪の姫ひめである九重ちゃんまでもが、そうだと思うのでしたら、もうそれはほぼ確定と見ていいと思いますわ」

　──と、二人は言う。

　九重はさらに難しい顔となっていた。

「……ですが、リアス殿。じゃとしたら、これは大変なことに──」

　九重がそこまで言ったときだった。

「おー、この家はかわいい娘むすめさんが多くて、華はなやかだねぇ」

　突とつ如じよ、第三者の声が発せられる！　皆の視線がリビングの一点に注がれた！

　ソファのひとつに──年老いた男性が座っていたからだ！　むろん、赤の他人！　けど、そのしわくちゃで、髪かみの毛のない頭部には覚えがある！　後頭部も長いし、昨夜見たじいさんそのヒトだ！

「昨夜のじいさんだ！　このヒトだぞ、皆！」

　俺がじいさんに指を突つきつけて、そう叫さけんだ。

　クソ！　なんでいまのいままでこのじいさんの顔や姿を忘れていたんだ!?　眼前に再び現れてようやく思い出すなんて、本当に幻げん術じゆつか何かをかけられてたってことかよ！

　皆が一いつ斉せいに構える！　当然だ！　こんな不可思議なこと、あり得るはずがない！　ここにいる皆は修しゆ羅ら場ばの数々をくぐり抜ぬけてきた猛も者さばかり！　自慢じゃないが、ヒトが一人部屋に入ってくるなら、誰だれもが気配に気づくさ！　それがなかったのだから、やはり、このじいさんはただ者じゃない！　じいさんは俺たちが警けい戒かい態勢になっていることを気にもせずにニコニコしながら、いつの間にか淹いれていたお茶をすすっている！

　じいさんの顔を見た九重の仰ぎよう天てんぶりは凄すさまじい。上ずった声こわ音ねを発する。

「──そ、そんな、お、お主……い、いや、あなたさまは……っ！　けど、そんな、まさかっ！」

　慌あわてふためく九重に俺が問う。

「ど、どうした、九重。このじいさん、いったい何者なんだ？」

　しかし、答えを聞くよりも先にじいさんのほうが九重に話しかけていた。

「こいつぁ、おもしろい。お嬢じようちゃん、西の狐姫の娘かい？　小さい頃ころのあの姫さんと生き写しだねぇ」

　このじいさん、八坂さんを知っている？

　九重は深く頭を下げて、じいさんにあいさつをした。

「──ぬらりひょん殿、お初にお目にかかりまする」

『──ッ!?』

　この九重の一言に皆が言葉を失う！

　リアスと朱乃さんは得心しながらも驚おどろいていた。

　俺もその名は知っているぞ！　漫まん画がや妖怪大事典にも載のっていた！　いつの間にか、家に上がり込んで家庭に融とけ込み、家の者に怪あやしまれることなく、お茶やお菓子を勝手に食い出すって妖怪だ！　まさに俺やアーシアたちが体験したことだった！

　俺はリアスに訊きく。

「ぬらりひょんって、あのぬらりひょんですか？　いつの間にか、家に上がっていて、生活に融け込み、いつの間にか、いなくなっているという……。で、でも、どうして、皆、そんなに驚いているんだ？」

　木場が生なま唾つばを飲み込みながら言った。

「ぬらりひょんはね、イッセーくん。九尾の狐と同様、妖怪を束ねる長の一体なんだよ」

　──ッ!?　…………マジか！　この後頭部のデカいじいさんが、妖怪の長!?　そういや、木場の師し匠しようたる沖おき田た総そう司じさんの『一人百ひやつ鬼き夜や行こう』が気になって調べたときに、ぬらりひょんの名前が出ていたな！　つまり、このじいさんは百鬼夜行の代名詞みたいなもんか！

　……誰にも勘かんづかせず家に勝手に上がっていたのも、ぬらりひょんの特性ゆえかよ！　俺たちの誰だれにも気配を察知させない辺り、とんでもない実力者ということになる！

　──と、驚くしかない俺の耳に小猫ちゃんの声が聞こえてくる。

「……西の九尾、東のぬらりひょんとされているほどのお方です」

　振ふり返れば、そこにはリアスに呼び戻もどされて帰ってきたばかりの小猫ちゃん、黒歌姉し妹まいの姿があった。

　黒歌はぬらりひょんを見かけるやいなや、バツの悪い顔となり、手で覆おおっていた。

「あちゃー、よくないときに戻ってきちゃったわね……」

　じいさん──ぬらりひょんが、猫ねこ又また姉妹を視界に捉とらえると、ニコニコ顔から一転して精せい悍かんなものとなり、言い知れないプレッシャーを放ち始めたっ！

「久しいな、黒歌。どうやら、妹とは再会できたようだな？」

　ぬらりひょんがそう言うと──黒歌は、その場に姿勢を正して座り、深々と頭を下げ始めた！

「お久しぶりでございます、頭領。おかげさまで、無事に妹と会えました。白しろ音ね、ごあいさつして」

　飄ひよう々ひようとしたいつもの態度から一転して、黒歌は大おお真ま面じ目めな姿勢となっていた。

　姉の姿に小猫ちゃんも倣ならい、隣となりに座って深々と頭を下げる。

「はじめまして、塔とう城じよう小猫……以前は白音と名乗っておりました」

　小猫ちゃんのあいさつを受けて、ぬらりひょんが口の端はしを笑えました。

「なるほど、妹のほうは母猫にそっくりだ。それより、黒歌もその妹も、そこまでかしこまらなくてもいい。ここは他人の家だ。ほら、立て立て」

　立ち上がった黒歌を部屋の端に連れ込み、俺はそれとなく小声で問いただす。

（いつもと態度違ちがわないか!?　おまえ、いつもならＶＩＰ相手でも大だい胆たん不ふ敵てき、無礼な立ち振ふる舞まいだったじゃないか！）

　そう、アザゼル先生だろうと、他ほかのお偉えら方がただろうと、無礼千万な対応をしていたこいつが、事ぬらりひょんに関しては見たこともない態度で敬意を払はらっていた。

　黒歌は肩かたをすくめる。

（……ま、私にだって頭の上がらない相手の一人ぐらいはいるもんよ。とりあえず、東側に与くみしていたことがあった私にとっちゃ、この頭領は魔ま王おうや神さまより怖こわい存在なの）

　黒歌にそう言われてちらりとぬらりひょんに視線を向ける俺。……お茶をすすっているだけだが……。まあ、サーゼクスさまやアザゼル先生たちとは違う威い圧あつ感かんは感じるさ。妖よう怪かいには妖怪にしかわからない世界、ルールがあるのだろう。それに照らし合わせたとき、ぬらりひょんの存在は猫又たる黒歌にとってデカいということか。

　さて、このじいさん相手に俺たちはどう出るか、と思し慮りよしているうちにリアスが、手を挙げる。それは俺たちに警戒態勢を解けという合図だ。リーダー格であるリアスの対応に俺たちも警戒を解く。

　それを見て、ぬらりひょんは「かっかっかっ」と小さく笑った。

「話がわかるねぇ、紅べに髪がみのお姫さん。さすが魔王の妹だ」

　リアスが一歩前に出て、ぬらりひょんにあいさつする。

「あらためて、ごあさいつするべきよね。ごきげんよう、私はリアス・グレモリー。グレモリー家の次期当主です」

　ぬらりひょんは湯飲みをテーブルの上に置いて、あいさつに応じた。

「こいつぁ、名乗り遅おくれて申し訳ないねぇ。この国の東側──主に関東一帯の妖怪どもの長おさをしている者もんだ。黒歌と白音の姉妹とは、こいつらの亡なくなった母猫とちっとばかり面識があってな。ま、気にしないでくれ」

　あいさつを終えたところでリアスが問う。

　なぜ、今回突然兵藤家に現れたのか──ということについてだ。

「東の総大将であるあなたが、どうしてこの家に入り込むなんてことをされたのかしら？　ここは──いえ、この地域一帯は三大勢力の同盟が管かん轄かつしている場所であり……」

　そこまで言って、リアスは黙だまり込み、何かに気づいたような表情となった。

「いま、兄たち──魔王さま方とされている会談と関係があるのですね？」

　リアスの言葉にぬらりひょんはニヤリと意味深に笑みを見せる。

　おそらく、それがリアスの問いへの答えだろう。つまり、ぬらりひょんの行動は、アザゼル先生や八坂さんが参加している会談と繫つながっているのだ。

　リアスがさらに続ける。

「いまだ三大勢力と和平を結んでいない妖怪の頭目だと聞いています」

　ぬらりひょんはあごを手でさする。

「この国の化け物──妖怪を束ねる大頭目のうち、九尾、山さん本もと、神じん野のが異教の書物に記しるされし異形たちは、おまえさんたちと和平を結んだ。俺んちにも当然その話は来ているけどもよ。ちょうど、その和平会議中だ。昨日から、俺だけ抜け出てきちまっているけどな」

　ぬらりひょんの言葉を受けて木場がぼそりとつぶやく。

「……アザゼル先生たちは、山本五ご郎ろう左ざ衛え門もんと神野悪あく五ご郎ろうとも和平を結んでいたんだね。どちらもこの国の大妖怪だよ」

　知らない名前が出たからよくわからなかったが、アザゼル先生たちは九尾の八坂さんやこのぬらりひょん以外の妖怪の長とも和平の交こう渉しようをしていたんだな。

　ぬらりひょんが言う。

「悪あく魔まや天使たちと和平を結ぶ……まあ、このご時世だ。閉へい鎖さ的に物を考えても、何かあったとき、後手後手に回るかもしれん。おまえさんたちが相手にしているテロリストは、うちのもんにも結構やってくれていてな。情報伝達の遅れでえれぇ痛い目に遭あった。そんなことがあったもんだから、形だけでも和平を結んだほうがいいんじゃねぇかって方向でうちもまとまりつつある」

　……なるほど、本来は他のところと和平を結ばず、身内だけで事を収めようとしていたが、テロリスト──『禍の団カオス・ブリゲード』の驚きよう異いはぬらりひょんのところに届いていた、と。奴やつらに対応するためにも、和平の選せん択たくを取りつつあるってことね。

　……だったら、それでいいんじゃないか？　和平を結んで終しゆう了りようでいいのでは？　会談を抜け出して、こんなところに電でん撃げき訪問してきている理由はなんだ？

　疑問を感じる俺の前でぬらりひょんが、朱乃さんに指をさした。

「そちらの黒くろ髪かみのお嬢ちゃん。堕だ天てん使しの娘……でもあるが、『姫ひめ島じま』だろう？　本筋のほうの力を感じるんだが、どうなんだろうかね？」

「……は、はい。母は姫島宗家に連なる者の一人でした」

　それを聞き、ぬらりひょんが目を細める。

「古くより、姫島を含ふくめた人間の異能力集団と俺ら妖怪の間にはいくつかの約定があってな。たまにいざこざはあったものの、基本的には互たがいの領域を守りながら、一定の距きよ離りを保って、交わらずにやってきた」

「……話だけは聞き及およんでおります」

　朱乃さんがうなずく。

　ぬらりひょんが、人差し指を一本立てた。

「──が、ちょいと前にその約定が一度破られてよ。俺んところは結構な被ひ害がいを受けた。そのせいか、俺んところの若い衆はいまだに『五大宗家』をはじめ、神器セイクリツド・ギア持った者もんを嫌けん悪おしてやがるんだよ。そのことが、和平を結ぶための最後の障害になってやがんのさ。つまりな、三大勢力に『五大宗家』と神器セイクリツド・ギア持った者もんが深く関かかわっているってのが、問題になってんだよ」

　──『五大宗家』。

　古くよりこの国を魑ち魅み魍もう魎りようの類たぐいから護まもってきた五つの異能力集団の一族だ。『五大宗家』と呼ばれていて、筆頭の『百鬼なきり』をはじめ、『櫛くし橋はし』、『童どう門もん』、『真しん羅ら』、そして『姫島』が名を連ねている。朱乃さん、真羅元副会長もその家の出だ。世間って狭せまいよな。

　ぬらりひょん側は異能力者の一族と何かいざこざがあって、そのことに不満を抱いだいているってことか。あー、そういえば各家の先代当主は特に他勢力に強きよう硬こう姿勢を取っていたってちらっと耳にしたかもな。その辺で衝しよう突とつがあったのかね。姫島の前当主って、幼い朱乃さんを追い詰つめたヒトだって話だし、怖そうだ。

　……それに、神器セイクリツド・ギア所有者にも文句がありそうだけど、それはどうしようもないのではないだろうか。それこそ、各勢力、敵にも神器セイクリツド・ギア所有者がいるのだから、その者たちの存在で和平を結ばないってのは、難なん癖くせに近いように思える。妖怪には妖怪の思想、思おも惑わくがあるから、そう単純には割り切れないのだろうけど……。

　ぬらりひょんが俺たちを見み渡わたして言う。

「ここにいる連中は同盟の象しよう徴ちようたる『Ｄ×Ｄデイーデイー』っつー集まりだろう？　各勢力のお偉方連中は、おまえさんらを品定めしたっていうじゃねぇかい？　だったら、俺も和平条約の最後の決め手として、おまえさんらを精察ぐれぇしてもいいんじゃねぇかってな」

「じゃ、じゃあ、うちに入ってきたのも……？」

　俺がそう訊きくと、ぬらりひょんは口の端を笑ました。

「いろいろと見させてもらった。実はな、おまえさんらが感じていないところで、俺は部屋の隅すみでおまえさんらの行動、生活をよーく見させてもらっていたのよ。まあ、邪じや悪あくの類ではなかろうよ」

　……あー、ぬらりひょんの特性を生かして、俺たちの生活を見ていたのか……っ。感知させないで生活を見守っていたって、どんだけすげえんだ、その気配を殺す特性！

　事情を知った教会トリオが途と端たんに悲鳴をあげる。

「はぅぅっ！　あんな姿を見られていたなんて！」

「くっ！　私としたことが、子作りの練習を妖怪の長に見られそうになっていただなんてな！」

「あそこでエッチなことをしていたら、変なイメージを持たれて、和平協議がなかったことになっていたかもしれないのね！　いいえ、それ以前に恥はずかしいわ！」

　アーシアやゼノヴィア、イリナが顔を赤らめていた。そうだよな、あの場面を見られていたってことだもんな！　うぬぬぬ、そのことで同盟破談になったら、サーゼクスさまやアザゼル先生に合わせる顔がねぇっ！

　ぬらりひょんは俺たちの様子を「かっかっかっ」と愉ゆ快かいそうに笑ったあとで、あらためて言った。

「だが、まあよ。あと、ちっとだけ見させてもらいてぇ」

　言うなり、ぬらりひょんが立ち上がる。手元に杖つえを出現させた。

「──ここでは、なんだ。場所を変えるというのも一興か」

　ぬらりひょんが、床を杖でトンと一度突ついた。すると──九重がドロンと煙けむりに包まれて消えていく！　視線を辺りに配らせると、九重はぬらりひょんの横に転移していた！

「ぬ、ぬらりひょん殿どの!?　こ、これは──」

　九重が驚おどろき、距離を取ろうとするが──、

「この姫ひめさんにちょいと協力願おうか」

　ぬらりひょんが額に指でちょんと触さわった。

「……ふにゃ……ん……」

　九重は意識が遠のくようにふらつきだしてしまう！　完全に意識を失った九重はその場で倒たおれ込もうとするが、ぬらりひょんがそれを抱きかかえた。

「ちぃとばかり寝ねててもらうぜ、ちっこいお姫さん」

　九重をどうするつもりだ!?　俺はさすがの展開にいても立ってもいられず、籠こ手てを出して構えた！

「九重っ！　クソッ！」

　俺が飛び出そうとしたときだった！

「これはこれは」

「そうはいきませぬよ？」

　突とつ然ぜんの聞き覚えのない声！　ぬらりひょんの両りよう脇わきで、再びドロンと煙が出現する！

　そこから現れたのは、人間サイズのイタチの化け物と、雲っぽいものを体に纏まとった犬の形をした化け物だった。二体の化け物──妖よう怪かいは、ぬらりひょんを守るように並ぶ。

「東の妖怪、鎌かま鼬いたちの烈れつ座ざと申します」

　イタチの妖怪は、両りよう腕うでに刃やいばのような突とつ起き物ぶつを生やす。

「同じく、雷らい獣じゆうの雲くも辺わたりでございまする」

　雲を纏った妖怪は、全身からバチバチと電気を走らせていた。

　どちらも身に纏う妖よう気きが、尋じん常じようじゃないほど濃のう密みつだ。ただ者ではないのは、瞬しゆん時じに理解できた。しかも、ぬらりひょんとは違ちがい、こいつらからは敵意も感じられる。

　黒歌がその二体を確かく認にんして、俺に叫さけぶ。

「赤せき龍りゆう帝ていちん、油断しないでっ！　そいつら、東の妖怪じゃ、名の知れた強者にゃ！　ぬらりひょんの側近よ！」

　その一言を聞いて、俺だけじゃなくて皆みんなが一いつ斉せいに構える！

　鎌鼬が黒歌を確認して、くくくと笑う。

「よー、黒歌。悪魔に鞍くら替がえして、白い龍りゆうに尻尾しつぽ振ふって、今度は赤い龍だそうだな？　猫ねこ又または尻しりが軽いねぇ。──猫又の長老さまが怒おこってたが？」

　黒歌も不ふ機き嫌げんそうに顔を歪ゆがませる。

「んなもん、知らにゃいわよっ！　こちとら、ようやっと姉し妹まいで落ち着ける家を得られそうなのよね。邪じや魔まはさせないわよ？」
















　黒歌が手元に魔ま方ほう陣じんを展開させて、一いつ触しよく即そく発はつの格好となる！

　木場もその場で聖せい魔ま剣けんを創りだして、ぬらりひょんたちに構えた。

「お姫さまは渡わたさないよっ！」

　全員が九重を救いだそうと、隙すきをうかがうところでぬらりひょんが再び杖を床ゆかに突いた。

「一いつ旦たん、退ひかせてもらおうか。──すぐに招待状は送ろう。何、ちょっとした一興だ」

　三度、ドロンと煙が発生する。晴れたあとには、ぬらりひょんたちは九重を連れて、この場から去ってしまっていた！

　……一興だって？　クソ！　俺たちを見定めるためなのかどうかは知らないが、家に遊びに来ただけの九重を連れていきやがって！

　俺は右拳こぶしを左手に打ちつけ、悔くやしさに歯は嚙がみした──。




　　　　─○●○─




　その日の夜──。

　俺、リアス、朱乃さん、小猫ちゃんと黒歌の五人は、人ひと気けの少ない東京郊こう外がいの地に足を踏ふみ入れていた。

　あのあと、すぐにぬらりひょんから招待状が矢文の形で送られてきた。そこに書かれていたのは、この場にいる五人の名前と、指定の場所を記しるした地図だった。このメンバーで地図の場所に来いと書いてあったのだ。呼ばれていない仲間たちはちょっと離はなれた場所で待機してもらっている。何かあったらすぐに飛んできてもらう手はずとなっていた。

　九重が連れ去られたことで、オーフィスが無言になってしまったが……いちおう、身元がバレないよう家に残してきたけど……。オーフィスも気になるが、まずは目的の場所に行かないとね。

　濃のう霧むの田舎いなか道みち──。東京も二十三区を離れれば、このような人気も建物もない寂さびしい風景の道になる。この先に指定された場所があるというのだが……。

　霧きりが立ちこめるなか、道を進みながらリアスがぼそりと漏もらす。

「今回の一件、ぬらりひょんが私たちを試ためすのと同時にガス抜ぬきなのでしょうね」

　リアスはそのまま続ける。

「さっき、私たちの前に現れた鎌鼬と雷獣、あの二体の妖気にはこちら側への嫌けん悪お感かんがあったわ。……多分、和平はほとんど決まっているのよ。けれど、反対派の感情のぶつけどころがなかった。それを私たちに当てたわけね」

　……あの敵意はそういうことか。奴やつらは和平反対派ってことね。んで、俺たち──『五大宗家』に関する者と、神器セイクリツド・ギアを持つ者を嫌悪している。

「それ、サーゼクスさまにも訊かれたんですか？」

　俺が訊くと、リアスは息をつく。

「いちおうね。お兄さまは、『悪いようにはならないから、どうにか彼らと興じてくれないだろうか？』とだけ返されたわ」

　要するにぬらりひょん派の内部事情に配はい慮りよ、対処してくれってお上かみからのお達しか。

　リアスも苦く笑しようしていた。

「混成チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』に加入していると、こういう仕事もあるってことね」

　……ははは、俺も半眼で苦笑するしかねぇや。以前に『五大宗家』や神器セイクリツド・ギア所有者が何をしたか知らないけれど、俺たちにまでツケが回ってきたってことか。本当、俺らはいろんなことを解決することになるね……。この人選もぬらりひょん側が求めていることに適かなうものなのだろう。

　真羅元副会長が『五大宗家』の『真羅』の出として、参加を申し出てくれたが、今回は俺たちに任せてもらうことになった。

「……あとで、元総そう督とくに一言言ってやるにゃん。どうして私がこんなことまで……まあ、ぬらりひょんの頭領が相手の以上、出ないわけには……だとしても……」

　ぶつぶつと黒歌が何やら怨えん嗟さの言葉を吐いているようだが……。

　朱乃さんが俺やリアスに申し訳なさそうに言う。

「……母の実家がご迷めい惑わくをかけているようで、申し訳ないわ」

　そんなことを気にしていたのか。俺もリアスもニッコリ微笑ほほえんで言った。

「気にしないでください。朱乃さんは悪くありませんよ」

「そうよ。あなたはうちの姫島朱乃よ？　何も悪くないわ」

　俺たちがそう言うと朱乃さんも穏おだやかな笑みを作ってくれた。

　──と、そうこうしているうちに霧の向こうに巨きよ大だいな門が見えた。指定された場所──ぬらりひょんの屋や敷しきにたどり着いたようだ。

　俺たちが門の前に立つと、木造の両開きの扉とびらが独りでに開き始めたのだった──。




　門をくぐり屋敷のなかを進む俺たち。妖怪の住まいとはいえ、日本家屋だったものだから、玄げん関かんで靴くつを脱ぬぐか迷ったが……土足で上がることにした。小さな罪悪感が生まれるのは日本人ゆえかな。

　だだっ広い屋内。廊ろう下かはずーっと先まで続き、その間、両脇に無限とも思える数の襖ふすまが並ぶ。……外観以上に中は広い？　迷めい宮きゆうになっているんじゃないか？

　しばらく歩くと、ようやく廊下の先が確認できる。足を踏み入れると、そこは開けた空間だった。奥には先に進む道が見える。──が、俺たちの眼前には刺し客かくの姿がある。

「先ほどは失礼した」

「ここは我らがお相手致いたす」

　さっき俺たちの前に現れた鎌鼬の烈座と雷獣の雲辺だ。こいつらを倒さないと先には進めないってか？　同盟反対派であろうこの二体を最初に刺客にするなんてね。

　俺は籠手を出現させて、臨戦態勢となった。朱乃さんが一歩前に出る。

「──ここは、私が行きましょう」

　朱乃さんが出たことで、鎌鼬が言う。

「……姫島の者、だな？」

「ええ、そうです。家を追放された身ですけれど」

　朱乃さんの手に雷らい光こうが生まれる。バチバチと激しい音を鳴らしていた。

　俺も朱乃さんに加勢しようとしたときだった。──背後から、異様なプレッシャーが伝わってくる！　振ふり向けば、そこにいたのは──黒い大型の犬。いや、狗いぬ。幾瀬鳶とび雄おさんが使し役えきする刃ジンだった。それを確認して、鎌鼬と雷獣が色めき立つ。

　鎌鼬が両腕に刃やいばを生やして叫ぶ。

「──狗かっ！　噂うわさは聞いている。我が同どう胞ほうも大層手を焼いたとな。主あるじはどうした？」

　しかし、刃は答えない。幾瀬さんは来ていないようだった。どうやって一いつ匹ぴきで来たのかと気になってしまうが……独立具現型とされる意思を持つ神器セイクリツド・ギアだもんな。しかも神滅具ロンギヌスだ。これぐらいのことをしても不思議じゃないのかもしれない。

「ふむ、単身で乗り込んで来たということか」

　雷獣が一匹でこの場に来た刃に感心していた。

　その刃が朱乃さんの隣となりに並んだ。その場景を見て、リアスが唸うなった。

「この並びに因果なものを感じるわね」

　リアスが続けて俺に言う。

「あの狗、刃のマスターである幾瀬鳶雄は、姫島の血を引いているのよ。姫島前当主には、姉が二人いたの。その一人が朱乃のお祖ば母あさま、そして、もう一人が幾瀬さんの──」

　──ッ！　…………マジか！　そういう事情があったの!?　朱乃さんと……幾瀬さんが親類!?　二人のお祖母さんが姉し妹まい……つまり、はとこってことか！

　横に立つ狗に朱乃さんが微笑んで訊きく。

「……力を貸してくれるのね？」

　刃は一度だけ尾おを振る。肯こう定ていの意味だ。単身乗り込んできたのは幾瀬さんの計らい？

「ありがとう、刃ちゃん」

　礼を述べる朱乃さんは俺たちに言う。

「さあ、先に行ってください。ここは私たちに任せて！」

　刃がいれば心強いし、朱乃さんも安心か。俺とリアスはうなずき合い、その場をあとにした。少しして、後方より激しい爆ばく裂れつ音が聞こえてきたのだった──。




　屋敷を進んでいくと、二回目の開けた場所が見えてくる。近づくにつれて険しい表情となったのは──黒歌と小猫ちゃんだった。顔中に脂あぶら汗あせを浮かべる黒歌なんて、珍めずらしいほどだ。

　黒歌が声を絞しぼり出しながら言う。

「…………ッッ！　冗じよう談だんじゃないわ……ッ！　この気は……ッッ！」

　小猫ちゃんも身み震ぶるいしながら言った。

「ね、姉さま……っ！　いったい、これは……っ!?」

　猫ねこ又また二人は何かを感じ取れているようだ。しかし、俺とリアスは前方から異様な空気を感じるだけで、小猫ちゃんたちほど戦せん慄りつはしていなかった。

　その場所にたどり着くと、そこにいたのは──一匹の三み毛け猫ねこだ。むろん、ただの三毛猫ではない。尻尾しつぽは……なんと七つ！

「ほう、そちらの白猫も一いつ端ぱしの猫又になっているようだね」

　聞き覚えのない若い女性の声が室内に木霊こだまする。よく見れば、声の主は──尾の分かれた三毛猫からだった。……人間の姿に化けていない猫又ってことか？

　三毛猫は、小猫ちゃんと黒歌を視線に捉とらえて言う。

「久しゅう、黒歌」

　黒歌は頰ほおに汗あせを伝わせつつ、緊きん張ちようの面おも持もちで言う。

「……三毛ばあさん、まさか、ここで出てくるなんてねっ！」

　黒歌の一声に小猫ちゃんも仰ぎよう天てんしている様子だった。

「じゃ、じゃあ、この方が三毛の長老さま」

「そうよ、うちの業界──猫ねこ妖よう怪かいの長おさ、参曲まがり。通つう称しよう、三毛ばあさん」

　猫妖怪の長！　じゃあ、大物ってことかよ！　こんなところで出くわすなんてさ！　あー、そういえば、俺の家に鎌かま鼬いたちが襲しゆう来らいしてきたときに奴らがそれらしいことを言っていたか。

　猫又の長たる三毛猫は、目を細める。

「そう呼ぶのは決まって素行のよくない悪猫ばかりさね」

　猫の姿のせいか、威い圧あつ感かんよりかわいらしさのほうが強まってしまうが……。

「……有名人なんですよね？」

　俺がリアスに問う。

「……八百年以上は生きているとされる猫妖怪の大おお御ご所しよよ。私も猫又については大分調べていたけれど……さすがに初めて出会ったわ。……この屋敷は、妖よう怪かいの実力者ばかりが集められているようね」

　リアスも驚おどろきを隠かくせない様子だった。

　……つーか、齢よわい八百歳の猫の妖怪とか！　もしかして、サーゼクスさまや現魔ま王おうの方々よりも年上なんじゃ……？　でも、声は若々しいな。

　三毛猫の長が俺とリアスに視線を向ける。

「私が、用があるのはそちらの姉妹猫のみ。赤龍帝の坊ぼうやと悪あく魔まのお姫ひめさまは、通りたければ奥に行ってもいいけれどね」

　などと言われてしまうが……。確かに俺たちへの敵意はない。小猫ちゃんたちにも敵意というよりは興味を示しているようだ。

　黒歌が奥を指し示す。

「行きなさいよ。ここは私と白音に任せるにゃん。どうせ、私と白音を指名したのも、こうするためだったんでしょうし。この長老の意見をさすがのぬらりひょんの頭領も無下にできないのよ」

　これに小猫ちゃんも続く。

「ここは大だい丈じよう夫ぶです。部長、イッセー先せん輩ぱい、九重さんのもとに早く行ってあげてください」

　ダメ押しとばかりに三毛猫の長までこう言ってくる。

「取って食おうだなんて思ってはいないよ。なーに、ちょいとばかり、ババアの小言を聞かせてやろうと思っているだけさね。いわゆる『猫の集会』だよ。まあ、うちの御おん大たい将しようも本当に会いたいのは、坊やのほうだろうさ」

　……猫妖怪の三人にそう言われてしまうとな。顔を見合わせる俺とリアスは──うなずき合った。

「ここは頼たのむ、小猫ちゃん、黒歌！」

「何かあったら逃にげるのよ！」

　俺とリアスは二人にそう言い残して、奥に走り出した──。




　奥へ奥へと突つき進み、長すぎる廊下の先にあったのはゴールとばかりの一層豪ごう華かな襖だった。俺はそれを勢いよく開け放つ！

「九重！　無事か！」

　叫さけぶ俺の眼前に広がったのは──床とこの間まだった！　奥に龍りゆうの掛かけ軸じくがされていて、上座にいるのは九重だった！　座ざ卓たくを挟はさんで、ぬらりひょんが座っていた。

「イッセー！　来てくれたのか！」

　喜ぶ九重。しかし、拘こう束そくされているようではなく、むしろ、お茶と菓か子しを出されていて、丁重に迎むかえ入れられているようだった。

　ぬらりひょんがお茶を口にしたあとに言う。

「来たか。うちのもんもなかなか役やく者しや揃ぞろいだろう？」

　悪びれた様子も見せないぬらりひょんにリアスは言った。

「東の妖怪の長、もう十分でしょう？　九重を返してもらいます」

　ぬらりひょんは意にも介かいさずこう返す。

「そう慌あわてるもんでもないだろうに。なに、じじいの戯たわむれだ。茶でも飲んでいったらいい」

　……さすがに俺も我が慢まんの限界だ。妖怪に、ぬらりひょんの一派に、どういう思おも惑わくがあって、どんな不満を抱いだいているか知らない。けど──。

　俺は籠こ手てを前に突きだして、ぬらりひょんのじじいに言ってやった！

「これは俺たちの上司との政治的な取引の結果かもしれない。けどな。九重はうちのお客さんだ！　これ以上、こんなことに巻き込むわけにはいかない！　返してくれ！　じゃないと、俺だって一発ぐらいは不満をぶちまけるぜ？」

　真っ正面からの俺の一声にぬらりひょんは一いつ瞬しゆん驚おどろいていたが──すぐにニヤリと面おも白しろそうに笑った。

「堕だ天てん使しの長が言う通り、いい面つら構がまえだ。ただのスケベではなさそうだな。──だがよ」

　ぬらりひょんは俺の後方に視線を配らせた。俺も視線を追って後ろを振り返ると、そこには……小猫ちゃんと黒歌の姿がっ！　もう話し合いは済んだのか？　特に戦せん闘とうした様子もなく、衣類に破れた箇か所しよは見当たらない。

「小猫ちゃん、黒歌……。そっちは無事だったのか」

　ホッと胸をなで下ろした俺だったがふいに小猫ちゃんが俺に抱きついてくる。何事かと思い顔を覗のぞき込むと──顔を赤らめ、潤うるんだ瞳ひとみでこう訴うつたえてきた。

「……先輩、抱いてください」

　その反応に驚く間もなく、今度は黒歌が背後から俺を押し倒たおしてくる！　床の間の畳たたみの上で横にされてしまう俺！　そこに恍こう惚こつとした表情の黒歌が、体を密着させてきて、艶つやのある声でこう漏もらす。

「うふふ、赤龍帝ちん。ここで一気にエロエロなことしてみなぁい？」

　な、な、な、何を言い出すんだ、この悪猫は!?　ここは、ぬらりひょんの屋や敷しきだぞ！　しかも中ちゆう枢すうに近い部屋だろう！　そ、そんなところでいきなりエロエロになっているだなんてさ！　小猫ちゃんも俺に体を擦こすりつけてきているし！　女体の柔やわらかな感かん触しよくにたまらなくなってくる！　すげえ役得だけど、時と場所が悪すぎるぜ！

　いつの間にか、近くに三毛猫が座っていた。俺に視線を合わせてくる。

「私の言うことを聞く気もなかったようだから、おもしろおかしく操あやつらせてもらったよ」

　マジか！　このエロエロな小猫ちゃんと黒歌は三毛猫の長老の仕し業わざかっ！

　どうしようもなくなった俺はリアスに助けを求めた！

「ちょ、ちょっと！　なんで、こんな……っ！　リ、リアス！」

　しかし、とうのリアスはというと──。

「……イッセー、あまり慌てていてはダメよ？　ここはおじいさんのお家なのだから……」

　和なごやかな表情でぬらりひょんの肩かたを揉もみ出していたっ！

「おー、いい塩あん梅ばいだ」

　ぬらりひょんも俺の家に侵しん入にゆうしてきたときのやさしげなじじいモードになっていやがる！　うぬぬ、例の術を使ったのか！　自分の屋敷でも効果はあるってか！

　九重がこの状じよう況きようにその場で立ち上がり当とう惑わくしていた。

「うぅ、なんてことじゃ。ぬらりひょん殿どのと参曲殿の術は、強力無比と耳にしておったが、ここまでとは……っ！」

　ぬらりひょんがリアスに肩揉みされながら言い放つ。

「赤龍帝の坊ぼう主ずは搦からめ手に弱いと聞いてたからよ。じゃあ、俺との相あい性しようは最悪ってやつだ。実際、この通りだしな」

　そいつは悪ぅございましたね！　本当、直接的な攻こう撃げきをしてこない相手はやりにくい！

　ぬらりひょんが俺に目を向けてくる。

　──っ！　一いつ瞬しゆん、視界がぐらりとゆらぐ。……い、意識が……。……ぬらりひょんと目が合った瞬間……思考能力が一気に低下して……頭の中にもやがかかったように……。

　……意識が曖あい昧まいになってきた俺に……ぬらりひょんが言う。

「なあ、赤龍帝の坊主。俺にあの家と住人たちをくれないか？　家は快適そうだしよ、娘むすめたちもいい戦力になりそうだ。どうだ？　俺に譲ゆずっちゃくれないか？」

　……なんだろう、ぬらりひょんの声が甘く、絶対のように感じ取れてしまう。この言葉に全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せてもいいように思えて……というか、この声にすべてを委ゆだねてもいいようにも感じて……。……ああ、あの天界から貰もらった部屋の中でも……俺はこんな状態になったな……これがぬらりひょんの術か……。

　九重の声が耳に入ってくる……。

「ダメだぞ、イッセー！　答えてはならぬ！　ぬらりひょん殿の術に負けてしまっては、今後の同盟も『Ｄ×Ｄデイーデイー』の有り様も変わるやもしれぬのだぞ！」

　……そ、そうだな……こんな術にやられていられない……っ！　し、しかも……あの家とそこに住む皆みんなをくれなんて言われちゃ……うぅ、意識が……。……応じそうになってしまうのも……ぬらりひょんのせいかよ……っ！

　しかも……小猫ちゃんと黒歌がすりすりと女体をくっつけてくるもんだから……余計誘ゆう惑わくに負けそうになる！　黒歌のモチモチでありながら張りもあるおっぱいは最高で……。

「うふふん、ほらほら、えっちぃことしようにゃん。いいのよ？　私の体、好きに使っていいにゃん」

　……着物をはだけさせて、俺の服すら取り払はらおうとしてくる黒歌！　その横では、小猫ちゃんがとうとう白音モードに変身して、大きくなった体で迫せまってきた！

「……先輩、この体なら多少乱暴にしてくれても耐たえられますよ？　ダメですか……？」

　小猫ちゃんまで着物をはだけさせて……成長したおっぱいをぶるんぶるんと揺ゆらしながら、俺の顔を胸むな元もとに誘ゆう導どうしてくれるっ！　ああっ、小猫ちゃんのおっぱいにむにゅぅぅと顔を埋うずめられるなんて、夢のようだ……。おっきくなった小猫ちゃんの……おっきくなったお乳はお姉さんに負けず劣おとらずモッチリでありつつ、弾だん力りよくにも富んでいる……っ！

　ぬらりひょんが愉ゆ快かいそうにしながら言う。

「承しよう諾だくしてくれたら、この比じゃないぞ？　他ほかの娘たちにもっとすんげえことをしてくれるように俺から頼んでやらぁ」

　……マジか……っ！　……なんて、ご褒ほう美び……っ！　い、いや、ハーレム王を目指す俺が、そんなことでいいのか……？　……他者におっぱいを与あたえられて満足していいのか……？　……ちくしょう、負けたくないっ！　あっ、黒歌の奴やつ、俺の耳まで甘あま嚙がみしてきやがったぞ……っ！　小猫ちゃんは舌で俺の体をツーッと官能的に舐なめて攻せめてくるっ！　……うぅ、負けるな俺！　リアス、アーシア、朱乃さん、小猫ちゃん、ゼノヴィア、イリナ、ロスヴァイセさん、レイヴェル、ルフェイ、黒歌、オーフィス……父さん、母さん……っ！　皆の顔が、皆と過ごした楽しい日々が、頭の中で巡めぐっていく……。

　ぬらりひょんが再度訊きいてくる。

「どうだ、俺にあの家をくれるか？」

「それは──」

　……俺の口から出たのは……。

「ダメだ。やれねぇ……。あの家は俺の戻もどるべき場所だ……。皆も、大事な仲間で……家族なんだ……じいさんにもそれはやれねぇ……っ！」

　……精せい一いつ杯ぱいの抵てい抗こうをして、その一言を振ふり絞しぼって吐はき出した。……たとえ、手足を操られようとも……その一線だけは譲れないっ！　俺は意識に訴えかけてくるぬらりひょんの甘い絶対の言葉に……必死に抗あらがったっ！

　俺の姿にぬらりひょんは仰ぎよう天てんした表情をしたあと、おかしそうに笑った。

「……こいつぁ驚おどろいた。そう答えるか」

　俺は……すべてを受け入れてしまいそうな意識に反発して、こう叫んだ！

「女の子とエロいことするときは、ヒトの手を借りたくねえんだよっ！」

　そうさ！　他者に俺のエロいところまで操られるなんて嫌いやだ！　俺のスケベ心は、俺のものだっ！　エロスまでぬらりひょんに塗ぬり替かえられるわけにいかねぇっ！

「こなくそッッ！」

　俺の気合に応じて、籠手の力は高まり、一気にオーラを弾はじけさせて鎧よろいの形となった！

『さすが相棒。ちょいと心配したが……まあ、性せい欲よくが絡からめば打開できると思っていたぞ』

　ドライグもそう言ってくれた！　わかってんじゃないか、相棒っ！

　俺は小猫ちゃんと黒歌に言う。

「小猫ちゃん、黒歌っ！　しっかりしろっ！　俺とエロいことするなら、洗脳なんてされずに真っ正面から誘惑してきやがれっ！　俺ならいつでも相手になってやるからよっ！」

　ただ、時と場所を考慮してくださいね！　少しでもいい環かん境きようでエロいことしたい！

　俺の叫びに九重も呼応した。

「私も黙だまって見ているだけではないぞっ！　私は京都妖よう怪かいの長おさ、八坂の娘、九重なのじゃからなっ！」

　九重が妖気を高めると──なんと、金色の髪かみの毛が、白色化していった！　小さな少女とは思えないほどの威い圧あつ感かんのあるオーラを放ち始める。

「私も日々修しゆ行ぎようを重ねておる！　イッセーたちと共に歩むには、力が必要なのじゃっ！」

　九きゆう尾びのお姫ひめさまの堂々たる一声！

　これにはぬらりひょんもその場で立ち上がり、感かん嘆たんの息を漏らしていた。

「──白毛に転じたというのか。まさか、白はく面めん金こん毛もうの九きゆう尾びとなるか……」

　三み毛け猫ねこの長老が、首を横に振る。

「いいや、御おん大たい将しよう。これは白面金毛のほうじゃないねぇ。『八はつ犬けん伝でん』にも記しるされた神しん獣じゆう──政まさ木き狐ぎつねに似た気だよ。あれは後に『狐こ龍りゆう』になったけれど……。もしや、赤龍帝の坊ぼうやとの関係が……？」

　俺に視線を送ってくる三毛猫の長老。……そう言われても、俺が九重にしたことなんてないけどな。まあ、九重が決めたところで、俺も格好つけさせてもらいますかね！

　いい機会だ。以前から考えていた必殺技わざの新たな可能性をここで示してみせるっ！　俺は素す早ばやくリアス、小猫ちゃん、黒歌の体にタッチした。

「俺もここで新たな可能性に賭かけさせてもらうぜ！」

　言うなり俺は妄もう想そう力、想像力、創造力を脳内で高めていく！　俺がしたいのは、女の子たちが身に纏まとったものを壊こわす力！　衣類じゃない！　イメージはアーシアがディオドラの野や郎ろうに捕つかまったとき、結界装置に組み込まれた場面だっ！　あそこで俺は装置に繫つながったアーシアに触ふれて、『洋服崩壊ドレス・ブレイク』の力で結界を破は壊かいさせた。

　結界を壊す──つまり、術式を破壊する！　もっと言えば、女の子の体にかかった術を崩壊ブレイクさせる！　壊すのは身につけている衣類じゃない、鎧じゃないっ！　あくまで術だ！

　俺の体をスケベなオーラが包み込みだした──。脳内で妄想がまとまった！　くわっと開眼した俺は高らかに叫さけぶっ！

「──洋服崩壊ドレス・ブレイク！」

　指パッチンをした瞬間、俺の妄想は鎧から解き放たれて、この一室を包み込む！　俺が事前にタッチしたリアス、小猫ちゃん、黒歌の体が光に覆おおわれていった。次の瞬間、輝かがやきが増して一気に弾ける。バシュッと何かが崩くずれるような音を立てた。途と端たんにリアスたちが目を覚ますかのようにとろんとしていた瞳に光が戻る。

「……私、どうして肩を揉んでいたのかしら……」

　頭を振るリアス。元に戻ってくれたようだった！

　一方、小猫ちゃんは元の大きさに戻り、俺に密着していることに気づいた。

「……こ、こんな破は廉れん恥ちなことをしているなんてっ！」

　俺は恥はずかしがる小猫ちゃんにドンと突き飛ばされてしまった！　しかし、姉である黒歌のほうは──。

「うふふ、まあ、こういうのもいいんだけどねぇ」

　正気に戻っているはずなのに俺から体を離はなさずにいた！　まあ、こいつは元からエロ猫でもあったけどさっ！

　けど、成功したぜ！　『洋服崩壊ドレス・ブレイク』の新たな可能性！　女の子が身に纏っている衣服ではなく、身に絡んだ術式を破壊するっ！　これで仲間の女子が、変な術をかけられても突とつ破ぱできるかも！

　仮にこれらを名付けるとしたら、女性が身に纏っているあらゆる物を崩壊させるのが、『洋服崩壊ドレス・ブレイク』Ｂボデイバージョン！　そして、女性が身に宿したあらゆる術式を崩壊させるのが、『洋服崩壊ドレス・ブレイク』Ａアストラルバージョンだっ！

　俺はこの二種のＡアストラルとＢボデイの『洋服崩壊ドレス・ブレイク』をいずれクロスさせて、女性が身につけたあらゆる現象、物体を一いつ切さい合がつ切さい崩壊させる技に昇しよう華かさせてやるぜっ！

　さて、新たな決意をしているところで、ふいに覚えのあるオーラをうしろから感知してしまった。そちらに顔を向ければ、なんと！　オーフィスの姿がっ！

「九重、イッセー」

　音もなく現れたオーフィス！　家で留守番しているはずなのに……九重が心配なあまり、ここまで来てしまったというのか！

「おおっ、フィス殿！　来てくれたのじゃな！」

　九重はオーフィスの登場にその場で飛び跳はねるほど喜んでいた。

　オーフィスの来訪にぬらりひょんも目を見開いていたが……。

「……招待した覚えはないんだがねぇ」

　オーフィスの正体を知らないはずのぬらりひょんと三毛猫の長老。だが、三毛猫の長老は、すぐにオーフィスの異様な力を見み抜ぬいたようで、一歩うしろに下がっていた。

「……御大将、離れたほうがいい。その娘は……いや、それは安易に関かかわってはいけない類たぐいのモノだよ。小さな狐きつねのお姫さまから感じた龍りゆうの気はこちらかね……？」

　最大にまで警けい戒かいをし始めた長老。さすが八百年生きている猫ねこ又またの大物だ。

　けど、オーフィスは構わずにツカツカとぬらりひょんに近づいていった。じっとぬらりひょんの顔を見ていると、一言告げた。

「九重をいじめてはダメ」

　すると、オーフィスがぬらりひょんのお尻しりに平手打ちをかましたっ！

「──ッ！　いっでえええええええええええええええっ！」

　ただの軽い平手打ちだが、無限の龍りゆう神じんさまが打てばその限りではなく……。ぬらりひょんはあまりの衝しよう撃げきにその場で飛び上がったのだった。







　しばしして、ぬらりひょんの屋や敷しきの床とこの間までは、なんとも言えない状じよう況きようが生まれていた。

　ぬらりひょんはうつ伏ふせに寝ねそべり、腫はれ上がった臀でん部ぶを上に向けていた。すでに戦せん闘とうを終えた雷らい獣じゆうと鎌かま鼬いたちも合流しており、総大将たるぬらりひょんのお尻を氷ひよう囊のうで冷やしていた。

　朱乃さんと刃も俺たちのもとに合流しており、ぬらりひょんに指名された者はすべて床の間に集まっていた。家の主あるじであるぬらりひょんがこんなことになっているので戦闘の気配もとうに無くなっていて、微妙な空気となっていた。

　戦闘の折、俺もぬらりひょんに一発かましてやろうかと思っていたが、代わりにオーフィスがやってくれたので、もうどうでもよくなったよ。そのオーフィスは九重と一いつ緒しよに部屋の隅すみで菓か子しをもぐもぐ食べていたりするが……。とりあえず、早く帰りたいわ。

　──と、思っていたら、ここに新たな御ご人じんが現れる。

「東の御大将、遊びが過ぎたようやねぇ？」

　床の間に入ってきたのは、九重のお母さん──八坂さんだった！

「……八坂か。恥ずかしいところを見られちまったな」

　気恥ずかしそうにしているぬらりひょん。

「母上！」

　九重がお母さんの胸に飛び込んでいく。八坂さんが娘むすめの頭をなでる。

「ほほほ、九重や。神しん獣じゆうの片へん鱗りんをうまく発現できているようじゃな」

　九尾の親子が再会しているなか、今度はアザゼル先生が登場した。

「だから言ったろ？　八坂。子供っていうのは親の知らないところで成長しているものさ」

「アザゼル先生っ！」

　先生は苦く笑しようしながら俺の頭をくしゃくしゃとした。

「すまなかったな、姿をくらましていてよ。日本の妖怪どもとの会談が長引いてな……。まあ、大体の原因は、そこの御大将殿どののせいなんだが」

　呆あきれるように半眼でぬらりひょんに視線を送る先生。

　ぬらりひょんも渋しぶい顔をしていた。

「まあ、そう言うない。俺んところも複雑なんだよ」

　先生が構わず続ける。

「だからな、和平を渋ってたぬらりひょん側に俺やミカエル、サーゼクスが言ってやったのさ。『──同盟の象しよう徴ちようたる「Ｄ×Ｄデイーデイー」の若者たち、特に兵藤家に住まう者たちを直じかに目にしてみたらどうだろうか？』ってよ」

　やっぱり、リアスの予想はその通りだったわけだ。うぅ、本当、面めん倒どう事ごとを任される立場にあるな、俺たちって……。こういう側面の仕事も見み越こしてのチーム結成だったのだろうかと推察してしまう。

「──で、どうだった？　その目で見たうちの若手はよ？」

　ぬらりひょんに興味深そうに問うアザゼル先生。

「ま、いろいろとまだまだ知りたいこともあるが……」

　ぬらりひょんはオーフィスに視線をちらりと向けたが、すぐに「カッカッカッ」と笑った。

「これで十分よ。この歳としになって悪ガキみてぇにケツをぶっ叩たたかれるたぁそう経験できるもんじゃねぇ。だが、おかげで『Ｄ×Ｄデイーデイー』ってチームがちったぁわかったぜ。逆に楽しかったぐらいだ」

　ぬらりひょんは尻を押さえながら起き上がり、俺たちに頭を下げた。

「悪かったな、赤せき龍りゆう帝ていの坊ぼう主ず、悪あく魔まの姫さん、姫島の娘よ。若いおまえさんらを見ていたら、ついつい構いたくなっちまってな。ここまで俺のわがままに付き合ってもらっちまった。けどよ、もう若い衆にも文句を言わせねぇ」

　ぬらりひょんは鎌鼬と雷獣に言う。

「おまえらも、もういいな？」

　二体はその場にて、姿勢を正す。

「はっ。彼らに悪意がないことは手合わせしてわかり申した」

「今後、同盟の件にて、一切口出しは致いたしません」

　どうやら、朱乃さんと刃と戦ったことで、こちらに敵意や殺意がないことはわかってくれたようだし、朱乃さんも真しん摯しに応こたえて戦ったのだろう。『姫島』って言ってもいろんなヒトがいるだろうし、前当主がどんなヒトであろうとも、朱乃さんは朱乃さんだ。

　二体も俺たちに深く頭を下げる。

「非礼をお詫わびする」

「どのような償つぐないも致しましょうぞ」

　なんだか、命まで突つきだしてくれそうな雰ふん囲い気きだったので、俺たちは「今後は仲良くしましょう」と当たり障さわりのない返事をした。平和が一番っスよ。ま、『洋服崩壊ドレス・ブレイク』の新たな可能性が開けたし、俺としても収しゆう穫かくはあったさ。

　ぬらりひょんがアザゼル先生に言う。

「反対派の筆頭でもあったこいつらが納なつ得とくすれば他ほかの連中も承服するだろう。堕だ天てん使しの長おさアザゼル、言える義理じゃねぇが、あらためて和平を結んではくれないか？」

　先生はニヤリと笑えんで手を差し出す。

「なーに、長年交わらずにきた超ちよう常じようの存在同士、和平協議なんてもんを開けば障害のひとつやふたつはつきもんだって最初から予想しているさ。むしろ、これで済んで良かったぐらいだ。後日、日取りを決めて話し合おうぜ。まずは腫れたケツを冷やしな、大将」

「ったく、そいつを言うない」

　握あく手しゆを交かわすトップ同士。どうやら、とりあえずの決着となりそうだな。

　その横では、そそくさと忍しのび足でこの場から去ろうとする黒歌の姿があった。

「さーて、私は退散退散……」

「黒歌、お待ち」

　呼び止めたのは、三み毛け猫ねこの長だった！　呼び止められた黒歌がしどろもどろになる。

「にゃっ!?　な、何よ……。まだ私に用があるっていうの……？」

　三毛猫の長は目を細めながら言った。

「今度、白音と共に稽けい古こをつけてあげるよ。いつでもここにきな」

「い、いや、私はお断り──」

　断ろうとする黒歌だったが、

「はい！　よろしくお願いします！　また来ましょう、姉さま」

　小猫ちゃんは即そつ決けつで応じていた。妹の姿に黒歌も否定しきれず、がっくりとうな垂れて、こくこくと首を縦に振ふった。

　場も収まったところで、八坂さんが九重に言う。

「さて、九重。帰ろうかの。今夜は東京のホテルにて、魔ま王おうの方々がご馳ち走そうを振る舞まってくれるそうじゃぞ。九重の好きなものがあればいいのぅ」

「はい、楽しみですぞ。しかし、母上！　聞いてくだされ！　私は決めたのじゃ！　もう好き嫌きらいせずになんでも食べまするぞ！」

「ほうほう。──して、その心は？」

　九重は胸むな元もとで大きく円を描えがいて宣言した。

「はい！　イッセーは乳の大きいおなごに目がないことを深く理解致しました！　私もなんでも食べて母上のように乳を大きくしますぞ！」

「我もおっぱい大きくしてみたい」

　オーフィスも九重の真ま似ねをして、胸元で大きな円を作る！

　ったく、ちっこい子がそんなこと気にしちゃいけません！　二人の微笑ほほえましい姿にリアスも朱乃さんも和なごやかな表情となっていた。







　その後、三大勢力とぬらりひょん側との和平も進み、合意の方向で意見を交わしたという。あとは時間の問題とのことだ。九きゆう尾びの親子も用事を済ませて京都へ帰っていった。

　後日、迷めい惑わく料とばかりにぬらりひょんから、金銀財宝、ありがたいご利り益やくのある札や古い絵巻をいただいてしまった。リアスが言うには、どれも大変貴重で珍めずらしいものらしい。サーゼクスさまや先生からも勲くん功こうとして、超が五つはつく高級カタログギフトをチーム全員分いただいてしまった。ここまでされてしまうと逆に申し訳なくなってきてしまう。

　何はともあれ、平和が一番ってことだ。日常生活に戻もどった俺は、その日も深夜にふとトイレに立ってしまった。扉とびらの前で「もしや……」と考え込み、その階のトイレには入らず、わざわざ地下のトイレにまで向かった。

　さすがにここまでは来ないだろうと高をくくってドアを開くと──。

「よく来たな、イッセー！」

「すごいわ、ゼノヴィア！　予想通りじゃない！」

「イッセーさん、こんばんは」

　そこは天界謹きん製せいのエロ部屋で、ゼノヴィア、イリナ、アーシアの三人──教会トリオが待機していた！　ったく、どういうことだよ!?　俺のトイレタイムはこの子たちに完全に把は握あくされているとでも言うのか!?

「もうカンベンしてくれよっ！」

　深夜、俺は悲鳴を上げるしかなかった──。







　　　あとがき







　お久しぶりでございます。石いし踏ぶみ一いち榮えいです。

　そのようなわけでハイスクールＤ×Ｄ短編集シリーズ『ＤＸ』も第だい二に弾だんとなりました。

　以前にもお話ししたかもしれませんが、まだまだ短編のストックはありまして、ＤＸを一冊出す間にもどんどん溜たまっていってます。

　連れん載さい分だけではなく、雑誌の付録、またはイベントで配布された短編小冊子なども含ふくめますと、現状すでに文庫換かん算さんで三冊分か、四冊分はストックがあると思います。

　その間にも連載分は溜まるでしょうし、このシリーズも十冊超こえるんじゃないでしょうか……。なんというか、引き続きお付き合いくださいましたら光栄です。

　では、今回収録された各エピソードをご解説致いたします。





『太陽がおっぱい！』──時系列九巻のすぐあと



　七なな十じゆう二ふた柱はしらのなかで断絶してしまった家の子孫はどうしているのか？　という思いつきと、海の話はまだ書いてなかったのでやってみようと実現したお話です。

　あと、きちんとした人魚がいてもいいんじゃないかなと思いまして。だってね、Ｄ×Ｄで出てきた人魚ってあの足のついたマグロ……。

　登場キャラに見た目が人間の悪あく魔まが多かったので、たまには怪かい人じんめいた悪魔がいてもいいだろうと敵役でフォルネウス家の者を出しました。世代的にフォルネウスというとロ○サガ３に出てくるやつなのですが……。

　ポセイドンも初登場しておりますが……この世界の神さまは自由な方が多いですね。

　さて、この人魚のリリティファさん、他の短編でも出てます。次のＤＸで、そのお話が収録されるかもしれません。本編のほうでもちょろっと出してもいいかなと思ってまして……まあ、どこで出すかはしばしお待ちください。





『生徒会の所存』──時系列「太陽がおっぱい！」後



　生徒会のシトリー眷けん属ぞくって、普ふ段だん学校で何をしているのかなってところからアイディアが湧わきました。あえて、イッセーが体験することでシトリーチームとの仲も深まり、彼らの仕事もわかるという一石二鳥な短編です。

　ソーナのお菓か子し作りが壊かい滅めつ的な設定をようやく出せましたね。誌面だと大分前から出ていたのですが、本編ではなかなか伝える機会がありませんでしたので。

　リアスがラクダ嫌ぎらい（本来、グレモリーという悪魔はラクダに乗って召しよう喚かんに応じます）という設定もまだ一部のエピソードでしか語っておりませんので、いつか該がい当とうＳＳが収録できたら幸いです。

　お話の題名が、富ふ士じ見みファンタジア文庫さんから出ております某ぼう生徒会シリーズと似ていますが……まあ、気にされないでください。作者の葵あおいせきなさんとは同年同日デビューの十年来の同期でして、お互たがいよく知っている間あいだ柄がらなので。





『冒ぼう険けんでいこう！』──時系列10巻後



　何気に天あまの叢むら雲くもの剣つるぎの折れたエピソードが初めて出たお話でもありました。

　今でこそオープンワールド系のゲームが大好きな私ではありますが、この短編が発表された頃ころは、私自身、特にオープンワールド系のゲームにハマっていなかったのです。しかし、このエピソードをＤＸ２巻に収録するにあたってよくよく読み直してみると、どう見てもオープンワールドなお話でした。その辺りは、加工修正しております。

　劇中で語られておりますアジュカのゲーム関連ですが……これはこれでいつか単独でやりたいと言いつつ、いまだ……。担当Ｈ氏、申し訳ございません。でも、ちょっとずつ書いてはいるのですよ……？　いつの日か必ず発表したいと思ってますので、気長に……気長にお待ちくださいっ！





『マツレ☆龍りゆう神じん少女！』──時系列13巻後



　短編で九重くのうを出したい！　という思いが高まり、オーフィスと絡からめてみようと思い至ったお話です。思いのほか、いえ、思っている以上にオーフィスと九重の相性は抜ばつ群ぐんでしてね。書いていても楽しいですし、絵的にも映えると思います。

　九重は９巻で一度だけ登場のキャラにする予定でしたが、ビジュアルが素晴らしく、狐娘というかわいい属性もあり、人気が出ました。もう一度だけ、もう一度だけと登場させていたら、いつの間にか、本編で再登場していたと。19巻で九重がいつの間にかオーフィスと知り合ってましたが、このエピソードで知り合ったのです。今後も二人の仲の良いお話を書いてみたいものですね。





『ねこまた☆忍にん法ぽう帳』──時系列14巻の間



　外国人って忍にん者じやを大いに勘かん違ちがいしているよねってところから始まった短編。外国人が勘違いしているなら、悪魔や天使だって忍者を間ま違ちがった認識で捉とらえているだろうと勝手に解かい釈しやくしました。

　読み直してみると、いろいろ濃こいキャラ出し過ぎて収集つかなくなっているなと思いました。サタンレッドが無む闇やみに出過ぎかな。何をやっているんだ、この魔ま王おうさまは……。

　河童かつぱのサラマンダー・富とみ田たも登場致しました。彼については本編の短編回でも語られておりましたね。ようやく登場できました。

　オカ研初期メンバーと彼が遭そう遇ぐうした『河か川せん敷じき頂上決戦』については、機会があれば語らせていただきます。





『マニアの殿でん堂どう』──時系列17巻後



　ついにシーグヴァイラ・アガレスことシーちゃんを掘ほり下さげた回です。なんと、予想外にロボット大好きな娘こでした。この回の反はん響きようは大きかったように覚えております。

　若手四王ルーキーズ・フオーで唯ゆい一いつ描えがかれなかった若手悪魔のシーグヴァイラ。ようやくスポットが当たったと思ったら、重度のロボマニアだったという……。

　彼女の知識は大体ロボ好き、ガンプラマニアの私の影えい響きようがダイレクトに出てまして……結果、酷ひどすぎる美少女になってしまいました。

　でも、この短編後、逆にシーグヴァイラのことを好きになってくれたファンの方もいらっしゃったので、キャラが付いたという意味では成功だった……のかな？

　なお、短編での彼女は他の話でも大暴れしておりますので、次の機会をお待ちください。……ソーナとレーティングゲームでどんな知略バトルをしたのか、想像したいような、したくないような。





『百ひやつ鬼き夜や行こうとパンデモニウム』──時系列18巻後



　ＤＸ２巻の書き下ろし中編となります。本編の展開の都合上、エロが薄うすいため、こちらでいろいろ補ほ塡てんさせていただきました。イッセーらしいスケベ魂たましいを書きました。

　19巻であった最後の引きの都合上、あのあとすぐに20巻のお話となるため、このタイミングで短編、中編をやるとしたら、18巻のあとが一番ベストであり、そこが最新の時系列かなと思って書いたしだいです。

　まさか、短編集書き下ろしでイッセーの新技が披ひ露ろうされるとは……。まあ、洋服崩壊ドレス・ブレイクの術破は壊かい版は、マイナーチェンジといえばそれまでなので現状の本編の展開では、なかなか出すタイミングが難しかったのかなと。

　ちなみにあの技は、ＡアストラルとＢボデイで分かれます。これはわかる方にはわかってしまうと思いますが、某ドラ○エ漫まん画がのア○ンストラッシュのＡアローとＢブレイクバージョンのオマージュです。世代的にどうにもバージョン違ちがいはそっちを思い出してしまいましてね。

　ＡアストラルとＢボデイ、両方を組み合わせると……？　それは今後の展開にご注目ください。

　タイトルについている『百鬼夜行』、Ｄ×Ｄとしては、一人百鬼夜行ができるという沖おき田た総そう司じさんを思い出すかもしれませんね。お話に出そうかなと直前まで考えていたのですが、出すとややこしくなりそうだったので、今回は外れていただきました。

　その分、姫ひめ島じま家や猫ねこ又また姉妹、九重、オーフィス、イッセーの新技を取り上げてあげられたかなと。一冊通して、猫又姉妹と九重、オーフィスの活かつ躍やく回となったように思えます。

　同様に妖よう怪かいの回ということで、サラマンダー・富田氏も書き下ろしで出そうと思いましたが、ギャグ色が強くなりますし、小こ猫ねことの絡みで収拾つかなくなるんで止やめました。

　富田氏は、その後の短編でも出てくる便利な河童です。関東の妖怪のなかでもかなりの強さを誇ほこります。

　さて、このお話は、日本に住む異能力者と異形を掘り下げたエピソードとなっております。Ｄ×Ｄは各神話を取とり扱あつかい、なおかつ大体のお話で日本が舞ぶ台たいであるにもかかわらず、日本の超ちよう常じようの存在をあまり触ふれてきませんでした。唯ゆい一いつ触れたのが、９巻の修学旅行編で、京都の妖怪たちを出した程度です。

　なので、９巻の復習と、妖怪、姫島をはじめとした「五大宗家」の話を展開させました。「五大宗家」に関してはＤ×Ｄでは軽く触れる程度です。詳くわしくは私の他の作品を読んでいただけたら幸いです。

　とはいえ、Ｄ×Ｄ本編を読み直してみると、関係者らしきヒトたちに関しての記述や、名前が出ているかなと思います。どうぞ、探してみてください。




　ここで、謝辞をば。

　毎回お世話になっております、みやま零ぜろさま、担当Ｈさま。新刊を出す前の打ち合わせで、「新キャラを出さずに既き存そんキャラでやろうね！」って三人で決めたのにさっそくこの書き下ろしで「ぬらりひょん」や三み毛けばあさんを出してしまいました……。

　三毛ばあさんの人間形態はダメですか……？　若い娘の格好にすれば文章もイラストも映えます。……いえ、何でもありません。毎度、新キャラばかりで申し訳ございません！

　関東地区の妖怪に関しては、Ｄ×Ｄの今後の連載短編でちら見せとか、Ｗｅｂで連載中の同一世界観の「堕天の狗神─ＳＬＡＳＨＤＯＧ─」で取り扱えればいいのかなと思います。




　そういえば、おかげさまでもうすぐ私こと石踏一榮の作家デビュー十周年となります。なんだかんだでここまでやってこられました。

　これもファンの皆みなさまをはじめ、みやまさんや担当編集Ｈ氏、関係者の皆さまのご尽じん力りよくがあったからこそです。今後も粉ふん骨こつ砕さい身しんの覚かく悟ごを持ちつつ、適度に休息を挟はさみながら、二十周年を目指そうと思います。

　あ、そうそう、デビュー作の『電でん蜂ぱち ＤＥＮＰＡＣＨＩ』は電子書しよ籍せきになっております。携けい帯たい電でん話わを用いて現実世界で命がけのゲームをするという内容でして、Ｄ×Ｄのとある劇中設定を思わせたりしますが……もし、気になりましたら、そちらのほうもどうぞよろしくお願い致いたします。処女作ゆえ、至らぬところも多いとは思いますけども。




　次は本編21巻ですね。来年春頃ごろに刊行予定です。予定通りなら、四章の本筋はそれで一応終わりでして、さらにその次の22巻は四章のエピローグにプラスして、読者の皆さんがぶったまげる展開が待っております。驚おどろきつつも非常に燃えたぎる進展となります。

　……うん、最終決戦が前後編にならない限り、そうなると思います！　一冊でまとまればいいんだけどね……。21巻はページ数が厚くなるかもしれませんが、がんばります。

　さてさて、どうなるのか？　今後もＤＸと本編の応おう援えんをよろしくお願い致します！
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